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重大事故等発生時および大規模損壊発生時における体制の整備について 

 

原子炉施設において，重大事故等が発生した場合または大規模な自然災害もしくは故意によ

る大型航空機の衝突その他のテロリズムによる原子炉施設の大規模な損壊（以下「大規模損壊」

という。）が発生した場合における当該事故等に適切に対処するためには，重大事故等に対応

するために必要な要員の配置，重大事故等対処設備を十分に活用するための手順書の整備，活

動を行う要員に対する教育訓練の実施等運用面での体制をあらかじめ整備するとともに，運転

段階の運用においてもそれら体制が維持管理されていかなければならない。 

従って，原子炉設置者が構築するＱＭＳ文書体系の上位に位置付けられる保安規定に，「保

安規定変更に係る基本方針」に示される以下の方針に基づき原子炉設置者が運用を行っていく

中において遵守しなければならない事項を規定することとし，原子炉設置者が運用を行ってい

く中で教育および訓練や手順書等の改善を継続的に行っていく場合においても，体制が維持管

理されていくことを確実にする。 

 

○保安規定第３条（品質マネジメントシステム計画）に基づき、体制の整備に係る計画を

策定し、実施し、評価し、継続的に改善していく管理の枠組みを適切に構築しておくこ

とが重要である。 

そのために必要となる基本的な事項は以下のとおりであり、それらは上表に示す規制要

求事項とも整合している。 

【体制の整備に必要な管理の枠組みに関する事項】 

・体制の整備に関する計画を策定すること 

・活動を行うために必要な要員を配置すること 

・要員に対し，教育及び訓練を定期的に実施すること 

・必要な資機材を配備すること 

・活動を行うために必要な手順を整備すること 

・手順に基づき必要な活動を実施すること 

・上記事項について定期的に評価を行うとともに，評価の結果に基づき必要な措置を講

じること 

○技術的能力審査基準にて要求された項目に対して発電用原子炉設置者が実施しなければ

ならない事項を、保安規定の添付３「重大事故等及び大規模損壊対応に係る実施基準」

として新たに規定する。さらに，その添付を本文（第１７条の７、第１７条の８）と関

連付け，体制の整備に係る２次文書他への遵守事項とすることにより，運転段階におい

て発電用原子炉設置者が運用を行っていく中で，それら内容が確実に継続して確保され

るようにする。 

上記記載方針に基づく，保安規定の構成は第１図のとおりとする。 

重大事故等発生時および大規模損壊発生時における原子炉施設の保全のための活動を行う

体制（要員の配置，教育および訓練，資機材の配備等）の整備に係る計画は，二次文書である

「緊急時の措置要領」に全体計画として定め，教育および訓練等それぞれの詳細は関連手順書

に定める。 
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第１図 重大事故等発生時および大規模損壊発生時の体制の整備に係る保安規定の構成 

 

重大事故等発生時および大規模損壊発生時に必要な要員に対する教育は，実用炉規則第９２

条に定められる保安教育の内容（非常の場合に講ずべき処置に関すること）に該当するもので

あることから，発電所全所員および重大事故等対策に従事する協力会社社員を対象とした重大

事故等対策に関する知識向上のための全体教育（年１回以上）を保安教育として保安規定の第

１０章に整理する。 

また，重大事故等対策の実施に当たっては，様々なプラント状態に応じて適切な対応策を選

定・実施することが必要であるが，重大事故等対策要員の役割に応じた，必要な知識の習得・

維持および向上を図るための個別の教育については，添付３「重大事故等および大規模損壊対

応に係る実施基準」に必要な教育項目を定め，関連文書に教育対象者や教育頻度等の詳細を定

め，今後の教育成果等の結果を踏まえ，より有効な教育となるよう継続的に改善を行っていく。 

なお，「保安規定変更に係る基本方針」で検討された，重大事故等発生時および大規模損壊

発生時における体制整備後の運用に当たって考慮すべき事項は，訓練，要員の配置に係る事項

として，添付３「重大事故等および大規模損壊対応に係る実施基準」に記載し，運用における

要求事項とする。 

添付３「重大事故等および大規模損壊

対応に係る実施基準」 

・重大事故等対処設備に係る事項 

・復旧作業に係る事項 

・支援に係る事項 

・手順書の整備，教育および訓練の実

施ならびに体制の整備 

・大規模な自然災害または故意による

大型航空機の衝突その他テロリズ

ムへの対応における実施事項 

発電所全所員および重大事故等
対策に従事する協力会社従業員
を対象とした全体教育は保安規
定第 10章の保安教育に整理。 

技術的能力審査
基準の項目に対
して，原子炉設置
変更許可申請書
記載内容から保
安規定に記載す
べき内容を整理。 

重大事故等に対処する要員の役割に応
じた，必要な知識の習得・維持および

向上を図るための個別教育は，必要な
教育項目を添付３に定める。 

表１ 

 

緊急停止失敗時

に原子炉を未臨

界にするための

手順等 

【第 17 条の 8】 

大規模損壊発生時の 

体制の整備 

【第 17 条の 7】 

重大事故等発生時の 

体制の整備 

・計画の策定 

・要員の配置 

・教育および訓練 

・資機材の配備 

・手順の整備 

・手順に基づく活動実施 

・上記活動の定期的な評価お

よび必要な措置 

保安規定本文に，体制整備の
PDCAを回すための管理の枠組み
となる事項を保安規定審査基準
の要求事項を踏まえて規定。 

表 1～19 
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・
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
の
条
文
を
新
規
追
加

 

記
 
載
 
例

 
説
 
明
 
等

 

（
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）

 

第
１
７
条
の
７
 

 

〔
２
号
炉
〕

 

社
長
は
，
重
大
事
故
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
故
ま
た
は
重
大
事
故
が
発
生
し

た
場
合
（
以
下
「
重
大
事
故
等
発
生
時
」
と
い
う
。）

に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
あ
た
っ
て
，
財
産
（
設
備
等
）
保
護

よ
り
も
安
全
を
優
先
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
定
め
る
。

 

２
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
管
理
）
は
，
添
付
３
「
重
大
事
故
等
お
よ
び

大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
示
す
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
等
に
つ
い
て
計
画
を
定
め
る
。

 

３
．
課
長
（
技
術
）
は
，
第
１
項
の
方
針
に
基
づ
き
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お

け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の

各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，
技
術
部
長
の
確
認
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま

た
，
計
画
は
，
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係

る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
①

 

（
１
）
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
の
役
割
分
担
お
よ
び
責
任
者
の
配
置
に
関

す
る
事
項
②

 

（
２
）
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
次
の
事
項

③
 

ア
. 
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
使
用
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
，
あ
ら
か
じ
め
力

量
の
付
与
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
実
施
す
る

※
１
こ
と

 

イ
. 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と

 

       

添
付
３
の
骨
子
と
し
て
，
本
文
に
記
載

 

  ①
「
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
各

号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
」
と
は
，（

１
）
か
ら
（
３
）
に
係
る
具
体
的
な
事

項
を
手
順
に
定
め
る
こ
と
を
い
い
，「

原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を

行
う
体
制
の
整
備
」
と
は
，
具
体
的
な
事
項
を
定
め
た
手
順
に
基
づ
き
整
備
す

る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
，
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
，
体
制
表
，
訓
練
結
果
お
よ

び
資
機
材
の
管
理
状
況
等
に
て
確
認
す
る
。

 

②
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
の
役
割
分
担
お
よ
び
責
任
者
の
配
置
」
と
は
，

重
大

事
故

等
の

原
子

力
災

害
が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る
場

合
ま

た
は

発
生

し
た
場
合
に
，
事
故
原
因
の
除
去
，
原
子
力
災
害
の
拡
大
の
防
止
そ
の
他
必
要

な
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
，
原
子
力
防
災
管
理
者
を
本
部
長
と
す
る
緊
急
時

対
策
本
部
体
制
を
い
う
。
詳
細
は
，
添
付
３
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損

壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
定
め
る
。
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記
 
載
 
例

 
説
 
明
 
等

 

ウ
. 
重

大
事

故
の

発
生

お
よ

び
拡

大
の

防
止

に
必

要
な

措
置

を
実

施
す

る
た

め

に
必

要
な

技
術

的
能

力
を

満
足

す
る

こ
と

お
よ

び
有

効
性
評

価
の

前
提

条
件

を
満
足
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
成
立
性
の
確
認
訓
練
（
以
下
，「

成
立

性
の
確
認
訓
練
」
と
い
う
。）

を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と

 

エ
. 
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
，
所
長
の
承
認
を
得
る
こ
と

 

オ
. 
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
結
果
を
記
録
し
，
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者

に
報
告
す
る
こ
と

 

（
３
）
重
大
事
故
の
発
生
お
よ
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
，
ア
ク
セ
ス
ル
ー

ト
の

確
保

，
復

旧
作

業
お

よ
び

支
援

等
の

原
子

炉
施

設
の
保

全
の

た
め

の
活

動
，
な
ら
び
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
こ
と
 
④

 

４
．
各
課
長
は
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
手
順
を
定
め
る
。
⑤

ま
た
，
手
順
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
，
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ

び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
う
と
と
も
に
，
重
大
事
故
等
対

処
設
備
を
使
用
す
る
際
の
切
替
え
の
容
易
性
を
配
慮
し
，
第
３
項
（
１
）
の
役

割
に
応
じ
た
内
容
と
す
る
。

 

（
１
）
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の

対
策
に
関
す
る
こ
と

 

（
２
）
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
対

策
に
関
す
る
こ
と

 

（
３
）
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
燃
料
プ
ー
ル
に
貯
蔵
す
る
燃
料
体
の
著
し

い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と

 

③
「
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
」
に
つ
い
て
は
，
Ｔ
Ｓ
－
２
３
に
て
説
明
。

 

       ④
「
必
要
な
資
機
材
の
配
備
」
と
は
，
事
故
発
生
後
７
日
間
の
活
動
に
必
要
な
資

機
材
等
を
い
う
。

 

 ⑤
「
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
手
順
を
定
め
る
」
と
は
，
添
付
３
に
定
め
る
手

順
書
，
添
付
３
の
内
容
を
満
足
す
る
よ
う
定
め
る
手
順
書
を
い
う
。
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記
 
載
 
例

 
説
 
明
 
等

 

（
４
）
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
停
止
時
に
お
け
る
燃
料
体
の
著
し

い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と

 

（
５
）
発
生
す
る
有
毒
ガ
ス
か
ら
の
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
の
防
護
に
関

す
る
こ
と

 

５
．
各
課
長
は
，
第
３
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
重
大
事
故
等
に
対

処
す
る
要
員
に
第
４
項
の
手
順
を
遵
守
さ
せ
る
。

 

６
．
各
課
長
は
，
第
５
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
と
り
ま
と
め
，
第
３
項
に
定
め

る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
す
る
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必

要
な
措
置
を
講
じ
，
課
長
（
技
術
）
に
報
告
す
る
。
課
長
（
技
術
）
は
，
第
３

項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果

に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
⑥

 

７
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
管
理
）
は
，
第
１
項
の
方
針
に
基
づ
き
，
本

社
が
行
う
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
各
号
を
含

む
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
，
計
画
は
，
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ

び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。

 

（
１
）
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
の
役
割
分
担
お
よ
び
責
任
者
の
配
置
に

関
す
る
こ
と

 

（
２
）
支
援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
の
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
こ
と

 

８
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
管
理
）
は
，
第
７
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
本

社
が

行
う

支
援

に
関

す
る

活
動

を
行

う
た

め
に

必
要

な
体
制

の
整

備
を

実
施

す
る
。

 

９
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
管
理
）
は
，
第
７
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い

⑥
第
６
項
の
「
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
」
と
は
，
体
制
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
，
日
常
の
管
理
状
況
，

訓
練
の
結
果
等
を
通
じ
て
年
１
回
以
上
評
価
し
，
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な

措
置

を
講

じ
る

こ
と

に
よ

り
適

切
な

体
制

と
な

る
よ

う
見
直

し
を

行
う

こ
と

を
い
う
。
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記
 
載
 
例

 
説
 
明
 
等

 

て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
。

 

 ※
１
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置
も
し
く
は
改
造
す
る
場
合
，
重
大
事
故
等

対
処
設
備
に
係
る
運
転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
ま
で
に
実
施
す
る
。
な

お
，
運
転
員
も
し
く
は
緊
急
時
対
策
要
員
を
新
た
に
認
定
す
る
場
合
は
，
第
１

２
条
第
２
項
お
よ
び
第
４
項
の
体
制
に
入
る
ま
で
に
実
施
す
る
。
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技術的能力 1.0.5まとめ資料より一部抜粋 

 

添付－１ 

重大事故等対策に係る文書体系 

 

重大事故等発生時および大規模損壊発生時（以下「重大事故等発生時等」という。）におけ

る原子炉施設の保全のための活動を行う体制の整備について保安規定に定めることを，実用発

電用原子炉の設置，運転等に関する規則（以下「実用炉規則」という。）第９２条（保安規定）

で要求されていることから，島根原子力発電所原子炉施設保安規定（以下「保安規定」という。）

第１７条の７（重大事故等発生時の体制の整備）および第１７条の８（大規模損壊時の体制の

整備）に以下の内容を新たに規定する。 

 

・重大事故等発生時等における原子炉施設の保全のための活動を行うために必要な要員の配

置 

・重大事故等発生時等における原子炉施設の保全のための活動を行うために必要な要員に対

する年１回以上の教育および訓練 

・重大事故等発生時等における原子炉施設の保全のための活動を行うために必要な電源車，

送水車，ホースおよびその他の資機材の配備 

・重大事故等発生時等における原子炉施設の保全のための活動を行うために必要な事項（炉

心の著しい損傷を防止するための対策に関すること，原子炉格納容器の破損を防止するた

めの対策に関すること，燃料プールに貯蔵する燃料体の損傷を防止するための対策に関す

ること，原子炉停止時における燃料体の損傷を防止するための対策に関すること，大規模

な火災が発生した場合における消火活動に関すること，炉心の損傷を緩和するための対策

に関すること，原子炉格納容器の破損を緩和するための対策に関すること，燃料プールの

水位を確保するための対策及び燃料の損傷を緩和するための対策に関すること，放射性物

質の放出を低減するための対策に関すること） 

 

当該条文に対する具体的な内容については，下部規程（二次文書，三次文書）に展開し，実

効的な手順構成となるよう整備する。 

【中略】 

 

実用炉規則各条文と保安規定各条文に対する手順書の関係を第１表に示す。また，第１表に

示す重大事故等発生時等に係る社内規程類に関する二次および三次文書の体系を第１図に示

す。 
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第
１
表
 
実
用
炉
規
則
各
条
文
と
保
安
規
定
各
条
文
に
対
す
る
手
順
の
関
係

 

実
用
炉
規
則

 
実
用
炉
規
則
に
規
定
す
る
内
容

 
発
電
用
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
社
内
規
程
類

 

第
九

十
二

条
第

１
項
第
十
六
号

 

設
計
想
定
事
象
、
重
大
事
故
等
又
は
大
規

模
損
壊
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保

全
に
関
す
る
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

 

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
つ
い

て
，
第

1
7
条
の

7
と
し
て
新
規
に
規
定

 

・
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
選
任
・
解
任
お
よ
び
職
務
等
に
関
す
る
運
用
手
順
書

 

・
電
源
事
業
本
部
保
安
業
務
要
領

 

・
緊
急
時
対
応
教
育
訓
練
手
順
書

 

・
運
転
員
教
育
訓
練
手
順
書

 

・
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
，
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

 

・
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書

 

・
緊
急
時
の
措
置
要
領

 

・
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 

・
構
内
有
毒
ガ
ス
管
理
手
順
書

 

・
異
常
事
象
発
生
時
の
対
応
資
機
材
等
管
理
手
順
書

 

・
緊
急
時
対
策
本
部
対
応
手
順
書

 

・
緊
急
時
対
策
所
運
用
手
順
書

 

・
保
管
エ
リ
ア
，
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
管
理
手
順
書

 

第
九

十
二

条
第

１
項
第
十
六
号

 

設
計
想
定
事
象
、
重
大
事
故
等
又
は
大
規

模
損
壊
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保

全
に
関
す
る
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

 

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
つ
い

て
，
第

1
7
条
の

8
と
し
て
新
規
に
規
定

 

・
電
源
事
業
本
部
保
安
業
務
要
領

 

・
緊
急
時
対
応
教
育
訓
練
手
順
書

 

・
運
転
員
教
育
訓
練
手
順
書

 

・
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
，
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

 

・
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書

 

・
緊
急
時
の
措
置
要
領

 

・
自
然
災
害
等
発
生
時
対
応
手
順
書

 

・
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 

・
異
常
事
象
発
生
時
の
対
応
資
機
材
等
管
理
手
順
書

 

・
緊
急
時
対
策
本
部
対
応
手
順
書

 

・
緊
急
時
対
策
所
運
用
手
順
書

 

・
保
管
エ
リ
ア
，
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
管
理
手
順
書

 

・
火
災
発
生
時
の
初
期
対
応
手
順
書

 

・
島
根
原
子
力
発
電
所
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
手
順
書

 

第
九

十
二

条
第

１
項
第
八
号
イ
，

ロ
，
ハ

 

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関
す
る
こ

と
 イ

 
発

電
用

原
子

炉
の

運
転

を
行

う

体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

 

運
転
管
理
に
関
す
る
規
定
類
の
作
成
に
つ
い
て
，
第

1
4
条
に
規
定

 

・
運
転
管
理
要
領

 

・
運
転
管
理
手
順
書

 

・
発
電
所
起
動
停
止
運
転
要
領
書

 

・
巡
視
点
検
要
領
書

 

・
事
故
時
操
作
要
領
書
（
事
象
ベ
ー
ス
，
徴
候
ベ
ー
ス
，
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
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実
用
炉
規
則

 
実
用
炉
規
則
に
規
定
す
る
内
容

 
発
電
用
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
社
内
規
程
類

 

ロ
 

発
電

用
原

子
炉

の
運

転
に

当
た

っ
て

確
認

す
べ

き
事

項
及

び
運

転

の
操
作
に
必
要
な
事
項

 

ハ
 

異
常

が
あ

っ
た

場
合

の
措

置
に

関
す
る
こ
と
（
第
十
五
号
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。）

 

・
設
備
別
運
転
要
領
書
（
別
冊

 
警
報
発
生
時
の
措
置
を
含
む
）

 

・
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書

 

・
定
期
試
験
要
領
書

 

・
定
検
時
定
期
試
験
要
領
書

 

・
緊
急
時
の
措
置
要
領

 

 

第
九

十
二

 
条

第

１
項
第
十
五
号

 

非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き
処
置

に
関
す
る

こ
と
。

 

緊
急
事
態
に
お
け
る
運
転
操
作
に
関
す
る
手
順
書
の

作
成
に
つ
い
て
，
第

1
0

9
条
第

2
項
に
規
定

 

・
設
備
別
運
転
要
領
書
（
別
冊

 
警
報
発
生
時
の
措
置
を
含
む
）

 

・
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
，
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

 

・
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
手
順
書

 

第
1

0
7
 
条
：
原
子
力
防
災
組
織

 

第
1

0
8
 
条
：
原
子
力
防
災
組
織
の
要
員

 

第
1

0
8
 
条
の
２
：
緊
急
作
業
従
事
者
の
選
定

 

第
1

0
9
 
条
：
原
子
力
防
災
資
機
材
等
の
整
備

 

第
1
1

0
 
条
：
通
報
経
路

 

第
1
1
1
 
条
：
緊
急
時
訓
練

 

第
1
1

2
 
条
：
通
報

 

第
1
1

3
 
条
：
緊
急
時
体
制
の
発
令

 

第
1
1

4
 
条
：
応
急
措
置

 

第
1
1

5
 
条
：
緊
急
時
に
お
け
る
活
動

 

第
1
1

5
 
条
の
２
：
緊
急
作
業
従
事
者
の
線
量
管
理
等

 

第
1
1

6
 
条
：
緊
急
時
体
制
の
解
除

 

・
緊
急
時
対
応
教
育
訓
練
手
順
書

 

・
運
転
員
教
育
訓
練
手
順
書

 

・
緊
急
作
業
従
事
者
選
定
に
係
る
特
別
教
育
訓
練
手
順
書

 

・
緊
急
時
の
措
置
要
領

 

・
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 

・
異
常
事
象
発
生
時
の
対
応
資
機
材
等
管
理
手
順
書

 

・
緊
急
時
対
策
所
本
部
対
応
手
順
書

 

・
緊
急
時
対
策
所
運
用
手
順
書

 

・
緊
急
事
態
発
生
時
の
通
報
連
絡
対
応
手
順
書

 

・
島
根
原
子
力
発
電
所
原
子
力
防
災
訓
練
実
施
・
評
価
手
順
書

 

・
緊
急
作
業
従
事
者
に
対
す
る
放
射
線
管
理
手
順
書

 

※
 
記
載
す
る
社
内
規
程
類
に
つ
い
て
は
今
後
の
運
用
を
踏
ま
え
た
検
討
に
よ
り
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
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設
備
別
運
転
要
領
書

 
別
冊
 
警
報
発
生
時
の
措
置

 

 

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
文
書
体
系
図

 

 

 
 

 

  

   

       

                         

第
１
図

 
規
定
文
書
全
体
体
系
図
（
重
大
事
故
等
対
応
に
か
か
る
文
書
）（

１
／
２
）

 

二
次
文
書

 
三
次
文
書

 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
事
象
ベ
ー
ス
）

 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）

 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書

 

緊
急
時
対
策
本
部
対
応
手
順
書

 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 

原
子
力
品
質
保
証
規
程

 
お
よ
び

 
原
子
力
品
質
保
証
細
則

 

運
転
管
理
要
領

 

緊
急
時
の
措
置
要
領

 

力
量
お
よ
び
教
育
訓

練
基
本
要
領

 
原
子
力
部
門

 
教
育
訓
練
手
順
書

 

緊
急
時
対
応
力
量
管
理
手
順
書

 

緊
急
時
対
策
所
運
用
手
順
書

 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
Ａ
Ｍ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 

緊
急
時
対
応
教
育
訓
練
手
順
書

 

原
子
力
部
門

 
力
量
管
理
手
順
書
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第
１
図

 
規
定
文
書
全
体
体
系
図
（
重
大
事
故
等
対
応
に
か
か
る
文
書
）（

２
／
２
）

 

 

緊
急
時
の
措
置
要
領

 

島
根
原
子
力
発
電
所

 

原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 

一
次
文
書

 
 

 

一
次

文
書

 

保
安
規
定
第
３
条
，
第
１
２
５
条
（
品
質
保
証
計
画
）

お
よ
び
原
子
力
品
質
保
証
規
程
を
い
う
。
一
次
文
書
に

は
品

質
管

理
基

準
規

則
の

要
求

事
項

を
ど

の
よ

う
に

具
体
化
す
る
か
を
記
載
す
る
。

 

二
次

文
書

 

一
次
文
書
を
補
完
・
補
足
す
る
文
書
で
，
原
子
力
安
全

達
成
に
係
る
業
務
・
原
子
炉
施
設
に
対
す
る
要
求
事
項

を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
運
用
管
理
に
つ
い
て
「
細
則
」

に
基
づ
い
て
定
め
る
基
本
要
領
お
よ
び
要
領

 

三
次

文
書

 

二
次
文
書
に
基
づ
き
，
組
織
が
必
要
に
よ
り
作
成
し
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
に

使
用

す
る

手
順

書
お

よ
び
手
引
書

 

 

三
次
文
書

 
二
次
文
書

 
 

運
転
管
理
要
領

 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）［

Ｓ
Ｏ
Ｐ
］

 

 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）［

Ｅ
Ｏ
Ｐ
］

 

 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書

 

緊
急
時
対
策
所
運
用
手
順
書

 

 

緊
急
時
対
策
本
部
対
応
手
順
書

 

 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
Ａ
Ｍ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 

 

原
子
力
品
質
保
証
規
程

 

お
よ
び

 

原
子
力
品
質
保
証
細
則

 

 

 
当
直
（
運
転
員
）

 
緊
急
時
対
策
本
部
（
緊
急
時
対
策
要
員
）

 

二 次 文 書
 

【
運
転
管
理
要
領
】

 
運
転
管
理
業
務
に
関
わ
る
以
下
の
基
本
プ
ロ
セ
ス
を
記
載

 
・
要
員
の
確
保
，
教
育
・
訓
練
，
緊
急
時
の
措
置
，
手
順
書
の
管
理
，
運
転
操
作

 
（
事
故
時
対
応
含
む
）

 

【
緊
急
時
の
措
置
要
領
】

 
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
や
対
応
に
関
わ
る
以
下
の
基
本
プ
ロ
セ
ス
を
記
載

 
・
計
画
の
策
定
，
原
子
力
防
災
組
織
の
設
置
，
要
員
の
確
保

 
・
要
員
の
確
保
，
教
育
・
訓
練
，
手
順
書
の
管
理

 
・
通
報
お
よ
び
連
絡
，
応
急
措
置
，
復
旧
対
策

 

三 次 文 書
 

【
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）［

Ｅ
Ｏ
Ｐ
］】

 
【
事
故
時
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体
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づ
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各
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の
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技術的能力まとめ資料 1.0 重大事故等対策における共通事項 

添付資料 1.0.4 外部からの支援について より抜粋 

添付－２ 

外部からの支援について 

1. 事故収束対応を維持するために必要な燃料，資機材

(1) 重大事故等発生後７日間の対応

島根原子力発電所では，重大事故等が発生した場合において，当該事故等に対処するた

めにあらかじめ用意された手段（重大事故等対処設備，予備品及び燃料等）により，重大

事故等発生後７日間における事故収束対応を実施する。あらかじめ用意された手段のうち，

重大事故等対処設備については，技術的能力 1.1「緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨

界にするための手順等」から 1.19「通信連絡に関する手順等」にて示す。 

重大事故等に対処するために必要な燃料とその考え方については，第１表に示すとおり，

外部からの支援なしに重大事故等発生後７日間における必要燃料を上回る数量を発電所

内に保有している。必要燃料の数量は，重大事故等対処に必要な設備を重大事故等発生後

７日間連続して運用する条件で算出している。島根原子力発電所では，第１表に示す必要

燃料合計を上回る保有量を，今後も継続して確保する。 

放射線管理用資機材及びチェンジングエリア用資機材，その他資機材，原子力災害対策

活動で使用する資料の数量とその考え方については，第２～５表に示すとおり，外部から

の支援なしに重大事故等発生後７日間の活動に必要な資機材等を緊急時対策所等に配備

している。重大事故等時において，現場作業では作業環境が悪化していることが予想され，

重大事故等に対処する要員は環境に応じた放射線防護具を着用する必要がある。このため，

要員は，添付資料 1.0.13「重大事故等に対処する要員の作業時における装備について」

に示す着用基準に従い，これらの資機材の中から必要なものを装備し，作業を実施する。

島根原子力発電所では，第２～５表に示す緊急時対策所，中央制御室の資機材を，今後も

継続して配備する。 

重大事故等の対応に必要な水源については，輪谷貯水槽等の淡水源に加え，最終的に海

水に切り替えることにより水源が枯渇することがないよう手順を整備することとしてい

る。具体的には，技術的能力 1.13「重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」に

て示す。 

(2) 重大事故等発生後８日目以降の対応

重大事故等発生後８日目以降の事故収束対応を維持するため，重大事故等発生後６日後

までに，あらかじめ選定している候補施設の中から原子力事業所災害対策支援拠点（以下

「支援拠点」という。）を選定し，発電所の事故収束対応を維持するために必要な燃料，

資機材等を支援できる体制を整備している。また，発電所内に配備している重大事故等対
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処設備に不具合があった場合の代替手段，資機材及び燃料を支援できるよう，社内で発電

所外に保有している重大事故等対処設備と同種の設備（電源車，通信連絡設備等），主要

な設備の取替部品，食料その他の消耗品も含めた資機材，予備品及び燃料等について，継

続的な重大事故等対策を実施できるよう重大事故等発生後６日後までに支援できる体制

を整備している。 

さらに，現在，他の原子力事業者と，原子力災害発生時における設備及び資機材の融通

に向けた検討を進めており，各社が保有する主な設備及び資機材のデータベースを整備し，

事業者間でそのリストを共有するとともに，随時，更新を図っている。 

 

2. プラントメーカ及び協力会社による支援 

重大事故等時における外部からの支援については，プラントメーカ及び協力会社等から重

大事故等時に現場操作対応等を実施する人員の派遣や事故収束に向けた対策立案等の技術

支援や設備の補修に必要な予備品等の供給及び人員の派遣等について，協議及び合意のうえ，

支援計画を定め，「非常災害発生時における応急復旧の支援に関する覚書」を締結し，重大

事故等時に必要な支援が受けられる体制を整備している。 

また，重大事故等時に放射性物質を含んだ汚染水が発生した場合においても，東京電力福

島第一原子力発電所における経験や知見を踏まえ，これらを活用した汚染水処理装置の設置

等の対策を行うとともに，プラントメーカの協力を得ながら対応する。 

なお，プラントメーカ，協力会社及び燃料供給会社等から支援を受ける場合に必要となる

資機材については，あらかじめ緊急時対策所に確保している資機材の余裕分を活用するのと

合わせ，必要に応じて資機材の追加調達を緊急時対策総本部に要請して調達する。 

(1) プラントメーカによる支援 

重大事故等時における当社が実施する事故収拾活動を円滑に実施するため，プラントの

状況に応じた事故収束手段及び復旧対策に関する技術支援を迅速に得られるよう，プラン

トメーカ（日立ＧＥニュークリア・エナジー株式会社）との間で支援体制を整備するとと

もに，平常時から必要な連絡体制を整備している。また，事故対応が長期に及んだ場合に

おいても交替要員等の継続的に支援を得られる体制としている。 

ａ．支援体制 

（平時体制） 

・緊急時の技術支援のため，本社とプラントメーカ社員（部長クラス）と平時から連絡

体制を構築。 

 

（緊急時体制） 

・原子力災害対策特別措置法（以下「原災法」という。）第十条第一項に該当する事象

または第十五条第一項に該当する事象（以下「原災法該当事象」という。）（おそれと

なる事象が発生した場合も含む。）が発生した場合に技術支援を要請。 

・緊急時の状況評価及び復旧対策に関する助言，電気・機械・計装設備，その他の技術

的情報を提供等により当社を支援。 

・中長期対応として，プラントメーカ本社等における 1,000名規模の技術支援体制を構
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築。 

・技術支援については，緊急時対策総本部のみならず，必要に応じて緊急時対策本部で

も実施可能。 

(2) 協力会社による支援 

重大事故等時における当社が実施する事故収拾活動を円滑に実施するため，事故収束及

び復旧対策活動の協力が得られるよう，協力会社 13 社と支援内容に関する覚書等を締結

し，支援体制を整備するとともに，平常時から必要な連絡体制を整備している。 

協力会社 13 社の支援については，重大事故等時においても支援を要請できる体制であ

り，協力会社要員の人命及び身体の安全を最優先にした放射線管理を行う。また，事故対

応が中長期に及んだ場合においても交替要員等の継続的な派遣を得られる体制としてい

る。 

ａ．放射線測定，管理業務等の支援体制 

重大事故等時における放射線測定，管理業務の実施について，協力会社と合意文書を

締結している。 

 

ｂ．緊急時に係る設備の修理・復旧等の支援体制 

重大事故等時における，以下に示す設備の修理・復旧等の作業に関する支援協力につ

いて，協力会社と合意文書を締結している。 

(a) 移動式代替熱交換設備等への電源ケーブル繋ぎ込み 

(b) 原子炉等への注水のためのホース繋ぎ込み 

(c) 高圧発電機車等の操作 

(d) 大量送水車等の操作 

(e) 軽油タンク等からタンクローリへの燃料抜取り 

(f) 大量送水車等への燃料補給 

(g) がれき等の撤去作業 

(h) 機械・計装設備・通信連絡設備等の復旧に関する事項 

(i) 仮設事務所等の設置作業 

(j) その他原子力施設の応急復旧に必要な作業 

 

ｃ．資機材等の輸送に係る支援体制 

島根原子力発電所で重大事故等が発生した場合又は発生のおそれがある場合の陸路

による資機材の輸送，空路による資機材及び要員の輸送について，それぞれ協力会社と

協定等を結んでいる。 

資機材の輸送に当たっては，陸路による輸送を基本とするが，島根原子力発電所又は

重大事故等時に設置される支援拠点へのアクセス道路の寸断等により陸路での資機材，

要員の輸送が困難な場合には，空路での輸送も実施する。 

なお，陸路での輸送及び空路での輸送について，それぞれ運輸会社と契約を結んでい

る。 

ヘリコプターによる空輸を実施する場合には，広島ヘリポート（広島県広島市）に常

17



駐のヘリコプターを優先して使用し，発電所構内のヘリポート間を往復する。発電所近

隣のヘリポートとしては，災害時の飛行場外離着陸場として松江市内の３箇所について，

発電所構内のヘリポートとともに契約を結んでいる航空会社から大阪航空局へ飛行場

外離着陸許可申請書を提出し，許可を得ている。第１図に飛行場外離着陸場の位置を示

す。 

 

ｄ．燃料調達に係る支援体制 

島根原子力発電所に重大事故等が発生した場合又は発生のおそれがある場合におけ

る燃料調達手段として，当社と取引のある燃料供給会社と燃料供給の契約を締結してい

る。 

また，島根原子力発電所内の備蓄及び近隣からの調達を強化している。 

 

ｅ．消火，注水活動に係る支援体制 

島根原子力発電所の構内（建物内含む。）で火災が発生した場合の消火，発電用原子

炉や燃料プール注水活動，低圧原子炉代替注水槽等への水補給に関する活動の支援につ

いて協力会社と契約を結んでいる。 

なお，消火活動としては平時から，島根原子力発電所内で訓練を実施するとともに，

24時間交替勤務体制が取られているため，迅速な初動活動が可能である。 

 

3. 原子力事業者による支援 

上記のプラントメーカや協力会社等からの支援のほか，原子力事業者で「原子力災害時に

おける原子力事業者間協力協定」及び「原子力事業における相互協力に関する協定書」を締

結し，他の原子力事業者による支援を受けられる体制を整備している。 

「原子力災害時における原子力事業者間協力協定」の内容は以下のとおり。 

 

（目的） 

国内原子力事業所（事業所外運搬を含む。）において，原子力災害が発生した場合，協力

事業者が発災事業者に対し，協力要員の派遣，資機材の貸与その他当該緊急事態応急対策の

実施に必要な協力を円滑に実施し，原子力災害の拡大防止及び復旧対策に努める。 

 

（情報連絡） 

・各社の原子力事業者防災業務計画に定める警戒事象が発生した場合，すみやかにその情

報を他の原子力事業者に連絡する。 

 

（協力要請） 

・原災法該当事象の通報を実施した場合，ただちに他の協定事業者に協力要員の派遣及び

資機材の貸与に係る協力要請を行う。 

 

（協力の内容） 
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協力事業者は，発災事業者からの協力要請に基づき，原子力事業所災害対策が的確かつ円

滑に行われるようにするため，以下の措置を講じる。 

・環境放射線モニタリングに関する協力要員の派遣 

・周辺地域の汚染検査及び汚染除去に関する協力要員の派遣 

・第６表に示す資機材の貸与他 

 

（支援本部の活動） 

・幹事事業者 

発災事業者の場所ごとに，あらかじめ支援本部幹事事業者，支援本部副幹事事業者を設

定している。（当社島根原子力発電所が発災した場合は，それぞれ九州電力株式会社，関

西電力株式会社としている。） 

幹事事業者は副幹事事業者と協力し，協力要員及び貸与された資機材の受入と協力に係

る業務の基地となる原子力事業所支援本部（以下「支援本部」という。）を設置し，運営

する。なお，幹事事業者が被災する等，業務の遂行が困難な場合は，副幹事事業者が幹事

事業者の任に当たり，幹事事業者以外の事業者の中から副幹事事業者を選出することとし

ている。また，支援期間が長期化する場合は，幹事事業者，副幹事事業者を交替すること

ができる。 

 

・支援本部の設置について 

当社は，あらかじめ支援本部候補地を４箇所程度設定している。発災事業者は，協力を

要請する際に，候補地の中から支援本部の設置場所を決定し伝える。 

支援本部設置後は，緊急事態応急対策等拠点施設（オフサイトセンター）に設置される

原子力災害合同対策協議会と連携を取りながら，発災事業者との協議のうえ，各協力事業

者に対して具体的な業務の依頼を実施する。 

 

4. その他組織による支援 

原子力事業者は，東京電力福島第一原子力発電所の事故対応の教訓を踏まえ，重大事故等

が発生した場合に多様かつ高度な災害対応を可能とする原子力緊急事態支援組織を設立す

ることとし，平成 25 年１月に原子力緊急事態支援センター（以下「支援センター」という。）

を共同で設置した。 

支援センターは，平成 28年３月に体制の強化及び資機材の更なる充実化を図り，平成 28

年 12月より美浜原子力緊急事態支援センター（以下「美浜支援センター」という。）として

本格的に運用を開始した。 

美浜支援センターは，発災事業者からの原子力災害対策活動に係る要請を受けて以下の内

容について支援する。 

なお，美浜支援センターにおいて平時から実施している，遠隔操作による災害対策活動を

行うロボット操作技術等の訓練には当社の緊急時対策要員も参加し，ロボット操作技術の習

得による原子力災害対策活動能力の向上を図っている。 
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（支援要請） 

発災事業者は，原災法該当事象の通報後，速やかにその情報を美浜支援センターに連絡す

るとともに，事態に応じて資機材の提供などの支援要請を行う。 

（美浜支援センターによる支援の内容） 

美浜支援センターは，発災事業者からの支援要請に基づき，美浜支援センター要員の安全

が確保される範囲において以下の業務を実施することで，発災事業者の事故収束活動を積極

的に支援する。 

・美浜支援センターから支援拠点までの，美浜支援センター要員の派遣や資機材の搬送。 

・支援拠点から発災事業者の災害現場までの資機材の搬送。 

・発災事業者の災害現場における放射線量をはじめとする環境情報収集の支援活動。 

・発災事業者の災害現場における作業を行ううえで必要となるアクセスルートの確保作業

の支援活動。 

・支援組織の活動に必要な範囲での，放射性物質の除去等の除染作業の支援活動。 

 

美浜支援センターの支援体制は以下のとおり。 

（事故時） 

・原子力災害発生時，事故が発生した事業者からの出動要請を受け，要員・資機材を美浜

支援センターから迅速に搬送する。 

・事故が発生した事業者の指揮の下，協働で遠隔操作可能なロボット等を用いて現場状況

の偵察，空間線量率の測定，がれき等屋外障害物の除去によるアクセスルートの確保，

屋内障害物の除去や機材運搬等を行う。 

 

（平常時） 

・緊急時の連絡体制（24時間体制）を確保し，出動計画を整備する。 

・ロボット等の操作訓練や必要な資機材の調達・維持管理及び訓練等で得られたノウハウ

や経験に基づく改良を行う。 

（要員） 

21名 

 

（資機材） 

・遠隔操作資機材（小型・中型ロボット，無線重機，無線ヘリコプター） 

・現地活動用資機材（放射線防護用資機材，放射線管理・除染用資機材，作業用資機材，

一般資機材） 

・搬送用車両（ワゴン車，大型トラック（重機搬送用），中型トラック） 

 

5. 原子力事業所災害対策支援拠点 

東京電力福島第一原子力発電所の事故において，発電所外からの支援に係る対応拠点とし

てＪヴィレッジを活用したことを踏まえ，島根原子力発電所においても同様な機能を配置す

る候補地点をあらかじめ選定し，必要な要員及び資機材を確保する。候補地点の選定に当た
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っては，重大事故等時における風向及び放射性物質の拡散範囲等を考慮し，島根原子力発電

所からの方位，距離（約 20km圏内外）が異なる地点を複数選定する。 

別紙１の第１図に，支援拠点の候補地を記した地図を示す。島根原子力発電所原子力事業

者防災業務計画においては，島根支社（島根県松江市），中国電力ネットワーク株式会社 知

井宮変電所（島根県出雲市），広瀬中央公園（島根県安来市）を支援拠点の候補地として定

めている。 

第２図に防災組織全体図を，第３図に支援拠点の体制図を示す。 

原災法該当事象の通報の判断基準に該当する事象が発生した場合，社長は，原子力事業所

災害対策の実施を支援するための発電所周辺の拠点として支援拠点の設置を指示する。支援

拠点の責任者は，原子力災害の進展状況等を踏まえながら支援活動の準備を実施する。 

支援拠点の設置場所及び活動場所を，放射性物質が放出された場合の影響，周囲の道路状

況等を踏まえたうえで決定し，発電所，本社や関係機関と連携をして，発電所における災害

対策活動の支援を実施する。 

また，支援拠点で使用する主な原子力関連資機材は本社等に確保しており，定期的に保守

点検を行い，常に使用可能な状態に整備している。（第７表） 

なお，資機材の消耗品については，初動７日間の対応を可能とする量であり，８日目以降

は，原子力事業者間協力協定に基づく支援物資及び外部からの購入品等で対応する計画とし

ている。 
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第２表 放射線管理用資機材品名と配備数 

○防護具

品名 
配備数※７ 

緊急時対策所 中央制御室 構内（参考） 

汚染防護服 1,155着※１ 210着※８ 約 5,000着 

靴下 1,155足※１ 210足※８ 約 5,000足 

帽子 1,155着※１ 210着※８ 約 5,000着 

綿手袋 1,155双※１ 210双※８ 約 5,000双 

ゴム手袋 2,310双※２ 420双※９ 約 15,000双 

ろ過式呼吸用保護具 

（以下内訳） 
495個※３ 90個※10 約 2,100個 

電動ファン付き全面マスク 30個※５ 10個※12 約 100個 

全面マスク 465個※15 80個※16 約 2,000個 

チャコールフィルタ

（以下内訳） 
1,155組※１ 210組※８ 約 5,100組 

電動ファン付き全面マスク用 210組※17 70組※19 約 100組 

全面マスク用 945組※18 140組※20 約 5,000組 

被水防護服 578着※４ 105着※11 約 3,000着 

作業用長靴 30足※５ 10足※12 約 100足 

高線量対応防護服 

（タングステンベスト）
12着※６ － 約 10着 

セルフエアーセット － ４台※13 約 50台 

酸素呼吸器 － ３台※14 約 10台 

※１：110 名（１号及び２号炉対応の緊急時対策要員 77 名＋自衛消防隊 15 名＋運転員９名＋余裕，以
下同様）×７日×1.5 倍 

※２：※１×２重（内側，外側）
※３：110名×３日（除染による再使用を考慮）×1.5倍
※４：110名×７日×1.5倍×50％（年間降水日数を考慮）
※５：30名（１号及び２号炉対応の現場復旧班要員 24名＋放射線管理班要員４名＋余裕）
※６：12名（プルーム通過直後に対応する現場復旧班要員 12名）
※７：予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う）
※８：10名（運転員９名＋余裕，以下同様）×２交替×７日×1.5倍
※９：※８×２重（内側，外側）
※10：10名×２交替×３日（除染による再使用を考慮）×1.5倍
※11：10名×２交替×７日×1.5倍×50％（年間降水日数を考慮）
※12：10名
※13：初期対応用３台＋予備１台
※14：インターフェイスシステム LOCA等対応用２台＋予備１台
※15：※３－※５
※16：※10－※12 ※17：※５×７日 ※18：※１－※17 ※19：※12×７日
※20：※８－※19
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・1.5 倍の妥当性の確認について
【緊急時対策所】

全体体制時（１日目），１号及び２号炉対応の要員は緊急時対策要員 77名＋自衛消防隊 15名であり，本
部要員 49名，現場要員 28名及び自衛消防隊 15名で構成されている。このうち，本部要員は，緊急時対策
所を正圧化することにより，防護具類を着用する必要がないが，全要員は 12時間を目途に１回交替するた
め，２回の交替分を考慮する。また，現場要員 28名は，１日に６回現場に行くことを想定する。自衛消防
隊は火災現場には消防服で出向し，防護具類を着用する必要がないため考慮しない。 
プルーム通過以降（２日目以降），１号及び２号炉対応の要員は緊急時対策要員 60 名であり，本部要員

46 名及び現場要員 14 名で構成されている。このうち，本部要員は，緊急時対策所を正圧化することによ
り，防護具類を着用する必要がないが，全要員は７日目以降に１回交替するため，１回の交替分を考慮す
る。また，現場要員は１日に２回現場に行くことを想定する。自衛消防隊は火災現場には消防服で出向し，
防護具類を着用する必要がないため考慮しない。 
また，中央制御室の交替要員は，緊急時対策所から中央制御室に行くため，１日２回の交替分を考慮す

る。 
92 名×２交替＋28 名×６回＋60名＋14名×２回×６日＋９名×２回×７日＝706着＜1,155着 

【中央制御室】 
要員数９名は，運転員（中央制御室）５名と運転員（現場）４名で構成されている。このうち，運転員

（中央制御室）は，中央制御室内を正圧化することにより，防護具類を着用する必要がない。ただし運転
員は２交替を考慮し，交替時の１回着用を想定する。また，運転員（現場）は，１日に１回現場に行くこ
とを想定している。 
９名×１回×２交替×７日＋４名×１回×２交替×７日＝182着＜210着 

上記想定により，重大事故等時に，交替等で中央制御室に複数の班がいる場合を考慮しても，初動対応
として十分な数量を確保している。 
なお，いずれの場合も防護具類が不足する場合は，構内より適宜運搬することにより補充する。 

○計測器（被ばく管理，汚染管理）

品名 
配備台数※10 

緊急時対策所 中央制御室 

個人線量計 
電子式線量計 110台※１ 10台※２ 

ガラスバッジ 110個※１ 10個※２ 

ＧＭ汚染サーベイ･メータ ４台※３ ３台※４ 

電離箱サーベイ･メータ ５台※５ ２台※６ 

可搬式エリア放射線モニタ ２台※７ ３台※８ 

ダストサンプラ ２台※９ ２台※９ 

※１：110名（１号及び２号炉対応の緊急時対策要員 77名＋自衛消防隊 15名名＋運転員９名＋余裕）
※２：10名（運転員９名＋余裕）
※３：緊急時対策所内モニタリング用１台＋チェンジングエリア用２台＋予備１台
※４：中央制御室内外モニタリング用１台＋チェンジングエリア用１台＋予備１台
※５：緊急時対策所内モニタリング用１台＋屋外モニタリング用３台＋予備１台
※６：中央制御室内外モニタリング用１台＋予備１台
※７：緊急時対策所の居住性（線量率）を確認するための重大事故等対処設備として１台＋予備１台（緊

急時対策本部に１台設置する。設置のタイミングは，チェンジングエリア設営判断と同時（原災
法該当事象）） 

※８：中央制御室内用１台＋チェンジングエリア用１台＋予備１台（設置のタイミングは，チェンジン
グエリア設営判断と同時（原災法該当事象）） 

※９：室内のモニタリング用１台＋予備１台
※10：予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う）
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○飲食料等 

品名 
配置数※10 

緊急時対策所 中央制御室 

飲食料※１ 

・食料 

・飲料水（1.5リットル） 

 

2,310食※４ 

1,540本※５ 

 

210食※７ 

140本※８ 

簡易トイレ※２ １式 １式 

安定よう素剤※３ 880錠※６ 160錠※９ 

※１：プルーム通過中に緊急時対策所から退出する必要がないように，余裕数を見込んで７日分以上の食料
及び飲料水を緊急時対策本部に配備する。 

※２：プルーム通過中に緊急時対策所又は中央制御室待避室から退出する必要がないよう，また，本設のト
イレが使用できない場合に備え，簡易トイレを配備する。 

※３：初日に２錠，２日目以降は１錠／日服用する。 
※４：110 名（１号及び２号炉対応の緊急時対策要員 77 名＋自衛消防隊 15 名＋運転員９名＋余裕，以下同

様）×７日×３食 
※５：110名×７日×２本（1.5 リットル／本） 
※６：110名×８錠（初日２錠＋２日目以降１錠／日×６日） 
※７：10 名（運転員９名＋余裕，以下同様）×７日×３食 
※８：10 名×７日×２本 
※９：10 名×８錠（初日２錠＋２日目以降１錠／日×６日）×２交替 
※10：予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う。） 

 

○薬品防護具類 

品名 
配備数※１ 

緊急時対策所 中央制御室 

化学防護服 

40セット※２，３ 10セット※２，４ 

化学防護手袋 

化学防護長靴 

全面マスク 

チャコールフィルタ 

※１：予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う。） 
※２：装備品一式を１セットとして配備する。 
※３：40 名（１号及び２号炉対応の現場復旧班要員 24 名＋放射線管理班要員４名＋余裕） 
※４：10 名（運転員９名＋余裕） 
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第３表 チェンジングエリア用資機材 

名称 
数量※１ 

根拠 
緊急時対策所 中央制御室 

チェンジングエリア区画資材 － １式 

チェンジングエ

リアの運用に必

要な数量 

養生シート ５巻※２ ２巻※12 

バリア ５個※３ ４個※13 

粘着マット ４枚※４ ４枚※14 

装備回収箱 ８個※５ ６個※15 

ヘルメット掛け １式 １式 

ポリ袋 300枚※６ 200枚※16 

テープ 24巻※７ 12巻※17 

ウエス １箱※８ １箱※18 

ウェットティッシュ ５個※９ ５個※19 

はさみ １個 １個 

マジック ２本 ２本 

簡易テント １台※10 １台※20 

簡易シャワー １台 １台 

簡易タンク １台 １台 

トレイ １個 １個 

バケツ ２個 ２個 

ベルトパーテーション ３本※11 － 

可搬式空気浄化装置 １台 １台 

チェンジングエリア用照明 － ２個 

※１ 今後，訓練等で見直しを行う。 
※２ 約 130m2（床，壁の養生面積（エリア全面張替え１回分））×２（補修張替え等） 

÷90m2／巻×1.5 倍≒５巻（養生シート損傷，汚染時等） 
※３ ５個（各エリア間設置箇所数） 
※４ ２枚（設置箇所数)×２（汚染時の交換用）＝４枚 
※５ ８個（設置箇所数） 
※６ ８枚（設置箇所）×３枚／日（１日交換回数）×７日×1.5 倍＝252枚→300 枚 
※７ 約 230m（養生エリアの外周距離（エリア全面張替え１回分））×２（補修張替え等） 

÷30m／巻×1.5 倍＝23巻→24巻（養生シート損傷，汚染時等） 
※８ 1,200 枚／箱（除染等） 
※９ 120枚／個（除染等） 
※10 960mm×960mm×1,600mm（除染エリア設置） 
※11 ３本（設置箇所数） 
※12 約 35m2（床，壁の養生面積）×３（エリア全面張替え１回分＋補修張替え等） 
   ÷90m2／巻×1.5 倍≒２巻（養生シート損傷，汚染時等） 
※13 ４個（各エリア間設置箇所数） 
※14 ２枚（設置箇所数）×２（汚染時の交換用）＝４枚 
※15 ６個（設置箇所数） 
※16 ６枚（設置箇所）×３枚／日（１日交換回数）×７日×1.5 倍＝189枚→200 枚 
※17 約 80m（養生エリアの外周距離）×３（エリア全面張替え１回分＋補修張替え等） 
   ÷30m／巻×1.5 倍＝12 巻（養生シート損傷，汚染時等） 
※18 1,200 枚／箱（除染等） 
※19 120枚／個（除染等） 
※20 960mm×960mm×1,600mm（除染エリア設置） 
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第４表 その他資機材等（緊急時対策所） 

 

名称 仕様等 数量 

酸素濃度計 ・測定範囲：0.0～25.0vol％ 

・測定精度：±0.5vol％ 

・電  源：単３形乾電池２本 

・検知原理：ガルバニ電池式 

・管理目標：19.0vol％以上（鉱山保安法施行規則） 

２台※１ 

二酸化炭素濃度計 ・測定範囲：0～10,000ppm 

・測定精度：±500ppm 

・電  源：単４形乾電池２本 

・検知原理：非分散形赤外線式（NDIR） 

・管理目標：1.0％以下（鉱山保安法施行規則） 

２台※１ 

一般テレビ 

（回線，機器） 

報道や気象情報等を入手するため，一般テレビ（回線，機

器）を配備する。 
１式 

社内パソコン 

（回線，機器） 

社内情報共有に必要な資料，書類等を作成するため，社内

パソコンを配備するとともに，必要なインフラ（社内回線）

を整備する。 

１式 

 
※１：予備を含む。 
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第５表 原子力災害対策活動で使用する資料（緊急時対策所） 

 

資      料      名 

１．島根原子力発電所サイト周辺地図 

① 島根原子力発電所周辺地図（1/25,000） 

② 島根原子力発電所周辺地図（1/50,000） 

２．島根原子力発電所サイト周辺航空写真パネル 

３．島根原子力発電所周辺環境モニタリング関係データ 

① 空間線量モニタリング配置図 

② 環境試料サンプリング位置図 

③ 環境モニタリング測定データ 

４．島根原子力発電所周辺人口関連データ 

① 方位別人口分布図 

② 集落の人口分布図 

③ 市町村人口表 

５．島根原子力発電所原子炉設置（変更）許可申請書 

６．島根原子力発電所系統図及び配置図（各ユニット） 

① 系統図 

② プラント配置図 

７．島根原子力発電所防災関係規程類 

① 原子炉施設保安規定 

② 原子力事業者防災業務計画 

③ 異常事象発生時の対応要領 

８．島根原子力発電所気象観測データ 

① 統計処理データ 

② 毎時観測データ 

９．島根原子力発電所主要系統模式図（各ユニット） 

10．島根原子力発電所プラント主要設備概要（各ユニット） 

11．プラント関係プロセス及びエリア放射線計測配置図（各ユニット） 

12．原子炉安全保護系ロジック一覧表（各ユニット） 

13．事故時操作要領書 
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第６表 原子力事業者間協力協定に基づき貸与される原子力防災資機材 

 

項 目 

汚染密度測定用サーベイ・メータ 

ＮａＩシンチレーションサーベイ・メータ 

電離箱サーベイ・メータ 

ダストサンプラ 

個人線量計（ポケット線量計） 

高線量対応防護服 

全面マスク 

タイベックスーツ 

ゴム手袋 

遮へい材 

放射線測定用車両 

Ｇｅ半導体式試料放射能測定装置 

ホールボディカウンタ 

全α測定装置 

可搬式モニタリング・ポスト 

 

原子力災害が発生した場合，又は発生するおそれがある場合には，発災事業者からの要請に基づき，

必要数量が貸与される。 
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第７表 原子力事業所災害対策支援拠点における必要な資機材，通信連絡設備の整備状況等 

支援拠点に配備する原子力防災関連資機材は以下のとおり。通常は，保管場所に記載されている箇所

で保管しているが，支援拠点を開設する際，持ち込むこととしている。 

○通信連絡設備

資機材 数量 保管場所 

保安電話（災害時優先） ５台 本社 

可搬型衛星通信機器 

（電話，ＦＡＸ） 

１局 中国電力ネットワーク 

株式会社 

山陰統括ネットワーク 

センター

母衣町事務所 

○計測器

資機材 数量 保管場所 

表面汚染密度測定用サーベイ・メータ 12台 本社 

ガンマ線測定用サーベイ・メータ ４台 本社 

個人用外部被ばく線量測定器 270個 本社 

○出入管理

資機材 数量 保管場所 

入構管理証発行用機材 ２台 本社 

作業者証発行用機材 ２台 本社 

○防護具

資機材 数量 保管場所 

汚染防護服 1,800着 宇品東ビル 

フィルタ付防護マスク 450個 宇品東ビル 

○その他

資機材 数量 保管場所 

安定よう素剤 3,240錠 宇品東ビル 

可搬式発電機 ２台 宇品東ビル 
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第１図 飛行場外離着陸場の位置
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第２図 重大事故等時における発電所外からの支援体制 
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本社
緊急時対策総本部

島根原子力発電所
緊急時対策本部

原子力事業所
災害対策支援拠点

支援 報告

指示・支援

報告

資機材，要員等
の支援

 

第３図 防災組織全体図 
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第４図 原子力事業所災害対策支援拠点 体制図 
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別紙１ 

原子力事業所災害対策支援拠点について 

 
島根支社 

所在地 島根県松江市母衣町 115 

発電所からの方位，距離 南東約９km 

敷地面積 約 6,300ｍ２ 

非常用電源 可搬式発電機 

通信機器 ・可搬型衛星通信機器（電話，FAX） 
・保安電話（災害時優先） 
・一般電話・FAX 
・衛星携帯電話 

その他 消耗品類（燃料，食料，飲料水等）は最寄りの小売店より調達 
駐車場は島根支社から約４km先に位置する自社関連会社の敷地を使用 

 
中国電力ネットワーク株式会社 知井宮変電所 

所在地 島根県出雲市知井宮町 1756-7 

発電所からの方位，距離 南西約 34km 

敷地面積 約 8,100ｍ２ 

非常用電源 可搬式発電機 

通信機器 ・可搬型衛星通信機器（電話，FAX） 
・保安電話（災害時優先） 

その他 消耗品類（燃料，食料，飲料水等）は最寄りの小売店より調達 
 
広瀬中央公園 

所在地 島根県安来市広瀬町広瀬 307 

発電所からの方位，距離 南東約 25km 

敷地面積 約 35,000ｍ２ 

非常用電源 可搬式発電機 

通信機器 ・可搬型衛星通信機器（電話，FAX） 
・保安電話（災害時優先） 

その他 消耗品類（燃料，食料，飲料水等）は最寄りの小売店より調達 
 

 

第１図 原子力事業所及び原子力事業所災害対策支援拠点の位置 
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大規模損壊発生時における体制の整備について 
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 ・
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
の
条
文
を
新
規
追
加

 

記
 
載

 
例

 
説

 
明

 
等

 

（
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
７
条
の
８
 

〔
２
号
炉
〕
 

課
長
（
技
術
）
は
，
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他

の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
原
子
炉
施
設
の
大
規
模
な
損
壊
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
「
大
規
模
損

壊
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備

と
し
て
，
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，
技
術
部
長
の
確
認
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま

た
，
計
画
は
，
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」

に
従
い
策
定
す
る
。
①
 

（
１
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必

要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
こ
と
②
 

（
２
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対

す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
次
の
事
項
③
 

ア
. 
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
使
用
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
，
あ
ら
か
じ
め
力
量
の
付
与

の
た
め
の
教
育
訓
練
を
実
施
す
る

※
１
こ
と
 

イ
. 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
 

ウ
. 
重

大
事
故
の
発
生

お
よ
び
拡
大

の
防
止
に
必
要
な
措
置
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な

技
術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
訓
練
（
以
下
「
技
術
的
能
力
の
確
認

訓
練
」
と
い
う
。）

④
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
 

エ
. 
技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
，
所
長
の
承
認
を
得
る
こ
と

 

オ
. 
技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練
の
結
果
を
記
録
し
，
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報

告
す
る
こ
と
 

（
３
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必

要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
こ
と
⑤
 

２
．
各
課
長
は
，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
手
順
を
定
め
る
。
⑥
ま
た
，
手
順
を
定
め
る
に
あ
た

っ
て
は
，
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従

う
。
 

     ①
「
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
各
号
を
含
む
計

画
を
策
定
」
と
は
，
（
１
）
か
ら
（
３
）
に
係
る
具
体
的
な
事
項
を
社
内
規
定
文
書
に
定
め

る
こ
と
を
い
う
。
 

【
添
付
－
１
参
照
】
 

②
「
必
要
な
要
員
の
配
置
」
と
は
，
重
大
事
故
等
の
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合
に
，
事
故
原
因
の
除
去
，
原
子
力
災
害
の
拡
大
の
防
止
そ
の
他

必
要
な
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
，
原
子
力
防
災
管
理
者
を
本
部
長
と
す
る
緊
急
時
対
策
所

体
制
を
い
う
。
 

詳
細
は
，
添
付
３
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
定
め
る
。 

【
添
付
－
２
参
照
】
 

③
「
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
」
に
つ
い
て
は
，
Ｔ
Ｓ
－
２
３
に
て
説
明
。
 

④
「
技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練
」
に
つ
い
て
は
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
の
２
．
１
（
大
規
模

損
壊
時
）
可
搬
型
設
備
等
に
よ
る
対
応
の
解
釈
に
基
づ
く
大
規
模
損
壊
対
応
に
必
要
な
手
順

（
Ｓ
Ａ
の
１
．
２
～
１
．
１
４
の
手
順
）
の
技
術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
，
保
安
規
定
添
付
３
に
基
づ
き
，
「
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
把
握
，
情

報
収
集
，
的
確
な
対
応
操
作
の
選
択
お
よ
び
指
揮
者
等
と
消
火
活
動
要
員
と
の
連
携
を
含
め

た
実
効
性
等
を
確
認
す
る
総
合
的
な
訓
練
」
を
実
施
す
る
。
 
 

 ⑤
「
必
要
な
資
機
材
の
配
備
」
と
は
，
重
大
事
故
等
対
策
で
配
備
す
る
資
機
材
の
基
本
的
な
考

え
方
を
基
に
，
大
規
模
損
壊
時
の
状
況
を
考
慮
し
て
配
備
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。
【
添
付

－
３
参
照
】
 

⑥
第
２
項
の
「
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
手
順
を
定
め
る
」
と
は
，
添
付
３
に
定
め
る
手
順
，

添
付
３
の
内
容
を
満
足
す
る
よ
う
定
め
る
二
次
文
書
他
を
い
う
。
【
添
付
－
１
参
照
】
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（
１
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動

に
関
す
る
こ
と
 

（
２
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す

る
こ
と
 

（
３
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
格
納
容
器
の
破
損
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る

こ
と
 

（
４
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
お
よ
び

燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
 

（
５
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
放
出
を
低
減
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す

る
こ
と
 

３
．
各
課
長
は
，
第
１
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
第
１
項
（
１
）
の
要
員
に
第
２
項
の
手
順
を
遵
守

さ
せ
る
。
⑦
 

４
．
各
課
長
は
，
第
３
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
と
り
ま
と
め
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い

て
定
期
的
に
評
価
す
る
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
，
課
長
（
技

術
）
に
報
告
す
る
。
課
長
（
技
術
）
は
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を

行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
⑧
 

５
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
管
理
）
は
，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
本
社
が
行
う
支

援
に
関
す
る
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
，
計
画
は
，
添
付

３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

６
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
管
理
）
は
，
第
５
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
本
社
が
行
う
支
援

に
関
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
を
実
施
す
る
。
 

７
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
管
理
）
は
，
第
６
項
の
実
施
内
容
を
踏
ま
え
，
第
５
項
に
定

め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
。
 

※
１
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置
も
し
く
は
改
造
す
る
場
合
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
係

る
運
転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
ま
で
に
実
施
し
，
大
規
模
損
壊
対
応
で
用
い
る
小

型
放
水
砲
，
化
学
消
防
自
動
車
お
よ
び
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
を
設
置
も
し
く
は
改

造
す
る
場
合
，
当
該
設
備
の
使
用
を
開
始
す
る
ま
で
に
実
施
す
る
。
な
お
，
運
転
員
，
緊

急
時
対
策
要
員
ま
た
は
自
衛
消
防
隊
を
新
た
に
認
定
す
る
場
合
は
，
第
１
２
条
第
２
項
お

よ
び
第
４
項
の
体
制
に
入
る
ま
で
に
実
施
す
る
。
 

⑦
第
３
項
の
「
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
第
１
項
（
１
）

の
要
員
に
第
２
項
の
手
順
を
遵
守
さ
せ
る
」
と
は
，
第
１
項
（
１
）
か
ら
（
３
）
の
活
動
に

つ
い
て
，
具
体
的
な
事
項
を
定
め
た
社
内
規
定
文
書
に
基
づ
き
実
施
す
る
こ
と
を
い
う
。
実

施
状
況
に
つ
い
て
は
，
体
制
表
，
訓
練
結
果
お
よ
び
資
機
材
の
管
理
状
況
等
に
て
確
認
す
る
。 

⑧
第
４
項
，
第
７
項
の
「
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
」
と
は
，
体
制
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
，
日
常
の
管
理
状
況
，
訓
練
の
結
果

等
を
通
じ
て
年
１
回
以
上
評
価
し
，
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ

り
適
切
な
体
制
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
行
う
こ
と
を
い
う
。

【
添
付
－
１
参
照
】
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技術的能力まとめ資料 

大規模な自然災害又は故意による大型航空機の衝突その他テロリズムへの対応より抜粋 

 

添付資料 2.1.12 

 

 

大規模損壊発生時に使用する対応手順書及び設備一覧について 

 

大規模損壊発生時に初動対応フローから選択する個別戦略の決定に当たっては，要員及び設

備を含めた残存する資源から必要な手順等を確認し，有効な戦略を迅速かつ確実に選定する必

要がある。 

第１表に示す個別戦略において必要な対応操作，対応操作に必要な設備とその容量，準備開始

から必要となるまでの時間，必要な要員数をまとめた表を示す。 

また，第１図に大規模損壊発生時の対応手順書体系図を示す。
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第
１
表

 
個
別
戦
略
フ
ロ
ー
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（
１
／

1
4
）

 

注
)各

手
順
，
各
設
備
の
保
管
場
所
・
数
量
等
に
つ
い
て
は
，
今
後
の
訓
練
，
検
討
結
果
等
に
よ
っ
て
見
直
す
可
能
性
が
あ
る
。

 

個
別
 

戦
略
 

手
順
書
等
 

技
術
的
能
力
 

に
係
る
審
査
基

準
の
該
当
項
目
 

主
な
使
用
設
備
(保

管
場
所
,仕

様
等
) 

水
源
 

備
考
 

所
要
時
間
（
目
安
) 

必
要
人
員

(目
安
) 

① ア ク セ ス ル ー ト 確 保 戦 略 

○
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 
 

 
 

 
 

 

「
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
に
よ
る
が
れ
き
撤
去
」

 

(1
.0
) 

(2
.1
) 

・
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
)
 

配
備
数
:３

台
(バ

ケ
ッ
ト
容
量
:
約

3.
4m

3
/台

) 

－
 

被
災
状
況
・
規
模
に
よ
り
所
要
時
間
は
変
動
 

約
1.
3k
m/
h 

緊
急
時
対
策
要
員
２
名

 

② 消 火 戦 略 

○
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 
 

 
 

 
 

 

「
化
学
消
防
自
動
車
等
に
よ
る
泡
消
火
」

 

(1
.1
2)
 

・
化
学
消
防
自
動
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

2,
80
0L
/m
in
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)

 

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
）
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

2,
80
0L
/m
in
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)

 

・
小
型
放
水
砲
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
5
0m
,Ｅ

Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

台
 

・
泡
消
火
薬
剤
(３

％
)(
保
管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

組
(容

量
:約

1,
50
0L
/組

) 

・
泡
消
火
薬
剤
(１

％
)(
保
管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:４

個
(容

量
:約

1,
00
0L
/個

) 

消
火
栓
(ろ

過
水
タ
ン
ク
，
補
助
消
火
水
槽
) 

ろ
過
水
タ
ン
ク
 

補
助
消
火
水
槽
 

純
水
タ
ン
ク
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
,荷

揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

化
学
消
防
自
動
車
等
に
よ
る
泡
消
火

 
１
時
間

10
分
～
消
火
開
始
 

自
衛
消
防
隊
７
名

 

小
型
放
水
砲
等
に
よ
る
泡
消
火

 
１
時
間

40
分
～
消
火
開
始
 

「
大

型
送

水
ポ

ン
プ

車
及

び
放

水
砲

に
よ

る
航

空
機

燃

料
火
災
へ
の
泡
消
火
」

 

・
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

1,
80
0m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

1.
4M
Pa
) 

・
放
水
砲
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

台
 

・
泡
消
火
薬
剤
(１

％
)(
保
管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:６

個
(容

量
:約

1,
00
0L
/個

) 
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

－
 

５
時
間

10
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

③ 原 子 炉 停 止 戦 略 （ １ ／ ２ ） 

○
事
故
時
操
作
要
領
書

(徴
候
ベ
ー
ス
) 

 
 

 
 

 
 

「
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
停
止
に
よ
る
原
子
炉
出
力

 

抑
制
」

 

(1
.1
) 

・
AT
WS

緩
和
設
備
(代

替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
) 

－
 

事
故
時
操
作
要
領
書

(徴
候
ベ
ー
ス
) 

「
反
応
度
制
御
」
移
行
後
の
時
間

 

２
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
２
名

 

「
自
動
減
圧
，
代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
に
よ
る

 

原
子
炉
出
力
急
上
昇
防
止
」

 

・
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
 

・
代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
ス
イ
ッ
チ
 

－
 

３
分
以
内
 

「
ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
ほ
う
酸
水
注
入
操
作
」
 

・
ほ
う
酸
水
注
入
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

10
m3
/h
/台

,全
揚
程
:約

87
0m
) 

ほ
う
酸
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

６
分
以
内
 

「
原
子
炉
水
位
低
下
操
作
」

 
・
復
水
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

2,
70
0m

3
/h
/台

) 

・
復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

2,
70
0m

3
/h
/台

) 

・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

2,
90
0m

3
/h
/台

) 

・
電
動
機
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

1,
40
0m

3
/h
/台

) 

復
水
器
 

６
分
以
内
 

・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:１

台
(容

量
:約

10
0m

3
/h
,全

揚
程
:約

12
0m
～
約

90
0m
) 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
・
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:１

台
(容

量
:約

32
0m

3
/h
～
約

1,
05
0m

3
/h
, 

全
揚
程
:約

89
0m
～
約

26
0m
) 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
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第
１
表

 
個
別
戦
略
フ
ロ
ー
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（
２
／

1
4
）

 

注
)各

手
順
，
各
設
備
の
保
管
場
所
・
数
量
等
に
つ
い
て
は
，
今
後
の
訓
練
，
検
討
結
果
等
に
よ
っ
て
見
直
す
可
能
性
が
あ
る
。

 

個
別
 

戦
略
 

手
順
書
等
 

技
術
的
能
力
 

に
係
る
審
査
基

準
の
該
当
項
目
 

主
な
使
用
設
備
(保

管
場
所
,仕

様
等
) 

水
源
 

備
考
 

所
要
時
間
（
目
安
) 

必
要
人
員

(目
安
) 

③ 原 子 炉 停 止 戦 略 （ ２ ／ ２ ） 

「
制
御
棒
手
動
挿
入
」

 

(1
.1
) 

－
 

－
 

事
故
時
操
作
要
領
書

(徴
候
ベ
ー
ス
) 

「
反
応
度
制
御
」
移
行
後
の
時
間

 

７
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
２
名

 
「
代
替
制
御
棒
手
動
挿
入
」

 
－
 

－
 

６
分
以
内
 

「
選
択
制
御
棒
手
動
挿
入
」

 
－
 

－
 

７
分
以
内
 

「
手
動
ス
ク
ラ
ム
」

 
－
 

－
 

16
分
以
内
 

「
原
子
炉
保
護
系
電
源
ス
イ
ッ
チ
切
」

 
・
原
子
炉
保
護
系
電
源
ス
イ
ッ
チ
 

－
 

22
分
以
内
 

現
場
運
転
員
２
名

 
「
ス
ク
ラ
ム
テ
ス
ト
ス
イ
ッ
チ
に
よ
る
個
別
ス
ク
ラ
ム
」
 

・
ス
ク
ラ
ム
テ
ス
ト
ス
イ
ッ
チ
 

－
 

47
分
以
内
 

「
ス
ク
ラ
ム
パ
イ
ロ
ッ
ト
弁
用
制
御
空
気
の
排
出
」

 
－
 

－
 

現
場
操
作
 

37
分
以
内
 

現
場
運
転
員
２
名

 

④ 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 戦 略( １ ／ ２) 

○
事
故
時
操
作
要
領
書

(徴
候
ベ
ー
ス
),
事
故
時
操
作
要
領
書
(シ

ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト

),
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
,原

子
力
災
害
対
策
手
順
書
 

「
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ

の
注
水
」

 

(1
.2
) 

(1
.3
) 

(1
.4
) 

(1
.8
) 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
・
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:１

台
(容

量
:約

32
0m

3
/h
～
約

1,
05
0m

3
/h
, 

全
揚
程
:約

89
0m
～
約

26
0m
) 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:１

台
(容

量
:約

24
0m

3
/h
,全

揚
程
:約

30
m)
 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:１

台
(容

量
:約

34
0m

3
/h
,全

揚
程
:約

35
m)
 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
 

配
備
数
:１

基
(伝

熱
容
量
:約

2.
67
MW
) 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
復
水
・
給
水
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
」
 

・
復
水
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

2,
70
0m

3
/h
/台

) 

・
復
水
昇
圧
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

2,
70
0m

3
/h
/台

) 

・
電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

1,
40
0m

3
/h
/台

) 

復
水
器
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

(
中

央
操

作
)
に

よ
る

原
子

炉

圧
力
容
器
へ
の
注
水
」

 

・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:１

台
(容

量
:約

10
0m

3
/h
,全

揚
程
:約

12
0m
～
約

90
0m
) 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
(
中

央
操

作
)
に

よ
る

原
子

炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
」
 

・
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:１

台
(容

量
:約

75
m3
/h
,揚

程
:約

91
8m
) 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
制

御
棒

駆
動

水
圧

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の

注
水
」

 

・
制
御
棒
駆
動
水
圧
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

31
m3
/h
/台

～
約

54
 m
3/
h/
台
,揚

程
:約

1,
26
6m
～
約

86
0m
) 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の

 

注
水
」

 

・
ほ
う
酸
水
注
入
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

10
m3
/h
/台

,全
揚
程
:約

87
0m
) 

ほ
う
酸
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
テ
ス
ト
タ
ン
ク
 

復
水
輸
送
系
等
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

ほ
う
酸
水
貯
蔵
タ
ン
ク
補
給

 
電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

１
時
間
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

ほ
う
酸
水
注
入
系
テ
ス
ト
タ
ン
ク
補
給

 
電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

１
時
間

15
分
以
内
 

「
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
(
現

場
操

作
)
に

よ
る

原
子

炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
」
 

・
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:１

台
(容

量
:約

75
m3
/h
,揚

程
:約

91
8m
) 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
 

－
 

電
源
無
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

35
分
以
内
 

現
場
運
転
員
４
名

 

「
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

(
現

場
操

作
)
に

よ
る

原
子

炉

圧
力
容
器
へ
の
注
水
」

 

・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:１

台
(容

量
:約

10
0m

3
/h
,全

揚
程
:1
20
m～

約
90
0m
) 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
 

－
 

電
源
無
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

１
時
間
以
内
 

現
場
運
転
員
４
名

 

「
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
原
子
炉
減
圧
」

 
・
逃
が
し
安
全
弁
 

配
備
数
:1
2
個
(う

ち
自
動
減
圧
機
能
付
き
６
個
) 

－
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
る
原
子
炉
減
圧
」

 
・
タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁
 

配
備
数
:６

個
 

－
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名
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第
１
表

 
個
別
戦
略
フ
ロ
ー
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（
３
／

1
4
）

 

注
)各

手
順
，
各
設
備
の
保
管
場
所
・
数
量
等
に
つ
い
て
は
，
今
後
の
訓
練
，
検
討
結
果
等
に
よ
っ
て
見
直
す
可
能
性
が
あ
る
。

 

個
別
 

戦
略
 

手
順
書
等
 

技
術
的
能
力
 

に
係
る
審
査
基

準
の
該
当
項
目
 

主
な
使
用
設
備
(保

管
場
所
,仕

様
等
) 

水
源
 

備
考
 

所
要
時
間
（
目
安
) 

必
要
人
員

(目
安
) 

④ 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 戦 略( ２ ／ ２) 

「
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

用
蓄

電
池

(
補

助
盤

室
)
接

続

に
よ
る
原
子
炉
減
圧
」
 

(1
.2
) 

(1
.3
) 

(1
.4
) 

(1
.8
) 

・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄
電
池
(補

助
盤
室
) 

配
備
数
:４

個
 

・
Ｓ
Ｒ
Ｖ
用
電
源
切
替
盤
 

－
 

－
 

現
場
操
作
 

１
時
間

20
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
２
名

 

「
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

用
蓄

電
池

(
原

子
炉

建
物

)
接

続
に
よ
る
原
子
炉
減
圧
」
 

・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄
電
池
(原

子
炉
建
物
) 

配
備
数
:１

個
 

－
 

－
 

現
場
操
作
 

１
時
間

30
分
以
内
 

現
場
運
転
員
２
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
２
名

 

「
窒
素
ガ
ス
代
替
供
給
設
備
に
よ
る
原
子
炉
減
圧
」
 

・
逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
代
替
供
給
設
備
 

－
 

－
 

現
場
操
作
 

１
時
間

10
分
以
内
 

現
場
運
転
員
２
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
２
名
 

「
逃

が
し

安
全

弁
窒

素
ガ

ス
供

給
系

に
よ

る
逃

が
し

安

全
弁
駆
動
源
確
保
」

 

・
逃
が
し
安
全
弁
用
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
 

 
配
備
数
：
30

個
(容

量
:約

47
L/
個
,充

填
圧
力
:約

15
MP
a)
 

－
 

窒
素
ガ
ス
制
御
系
か
ら
逃
が
し
安
全
弁
窒
素

ガ
ス
供
給
系
へ
の
切
替
え

 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

逃
が
し
安
全
弁
用
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
（
待
機

側
）
へ
の
切
替
え

 

現
場
操
作
 

25
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

「
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ

の
注
水
」

 

・
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
・
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:１

台
(容

量
:約

1,
05
0m

3
/h
,揚

程
:約

19
0m
) 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
に

よ
る

原
子

炉

圧
力
容
器
へ
の
注
水
」

 

・
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

1,
20
0m

3
/h
/台

,揚
程
:約

10
0m
) 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
(
常

設
)
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容
器
へ
の
注
水
」

 

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

23
0m

3
/h
/台

,揚
程
:約

19
0m
) 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
 

非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
が
使

用
不
可
な
場
合
 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

20
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

「
復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
」
 

・
復
水
輸
送
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

85
m3
/h
/台

,揚
程
:約

70
m)
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

A－
残
留
熱
除
去
系
注
入
配
管
使
用

 
電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

B，
C－

残
留
熱
除
去
系
注
入
配
管
使
用

 

電
源
有
の
場
合
 

(現
場
弁
操
作
等
）
 

30
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

「
消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
」
 

・
補
助
消
火
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

72
m3
/h
/台

,揚
程
:約

80
m)
 

・
消
火
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

60
m3
/h
/台

,揚
程
:約

60
m)
  

補
助
消
火
水
槽
 

ろ
過
水
タ
ン
ク
 

A－
残
留
熱
除
去
系
注
入
配
管
使
用

 
電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

B，
C－

残
留
熱
除
去
系
注
入
配
管
使
用

 

電
源
有
の
場
合
 

(現
場
弁
操
作
等
）
 

30
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

「
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉

圧
力
容
器
へ
の
注
水
」

 

・
大
量
送
水
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
4
4m
, 
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m，

Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

16
8m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)
 

輪
谷
貯
水
槽
(西

１
），

輪
谷
貯
水
槽

(西
２
）
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

A,
B－

残
留
熱
除
去
系
注
入
配
管
使
用

 

非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
が
使

用
不
可
な
場
合
 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

25
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

A－
残
留
熱
除
去
系
注
入
配
管
使
用

 
電
源
無
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

50
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

B－
残
留
熱
除
去
系
注
入
配
管
使
用

 
電
源
無
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

40
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続

口
（
南
）
又
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可

搬
型
）
接
続
口
（
西
）
を
使
用
す
る
場
合

 

現
場
操
作
 

２
時
間

10
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続

口
（
建
物
内
）
を
使
用
す
る
場
合

 

現
場
操
作
 

３
時
間

10
分
以
内
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第
１
表

 
個
別
戦
略
フ
ロ
ー
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（
４
／

1
4
）

 

注
)各

手
順
，
各
設
備
の
保
管
場
所
・
数
量
等
に
つ
い
て
は
，
今
後
の
訓
練
，
検
討
結
果
等
に
よ
っ
て
見
直
す
可
能
性
が
あ
る
。

 

個
別
 

戦
略
 

手
順
書
等
 

技
術
的
能
力
 

に
係
る
審
査
基

準
の
該
当
項
目
 

主
な
使
用
設
備
(保

管
場
所
,仕

様
等
) 

水
源
 

備
考
 

所
要
時
間
（
目
安
) 

必
要
人
員

(目
安
) 

⑤ 水 素 爆 発 防 止 戦 略 

○
事
故
時
操
作
要
領
書

(シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
),
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書

,原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
 

「
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
及
び
格
納
容
器
酸
素
濃

度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度

及
び
酸
素
濃
度
監
視
」

 

(1
.9
) 

(1
.1
0)
 

・
格
納
容
器
水
素
濃
度
(Ｓ

Ａ
) 

配
備
数
:１

個
(計

測
範
囲
:０

～
10
0v
ol
％
) 

・
格
納
容
器
酸
素
濃
度
(Ｓ

Ａ
) 

配
備
数
:１

個
(計

測
範
囲
:０

～
25
vo
l％

) 

－
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
格

納
容

器
内

雰
囲

気
計

装
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器

内
の
水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
の
監
視
」

 

・
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
 

配
備
数
:１

個
(計

測
範
囲
:０

～
５
vo
l％

／
０
～
10
0v
ol
％
) 

・
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
 

配
備
数
:１

個
(計

測
範
囲
:０

～
５
vo
l％

／
０
～
25
vo
l％

) 

－
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器

内
の
水
素
濃
度
制
御
」

 

・
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
再
結
合
装
置
ブ
ロ
ワ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

25
5m

3
/h
[n
or
ma
l]
/台

) 

・
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
再
結
合
装
置
 

配
備
数
:２

個
 

－
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

へ

の
窒
素
ガ
ス
供
給
」

 

・
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

10
0m

3
/h
[n
or
ma
l]
/台

) 

－
 

窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
又
は
窒
素
供
給
ラ

イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）（

原
子
炉
建
物
付
属

棟
西
側
扉
）
を
使
用
し
た
場
合

 

現
場
操
作
 

２
時
間
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員
２
名

 

窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）（

タ
ー

ビ
ン
建
物
北
側
扉
）
を
使
用
し
た
場
合

 

現
場
操
作
 

６
時
間

40
分
以
内
 

「
原
子
炉
建
物
内
の
水
素
濃
度
監
視
」

 
・
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
 

配
備
数
:７

個
(計

測
範
囲
:０

～
10
vo
l％

／
０
～
20
vo
l％

) 
－
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
に
よ
る
水
素
濃
度
抑
制
」
 

・
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
 

配
備
数
:1
8
個
 

－
 

－
 

－
 

(操
作
不
要
) 

－
 

「
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納

容
器
内
の
水
素
ガ
ス
及
び
酸
素
ガ
ス
の
排
出
」

 

・
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
 

配
備
数
:４

基
(設

計
流
量
:約

9.
8k
g/
s)
 

・
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
銀
ゼ
オ
ラ
イ
ト
容
器
 

配
備
数
:１

基
 

・
遠
隔
手
動
弁
操
作
機
構
 

・
圧
力
開
放
板
 

配
備
数
:１

個
 

・
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

10
0m

3
/h
[n
or
ma
l]
/台

) 

・
大
量
送
水
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
4
4m
, 
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m，

Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

16
8m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)
 

－
 

中
央
操
作
 

非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
が
使

用
不
可
な
場
合
 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

55
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
２
名

 

現
場
操
作
 

電
源
無
の
場
合
 

(現
場
弁
操
作
等
) 

２
時
間

50
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
２
名

 

輪
谷
貯
水
槽
(西

１
），

輪
谷
貯
水
槽

(西
２
）
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
 

水
位
調
整

(水
張
り
) 

現
場
操
作
 

２
時
間

10
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

－
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容

器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換

 

窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
又
は
窒
素
供
給
ラ

イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）（

原
子
炉
建
物
付
属

棟
西
側
扉
）
を
使
用
し
た
場
合

 

現
場
操
作
 

２
時
間
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
４
名

 
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容

器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換

 

窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）（

タ
ー

ビ
ン
建
物
北
側
扉
）
を
使
用
し
た
場
合

 

現
場
操
作
 

６
時
間

40
分
以
内
 

「
原

子
炉

建
物

燃
料

取
替

階
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

開

放
に
よ
る
水
素
ガ
ス
の
排
出
」

 

・
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
 

－
 

－
 

現
場
操
作
 

１
時
間

30
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
３
名

 

・
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
閉
止
装
置
 

－
 

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ

ネ
ル
閉
止
装
置
が
閉
止
状
態
の
場
合

 

現
場
操
作
 

２
時
間
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
２
名
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第
１
表

 
個
別
戦
略
フ
ロ
ー
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（
５
／

1
4
）

 

注
)各

手
順
，
各
設
備
の
保
管
場
所
・
数
量
等
に
つ
い
て
は
，
今
後
の
訓
練
，
検
討
結
果
等
に
よ
っ
て
見
直
す
可
能
性
が
あ
る
。

 

個
別
 

戦
略
 

手
順
書
等
 

技
術
的
能
力
 

に
係
る
審
査
基

準
の
該
当
項
目
 

主
な
使
用
設
備
(保

管
場
所
,仕

様
等
) 

水
源
 

備
考
 

所
要
時
間
（
目
安
) 

必
要
人
員

(目
安
) 

⑥ ― １ 原 子 炉 格 納 容 器 除 熱 戦 略( 炉 心 損 傷 前)( １ ／ ３)

○
事
故
時
操
作
要
領
書

(徴
候
ベ
ー
ス

),
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書

,原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

(
常

設
)
に

よ
る

原
子

炉

格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
」

 

(1
.5
) 

(1
.6
) 

(1
.7
) 

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

23
0m

3
/h
/台

,揚
程
:約

19
0m
)

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
 

非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
が
使

用
不
可
な
場
合
 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

30
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

「
復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の

 

ス
プ
レ
イ
」

・
復
水
輸
送
ポ
ン
プ

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

85
m3
/h
/台

,揚
程
:約

70
m)

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

A－
残
留
熱
除
去
系
ス
プ
レ
イ
配
管
使
用

 
電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

B－
残
留
熱
除
去
系
ス
プ
レ
イ
配
管
使
用

 

電
源
有
の
場
合
 

(現
場
弁
操
作
等
）
 

30
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

「
消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
」
 

・
補
助
消
火
ポ
ン
プ

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

72
m3
/h
/台

,揚
程
:約

80
m)

・
消
火
ポ
ン
プ

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

60
m3
/h
/台

,揚
程
:約

60
m)

補
助
消
火
水
槽
 

ろ
過
水
タ
ン
ク
 

A－
残
留
熱
除
去
系
ス
プ
レ
イ
配
管
使
用

 
電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名
 

B－
残
留
熱
除
去
系
ス
プ
レ
イ
配
管
使
用

 

電
源
有
の
場
合
 

(現
場
弁
操
作
等
）
 

30
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

「
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
」
 

・
大
量
送
水
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
4
4m
, 
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m，

Ｅ
Ｌ
8.
5m
)

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

16
8m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)

輪
谷
貯
水
槽
(西

１
），

輪
谷
貯
水
槽

(西
２
）
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
が
使

用
不
可
な
場
合
 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

25
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

－
 

電
源
無
の
場
合
 

(現
場
弁
操
作
等
）
 

40
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
接

続
口
（
南
）
又
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ

系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
西
）
を
使
用
す
る

場
合
 

現
場
操
作
 

２
時
間

10
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
接

続
口
（
建
物
内
）
を
使
用
す
る
場
合

 

現
場
操
作
 

３
時
間

10
分
以
内
 

「
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
冷

却
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内

の
代
替
除
熱
」

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
装
置

配
備
数
:６

台
－
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

45
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

「
原
子
炉
補
機
冷
却
系
（
原
子
炉
補
機
海
水
系
を
含
む
。）

に
よ
る
除
熱
」

 

・
原
子
炉
補
機
海
水
ポ
ン
プ

配
備
数
:４

台
(容

量
:約

2,
00
0m

3
/h
/台

,全
揚
程
:約

50
m)

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ

配
備
数
:４

台
(容

量
:約

1,
70
0m

3
/h
/台

,全
揚
程
:約

57
m)

・
原
子
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器

配
備
数
:６

基
(熱

交
換
器
容
量
:
約

10
MW
/基

)

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名
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第
１
表

 
個
別
戦
略
フ
ロ
ー
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（
６
／

1
4
）

 

注
)各

手
順
，
各
設
備
の
保
管
場
所
・
数
量
等
に
つ
い
て
は
，
今
後
の
訓
練
，
検
討
結
果
等
に
よ
っ
て
見
直
す
可
能
性
が
あ
る
。

 

個
別
 

戦
略
 

手
順
書
等
 

技
術
的
能
力
 

に
係
る
審
査
基

準
の
該
当
項
目
 

主
な
使
用
設
備
(保

管
場
所
,仕

様
等
) 

水
源
 

備
考
 

所
要
時
間
（
目
安
) 

必
要
人
員

(目
安
) 

⑥ ― １ 原 子 炉 格 納 容 器 除 熱 戦 略( 炉 心 損 傷 前)( ２ ／ ３) 

「
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
除
熱
」

 

(1
.5
) 

(1
.6
) 

(1
.7
) 

・
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
)
 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

1,
80
0m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

1.
2M
Pa
) 

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

配
備
数
:２

台
(伝

熱
容
量
:約

9.
1M
W)
 

・
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ

8.
5m
) 

配
備
数
:３

台
 (
熱
交
換
器
容
量
:約

23
MW
/台

) 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

系
統
構
成
 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

１
時
間

40
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
及
び
大
型
送
水
ポ

ン
プ
車
に
よ
る
除
熱

 

原
子
炉
建
物
南
側
接
続
口
又
は
原
子
炉
建
物

西
側
接
続
口
を
使
用
し
た
補
機
冷
却
水
確
保

 

現
場
操
作
 

７
時
間

20
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員

15
名
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱

 

原
子
炉
建
物
内
接
続
口
を
使
用
し
た
補
機
冷

却
水
確
保
 

現
場
操
作
 

７
時
間
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員
６
名
 

「
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱
」

 
・
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
)
 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

1,
80
0m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

1.
2M
Pa
) 

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

配
備
数
:２

台
(伝

熱
容
量
:約

9.
1M
W)
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

系
統
構
成
 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

１
時
間

20
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
４
名

 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱
 

現
場
操
作
 

７
時
間
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員
６
名
 

「
残

留
熱

除
去

系
電

源
復

旧
後

の
原

子
炉

格
納

容
器

内

へ
の
ス
プ
レ
イ
」

 

・
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

1,
20
0m

3
/h
/台

,全
揚
程
:約

10
0m
) 

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

配
備
数
:２

台
(伝

熱
容
量
:約

9.
1M
W)
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
 

－
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ

ー
ル
水
の
除
熱
」

 

・
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

1,
20
0m

3
/h
/台

,全
揚
程
:約

10
0m
) 

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

配
備
数
:２

台
(伝

熱
容
量
:約

9.
1M
W)
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
 

－
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
残

留
熱

代
替

除
去

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の

減
圧
及
び
除
熱
」

 

・
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

15
0m

3
/h
/台

,揚
程
:約

70
m)
 

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

配
備
数
:１

台
(伝

熱
容
量
:約

9.
1M
W)
 

・
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ

8.
5m
) 

配
備
数
:３

台
 (
熱
交
換
器
容
量
:約

23
MW
/台

) 

・
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
)
 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

1,
80
0m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

1.
2M
Pa
) 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
 

－
 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

１
時
間
５
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

－
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
の
系
統
構
成

 
現
場
操
作
 

１
時
間

40
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
補
機
冷
却

水
確
保
 

原
子
炉
建
物
南
側
接
続
口
又
は
原
子
炉
建
物

西
側
接
続
口
を
使
用
し
た
場
合
 

現
場
操
作
 

７
時
間

20
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員

15
名
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
補
機
冷
却

水
確
保
 

原
子
炉
建
物
内
接
続
口
を
使
用
し
た
場
合

 

現
場
操
作
 

７
時
間
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員
６
名
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第
１
表

 
個
別
戦
略
フ
ロ
ー
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（
７
／

1
4
）

 

注
)各

手
順
，
各
設
備
の
保
管
場
所
・
数
量
等
に
つ
い
て
は
，
今
後
の
訓
練
，
検
討
結
果
等
に
よ
っ
て
見
直
す
可
能
性
が
あ
る
。

 

個
別
 

戦
略
 

手
順
書
等
 

技
術
的
能
力
 

に
係
る
審
査
基

準
の
該
当
項
目
 

主
な
使
用
設
備
(保

管
場
所
,仕

様
等
) 

水
源
 

備
考
 

所
要
時
間
（
目
安
) 

必
要
人
員

(目
安
) 

⑥ ― １ 原 子 炉 格 納 容 器 除 熱 戦 略( 炉 心 損 傷 前)( ３ ／ ３) 

「
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
」

 

(1
.5
) 

(1
.6
) 

(1
.7
) 

・
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
 

配
備
数
:４

基
(設

計
流
量
:約

9.
8k
g/
s)
 

・
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
銀
ゼ
オ
ラ
イ
ト
容
器
 

配
備
数
:１

基
 

・
遠
隔
手
動
弁
操
作
機
構
 

・
圧
力
開
放
板
 

配
備
数
:１

個
 

・
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

10
0m

3
/h
[n
or
ma
l]
/台

) 

・
大
量
送
水
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
4
4m
, 
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m，

Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

16
8m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)
 

－
 

中
央
操
作
 

非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
が
使

用
不
可
な
場
合
 

格
納
容
器
ベ
ン
ト
準
備
完
了
ま
で

 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

45
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
２
名

 

中
央
操
作
 

非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
が
使

用
不
可
な
場
合
 

格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
到
達
か
ら
格
納
容
器

ベ
ン
ト
開
始
ま
で

 

電
源
有
の
場
合
 

10
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
操
作
 

電
源
無
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

２
時
間

50
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
２
名

 

輪
谷
貯
水
槽
(西

１
），

輪
谷
貯
水
槽

(西
２
）
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器

 

水
位
調
整

(水
張
り
) 

現
場
操
作
 

２
時
間

10
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

－
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容

器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換

 

窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
又
は
窒
素
供
給
ラ

イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）（

原
子
炉
建
物
付
属

棟
西
側
扉
）
を
使
用
し
た
場
合

 

現
場
操
作
 

２
時
間
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
４
名

 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容

器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換

 

窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）（

タ
ー

ビ
ン
建
物
北
側
扉
）
を
使
用
し
た
場
合

 

現
場
操
作
 

６
時
間

40
分
以
内
 

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器

内
の
減
圧
及
び
除
熱
」

 

・
遠
隔
手
動
弁
操
作
機
構
 

・
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

10
0m

3
/h
[n
or
ma
l]
/台

) 

－
 

格
納
容
器
ベ
ン
ト
準
備
完
了
ま
で

 
電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
到
達
か
ら
格
納
容
器

ベ
ン
ト
開
始
ま
で

 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
操
作
 

電
源
無
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

２
時
間

30
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
４
名

 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容

器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換

 

窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
又
は
窒
素
供
給
ラ

イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）（

原
子
炉
建
物
付
属

棟
西
側
扉
）
を
使
用
し
た
場
合

 

現
場
操
作
 

２
時
間
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
４
名

 
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容

器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換

 

窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）（

タ
ー

ビ
ン
建
物
北
側
扉
）
を
使
用
し
た
場
合

 

現
場
操
作
 

６
時
間

40
分
以
内
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第
１
表

 
個
別
戦
略
フ
ロ
ー
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（
８
／

1
4
）

 

注
)各

手
順
，
各
設
備
の
保
管
場
所
・
数
量
等
に
つ
い
て
は
，
今
後
の
訓
練
，
検
討
結
果
等
に
よ
っ
て
見
直
す
可
能
性
が
あ
る
。

 

個
別
 

戦
略
 

手
順
書
等
 

技
術
的
能
力
 

に
係
る
審
査
基

準
の
該
当
項
目
 

主
な
使
用
設
備
(保

管
場
所
,仕

様
等
) 

水
源
 

備
考
 

所
要
時
間
（
目
安
) 

必
要
人
員

(目
安
) 

⑥ ― ２ 原 子 炉 格 納 容 器 除 熱 戦 略( 炉 心 損 傷 後) （ １ ／ ３ ）

○
事
故
時
操
作
要
領
書

(シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
),
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書

,原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

系
(
常

設
)
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容
器
下
部
へ
の
注
水
」

 

(1
.5
) 

(1
.6
) 

(1
.7
) 

(1
.8
) 

(1
.1
0)
 

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

23
0m

3
/h
/台

,揚
程
:約

19
0m
)

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
 

非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
が
使

用
不
可
な
場
合
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
水
位
確
保
の
場
合

 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

30
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

原
子
炉
圧
力
容
器
破
損
後
の
原
子
炉
格
納
容

器
下
部
へ
の
注
水
の
場
合

 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の

 

注
水
」

 

・
復
水
輸
送
ポ
ン
プ

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

85
m3
/h
/台

,揚
程
:約

70
m)

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
」

 
・
補
助
消
火
ポ
ン
プ

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

72
m3
/h
/台

,揚
程
:約

80
m)

・
消
火
ポ
ン
プ

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

60
m3
/h
/台

,揚
程
:約

60
m)

補
助
消
火
水
槽
 

ろ
過
水
タ
ン
ク
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

系
(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉

格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
」

 

・
大
量
送
水
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
4
4m
,Ｅ

Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
)

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

16
8m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)

輪
谷
貯
水
槽
(西

１
），

輪
谷
貯
水
槽

(西
２
）
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
が
使

用
不
可
な
場
合
 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

25
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続

口
（
南
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可

搬
型
）
接
続
口
（
西
）
を
使
用
す
る
場
合

 

現
場
操
作
 

２
時
間

10
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続

口
（
建
物
内
）
を
使
用
す
る
場
合

 

現
場
操
作
 

３
時
間

10
分
以
内
 

「
原

子
炉

ウ
ェ

ル
代

替
注

水
系

に
よ

る
原

子
炉

ウ
ェ

ル

へ
の
注
水
」

 

・
大
量
送
水
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
4
4m
,Ｅ

Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
)

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

16
8m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)

輪
谷
貯
水
槽
(西

１
），

輪
谷
貯
水
槽

(西
２
）
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

－
 

現
場
操
作
 

２
時
間

10
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

「
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
」

 

・
大
量
送
水
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
4
4m
,Ｅ

Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
)

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

16
8m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)

輪
谷
貯
水
槽
(西

１
），

輪
谷
貯
水
槽

(西
２
）
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
接

続
口
（
南
）
又
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ

系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
西
）
を
使
用
す
る

場
合
 

現
場
操
作
 

２
時
間

10
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
接

続
口
（
建
物
内
）
を
使
用
す
る
場
合

 

現
場
操
作
 

３
時
間

10
分
以
内
 

「
原
子
炉
補
機
冷
却
系
（
原
子
炉
補
機
海
水
系
を
含
む
。）

に
よ
る
除
熱
」

 

・
原
子
炉
補
機
海
水
ポ
ン
プ

配
備
数
:４

台
(容

量
:約

2,
00
0m

3
/h
/台

,全
揚
程
:約

50
m)

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ

配
備
数
:４

台
(容

量
:約

1,
70
0m

3
/h
/台

,全
揚
程
:約

57
m)

・
原
子
炉
補
機
冷
却
系
熱
交
換
器

配
備
数
:６

基
(熱

交
換
器
容
量
:
約

10
MW
/基

)

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
除
熱
」

 
・
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
)

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

1,
80
0m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

1.
2M
Pa
)

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

配
備
数
:２

台
(伝

熱
容
量
:約

9.
1M
W)

・
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ

8.
5m
)

配
備
数
:３

台
 (
熱
交
換
器
容
量
:約

23
MW
/台

)

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

系
統
構
成
 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

１
時
間

40
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
及
び
大
型
送
水
ポ

ン
プ
車
に
よ
る
除
熱

原
子
炉
建
物
南
側
接
続
口
又
は
原
子
炉
建
物

西
側
接
続
口
を
使
用
し
た
補
機
冷
却
水
確
保

 

現
場
操
作
 

７
時
間

20
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員

15
名
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱

 

原
子
炉
建
物
内
接
続
口
を
使
用
し
た
補
機
冷

却
水
確
保
 

現
場
操
作
 

７
時
間
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員
６
名
 

47



第
１
表

 
個
別
戦
略
フ
ロ
ー
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（
９
／

1
4
）

 

注
)各

手
順
，
各
設
備
の
保
管
場
所
・
数
量
等
に
つ
い
て
は
，
今
後
の
訓
練
，
検
討
結
果
等
に
よ
っ
て
見
直
す
可
能
性
が
あ
る
。

 

個
別
 

戦
略
 

手
順
書
等
 

技
術
的
能
力
 

に
係
る
審
査
基

準
の
該
当
項
目
 

主
な
使
用
設
備
(保

管
場
所
,仕

様
等
) 

水
源
 

備
考
 

所
要
時
間
（
目
安
) 

必
要
人
員

(目
安
) 

⑥ ― ２ 原 子 炉 格 納 容 器 除 熱 戦 略( 炉 心 損 傷 後) （ ２ ／ ３ ） 

「
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱
」

 

(1
.5
) 

(1
.6
) 

(1
.7
) 

(1
.8
) 

(1
.1
0)
 

・
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
)
 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

1,
80
0m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

1.
2M
Pa
) 

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

配
備
数
:２

台
(伝

熱
容
量
:約

9.
1M
W)
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

系
統
構
成
 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

１
時
間

20
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
４
名

 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱
 

現
場
操
作
 

７
時
間
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員
６
名
 

「
残

留
熱

除
去

系
電

源
復

旧
後

の
原

子
炉

格
納

容
器

内

へ
の
ス
プ
レ
イ
」

 

・
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

1,
20
0m

3
/h
/台

,全
揚
程
:約

10
0m
) 

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

配
備
数
:２

台
(伝

熱
容
量
:約

9.
1M
W)
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
 

－
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ

ー
ル
水
の
除
熱
」

 

・
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

1,
20
0m

3
/h
/台

,全
揚
程
:約

10
0m
) 

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

配
備
数
:２

台
(伝

熱
容
量
:約

9.
1M
W)
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
 

－
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
残

留
熱

代
替

除
去

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の

減
圧
及
び
除
熱
」

 

・
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

15
0m

3
/h
/台

,揚
程
:約

70
m)
 

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

配
備
数
:１

台
(伝

熱
容
量
:約

9.
1M
W)
 

・
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ

8.
5m
) 

配
備
数
:３

台
 (
熱
交
換
器
容
量
:約

23
MW
/台

) 

・
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
)
 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

1,
80
0m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

1.
2M
Pa
) 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
及
び
原
子
炉
格

納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
場
合

 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

１
時
間
５
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す

る
場
合
 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

45
分
以
内
 

－
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
の
系
統
構
成

 
現
場
操
作
 

１
時
間

40
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
補
機
冷
却

水
確
保
 

原
子
炉
建
物
南
側
接
続
口
又
は
原
子
炉
建
物

西
側
接
続
口
を
使
用
し
た
場
合

 

現
場
操
作
 

７
時
間

20
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員

15
名
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
補
機
冷
却

水
確
保
 

原
子
炉
建
物
内
接
続
口
を
使
用
し
た
場
合

 

現
場
操
作
 

７
時
間
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員
６
名
 

「
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

(
常

設
)
に

よ
る

原
子

炉

格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
」

 

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

23
0m

3
/h
/台

,揚
程
:約

19
0m
) 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
 

非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
が
使

用
不
可
な
場
合
 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

30
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

「
復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の

 

ス
プ
レ
イ
」

 

 

・
復
水
輸
送
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

85
m3
/h
/台

,揚
程
:約

70
m)
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

Ａ
－
残
留
熱
除
去
系
ス
プ
レ
イ
配
管
使
用

 
電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

Ｂ
－
残
留
熱
除
去
系
ス
プ
レ
イ
配
管
使
用

 

電
源
有
の
場
合
 

(現
場
弁
操
作
等
）
 

30
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

「
消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
」
 

・
補
助
消
火
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

72
m3
/h
/台

,揚
程
:約

80
m)
 

・
消
火
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
 (
容
量
:約

60
m3
/h
/台

,揚
程
:約

60
m)
 

補
助
消
火
水
槽
 

ろ
過
水
タ
ン
ク
 

Ａ
－
残
留
熱
除
去
系
ス
プ
レ
イ
配
管
使
用

 
電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

Ｂ
－
残
留
熱
除
去
系
ス
プ
レ
イ
配
管
使
用

 

電
源
有
の
場
合
 

(現
場
弁
操
作
等
）
 

30
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名
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第
１
表

 
個
別
戦
略
フ
ロ
ー
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（

1
0
／

1
4
）

 

注
）
本
資
料
は
，
訓
練
等
の
実
績
に
よ
り
見
直
す
可
能
性
が
あ
り
，
使
用
設
備
，
所
要
時
間
，
必
要
人
員
等
は
最
終
的
に
各
手
順
書
に
反
映
す
る
。

 

個
別
 

戦
略
 

手
順
書
等
 

技
術
的
能
力
 

に
係
る
審
査
基

準
の
該
当
項
目
 

主
な
使
用
設
備
(保

管
場
所
,仕

様
等
) 

水
源
 

備
考
 

所
要
時
間
（
目
安
) 

必
要
人
員

(目
安
) 

⑥ ― ２ 原 子 炉 格 納 容 器 除 熱 戦 略( 炉 心 損 傷 後) （ ３ ／ ３ ） 

「
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

(
可

搬
型

)
に

よ
る

原
子

炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
」

 

(1
.5
) 

(1
.6
) 

(1
.7
) 

(1
.8
) 

(1
.1
0)
 

・
大
量
送
水
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
4
4m
,Ｅ

Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

16
8m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)
 

輪
谷
貯
水
槽
(西

１
），

輪
谷
貯
水
槽
(西

２
）
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
が
使

用
不
可
な
場
合
 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

25
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

－
 

電
源
無
の
場
合
 

(現
場
弁
操
作
等
）
 

40
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
接

続
口
（
南
）
又
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ

系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
西
）
を
使
用
す
る

場
合
 

現
場
操
作
 

２
時
間

10
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
接

続
口
（
建
物
内
）
を
使
用
す
る
場
合

 

現
場
操
作
 

３
時
間

10
分
以
内
 

「
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
冷

却
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内

の
代
替
除
熱
」

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
装
置
 

配
備
数
:６

台
 

－
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

45
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

「
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納

容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
」

 

  

・
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
 

配
備
数
:４

基
(設

計
流
量
:約

9.
8k
g/
s)
 

・
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
銀
ゼ
オ
ラ
イ
ト
容
器
 

配
備
数
:１

基
 

・
遠
隔
手
動
弁
操
作
機
構
 

・
圧
力
開
放
板
 

配
備
数
:１

個
 

・
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

10
0m

3
/h
[n
or
ma
l]
/台

) 

・
大
量
送
水
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
4
4m
, 
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m，

Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

16
8m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)
 

－
 

中
央
操
作
 

非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
が
使

用
不
可
な
場
合
 

格
納
容
器
ベ
ン
ト
準
備
完
了
ま
で

 

電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

45
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
２
名

 

中
央
操
作
 

非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
が
使

用
不
可
な
場
合
 

格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
到
達
か
ら
格
納
容
器

ベ
ン
ト
開
始
ま
で

 

電
源
有
の
場
合
 

10
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
操
作
 

電
源
無
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

２
時
間

50
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
２
名

 

輪
谷
貯
水
槽
(西

１
），

輪
谷
貯
水
槽
(西

２
）
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器

 

へ
の
水
位
調
整

(水
張
り
) 

現
場
操
作
 

２
時
間

10
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

－
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容

器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換

 

窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
又
は
窒
素
供
給
ラ

イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）（

原
子
炉
建
物
付
属

棟
西
側
扉
）
を
使
用
し
た
場
合

 

現
場
操
作
 

２
時
間
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
４
名

 
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容

器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換

 

窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）（

タ
ー

ビ
ン
建
物
北
側
扉
）
を
使
用
し
た
場
合

 

現
場
操
作
 

６
時
間

40
分
以
内
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第
１
表

 
個
別
戦
略
フ
ロ
ー
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（

1
1
／

1
4
）

 

注
）
本
資
料
は
，
訓
練
等
の
実
績
に
よ
り
見
直
す
可
能
性
が
あ
り
，
使
用
設
備
，
所
要
時
間
，
必
要
人
員
等
は
最
終
的
に
各
手
順
書
に
反
映
す
る
。

 

個
別
 

戦
略
 

手
順
書
等
 

技
術
的
能
力
 

に
係
る
審
査
基

準
の
該
当
項
目
 

主
な
使
用
設
備
(保

管
場
所
,仕

様
等
) 

水
源
 

備
考
 

所
要
時
間
（
目
安
) 

必
要
人
員

(目
安
) 

⑦ 燃 料 プ ー ル 注 水 戦 略 

○
事
故
時
操
作
要
領
書

(徴
候
ベ
ー
ス
),
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
 

「
燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の

 

注
水
」

 

(1
.1
1)
 

・
燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:１

台
(容

量
:約

30
m3
/h
,揚

程
:約

70
m)
  

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
復
水
輸
送
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
」

 
・
復
水
輸
送
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

85
m3
/h
/台

,揚
程
:約

70
m)
  

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
消
火
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
」

 
・
補
助
消
火
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

72
m3
/h
/台

,揚
程
:約

80
m)
 

・
消
火
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

60
m3
/h
/台

,揚
程
:約

60
m)
  

補
助
消
火
水
槽
 

ろ
過
水
タ
ン
ク
 

消
火
栓
を
使
用
し
た
場
合

 
電
源
有
の
場
合
(現

場
操
作
）
 

40
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

復
水
輸
送
系
ラ
イ
ン
を
使
用
し
た
場
合

 
電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

「
燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
(
常

設
ス

プ
レ

イ
ヘ

ッ
ダ

)

に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
又
は
ス
プ
レ
イ
」

 

・
大
量
送
水
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
4
4m
,Ｅ

Ｌ
13
～
33
m，

Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

16
8m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)
 

輪
谷
貯
水
槽
(西

１
），

輪
谷
貯
水
槽
(西

２
）
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

－
 

現
場
操
作
 

２
時
間

10
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

「
燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
(
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
)に

よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
又
は
ス
プ
レ
イ
」
 

・
大
量
送
水
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
4
4m
,Ｅ

Ｌ
13
～
33
m，

Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

16
8m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)
 

・
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
(保

管
場
所
:原

子
炉
建
物
１
階
又
は
２
階
)
 

配
備
数
:３

台
 

輪
谷
貯
水
槽
(西

１
），

輪
谷
貯
水
槽
(西

２
）
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

－
 

現
場
操
作
 

２
時
間

50
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員

1
名
 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

「
放
水
砲
に
よ
る
放
水
」

 
・
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

1,
80
0m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

1.
4M
Pa
) 

・
放
水
砲
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

台
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

－
 

現
場
操
作
 

４
時
間

30
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

「
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
イ
ク
機
能
に
よ
る
漏
え
い
抑
制
」

 
・
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
イ
ク
機
能
 

－
 

－
 

－
(操

作
不
要
) 

－
 

「
燃
料
プ
ー
ル
漏
え
い
緩
和
」

 

   

・
シ
ー
ル
材
 

・
接
着
剤
 

・
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
 

・
吊
り
降
ろ
し
ロ
ー
プ
 

－
 

－
 

１
時
間

30
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
３
名

 

⑧ 燃 料 プ ー ル 除 熱 戦 略 

○
事
故
時
操
作
要
領
書

(徴
候
ベ
ー
ス
),
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
 

「
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
の
復
旧
に
よ
る
除
熱
」

 

 

(1
.1
1)
 

・
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

20
0m

3
/h
/台

,全
揚
程
:約

88
m)
 

・
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
熱
交
換
器
 

配
備
数
:２

基
(伝

熱
容
量
:約

1.
9M
W/
基
) 

－
 

－
 

電
源
有
の
場
合
 

中
央
制
御
室
操
作
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

⑨ 放 射 性 物 質 拡 散 抑 制 戦 略 

○
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 
 

 
 

 
 

 

「
大

型
送

水
ポ

ン
プ

車
及

び
放

水
砲

に
よ

る
大

気
へ

の

放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
」

 

(1
.1
2)
 

・
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

1,
80
0m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

1.
4M
Pa
) 

・
放
水
砲
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

台
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
荷
揚
場
,

２
号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,３

号
炉
取

水
管
点
検
立
坑
）
 

－
 

現
場
操
作
 

４
時
間

30
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

「
放

射
性

物
質

吸
着

材
に

よ
る

海
洋

へ
の

放
射

性
物

質

の
拡
散
抑
制
」

 

・
放
射
性
物
質
吸
着
材
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:４

組
 

－
 

－
 

現
場
操
作
 

４
時
間

20
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員
５
名

 

「
シ

ル
ト

フ
ェ

ン
ス

に
よ

る
海

洋
へ

の
放

射
性

物
質

の

拡
散
抑
制
」

 

・
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
(２

号
炉
放
水
接
合
槽
用
)(
保
管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ

8.
5m
) 

配
備
数
:約

40
m 

・
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
(輪

谷
湾
用
)(
保
管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:約

68
0m
 

・
小
型
船
舶
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m
,Ｅ

Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

隻
 

－
 

２
号
炉
放
水
接
合
槽
へ
の
１
重
目
の

 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
設
置
の
場
合

 

現
場
操
作
 

３
時
間
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員
７
名

 

輪
谷
湾
へ
の
１
重
目
の

 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
の
場
合

 

現
場
操
作
 

24
時
間
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員
７
名
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第
１
表

 
個
別
戦
略
フ
ロ
ー
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（

1
2
／

1
4
）

 

注
）
本
資
料
は
，
訓
練
等
の
実
績
に
よ
り
見
直
す
可
能
性
が
あ
り
，
使
用
設
備
，
所
要
時
間
，
必
要
人
員
等
は
最
終
的
に
各
手
順
書
に
反
映
す
る
。

 

個
別
 

戦
略
 

手
順
書
等
 

技
術
的
能
力
 

に
係
る
審
査
基

準
の
該
当
項
目
 

主
な
使
用
設
備
(保

管
場
所
,仕

様
等
) 

水
源
 

備
考
 

所
要
時
間
（
目
安
) 

必
要
人
員

(目
安
) 

⑩ 電 源 確 保 戦 略( １ ／ ２) 

○
事
故
時
操
作
要
領
書

(徴
候
ベ
ー
ス

),
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書

,原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 

「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
に
よ
る
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｃ
系
及
び
 

Ｍ
／
Ｃ

 
Ｄ
系
受
電
」
 

(1
.1
4)
 

・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
 

配
備
数
:２

台
 (
容
量
:約

6,
00
0k
VA
/台

,電
圧
:6
.9
kV
) 

・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
 

配
備
数
:２

基
(容

量
:約

7.
9m

3
/基

) 

・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

4.
0m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
5M
Pa
) 

・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク
 

配
備
数
:１

基
(容

量
:約

56
0m

3
/基

) 

・
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

・
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

・
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
 

－
 

Ｍ
／
Ｃ

 
Ｄ
系
受
電
の
場
合
 

（
中
央
制
御
室
か
ら
の
起
動
）

 
40

分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｃ
系
受
電
の
場
合
 

（
中
央
制
御
室
か
ら
の
起
動
）

 
１
時
間

10
分
以
内
 

Ｍ
／
Ｃ

 
Ｄ
系
受
電
の
場
合
 

（
現
場
か
ら
の
起
動
）

 
１
時
間

5
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
２
名

 
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｃ
系
受
電
の
場
合
 

（
現
場
か
ら
の
起
動
）

 
１
時
間

10
分
以
内
 

「
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

に
よ

る
Ｓ

Ａ
ロ

ー
ド

セ
ン

タ

及
び
Ｓ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電
」

 

・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

6,
00
0k
VA
/台

,電
圧
:6
.9
kV
) 

・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ク
 

配
備
数
:２

基
(容

量
:約

7.
9m

3
/基

) 

・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:２

台
(容

量
:約

4.
0m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
5M
Pa
) 

・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク
 

配
備
数
:１

基
(容

量
:約

56
0m

3
/基

) 

・
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
 

・
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

－
 

中
央
制
御
室
か
ら
の
起
動

 
10

分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
か
ら
の
起
動

 
55

分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
２
名

 

「
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
よ
る

 

Ｍ
／
Ｃ

 
Ｃ
系
及
び
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
受
電
」
 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

 
配
備
数
:１

台
(容

量
:約

4,
00
0k
VA
,電

圧
:6
.9
kV
) 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
デ
イ
タ
ン
ク
 

 
配
備
数
:１

基
(容

量
:約

９
m3
/基

) 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
 

 
配
備
数
:１

台
(容

量
:約

4.
0m

3
/h
,吐

出
圧
力
:約

0.
54
MP
a)
 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
 

 
配
備
数
:１

基
(容

量
:約

17
0m

3
/基

) 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:１

台
(容

量
:約

24
0m

3
/h
,全

揚
程
:約

30
m)
 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
ポ
ン
プ
 

配
備
数
:１

台
(容

量
:約

34
0m

3
/h
,全

揚
程
:約

35
m)
 

・
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

・
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

－
 

－
 

１
時
間

20
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

「
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
常
設
）
を
使
用
し
た
Ｍ

／
Ｃ

 
Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
受
電
」
 

・
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
(常

設
) 
 

－
 

－
 

１
時
間

35
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

「
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
可
搬
型
）
を
使
用
し
た

Ｍ
／
Ｃ

 
Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
受
電
」
 

・
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
(可

搬
型
) 
 

－
 

－
 

４
時
間

25
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
３
名

 

「
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

Ｍ
／

Ｃ
 

Ｃ
系

又
は

Ｍ
／

Ｃ
 

Ｄ
系
受
電
」

 

・
高
圧
発
電
機
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:７

台
 (
容
量
:約

50
0k
VA
/台

,電
圧
:6
.6
kV
) 

・
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

・
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

・
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
 

 

－
 

原
子
炉
建
物
西
側
の
高
圧
発
電
機
車
接
続

 

プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
す
る
場
合

 

現
場
操
作
 

４
時
間

35
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
３
名

 

原
子
炉
建
物
南
側
の
高
圧
発
電
機
車
接
続

 

プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
す
る
場
合

 

現
場
操
作
 

４
時
間

35
分
以
内
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物

 

(緊
急
用
メ
タ
ク
ラ

)の
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
 

接
続
プ
ラ
グ
盤
に
接
続
す
る
場
合

 

現
場
操
作
 

４
時
間

40
分
以
内
 

51



第
１
表

 
個
別
戦
略
フ
ロ
ー
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（

1
3
／

1
4
）

 

注
）
本
資
料
は
，
訓
練
等
の
実
績
に
よ
り
見
直
す
可
能
性
が
あ
り
，
使
用
設
備
，
所
要
時
間
，
必
要
人
員
等
は
最
終
的
に
各
手
順
書
に
反
映
す
る
。

 

個
別
 

戦
略
 

手
順
書
等
 

技
術
的
能
力
 

に
係
る
審
査
基

準
の
該
当
項
目
 

主
な
使
用
設
備
(保

管
場
所
,仕

様
等
) 

水
源
 

備
考
 

所
要
時
間
（
目
安
) 

必
要
人
員

(目
安
) 

⑩ 電 源 確 保 戦 略( ２ ／ ２) 

「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
及
び

 

Ｓ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電
」

 

(1
.1
4)
 

・
高
圧
発
電
機
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:７

台
 (
容
量
:約

50
0k
VA
/台

,電
圧
:6
.6
kV
) 

・
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

・
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

・
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
 

・
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

－
 

原
子
炉
建
物
西
側
の
高
圧
発
電
機
車
接
続

 

プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
す
る
場
合

 

現
場
操
作
 

４
時
間

35
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
３
名

 
原
子
炉
建
物
南
側
の
高
圧
発
電
機
車
接
続

 

プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
す
る
場
合
 

現
場
操
作
 

４
時
間

35
分
以
内
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物

 

(緊
急
用
メ
タ
ク
ラ

)の
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
 

接
続
プ
ラ
グ
盤
に
接
続
す
る
場
合

 

現
場
操
作
 

４
時
間

40
分
以
内
 

「
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
」

 
・
Ｂ
－
11
5V

系
蓄
電
池
 

・
Ｂ
１
－
11
5V

系
蓄
電
池
(Ｓ

Ａ
) 

・
Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
蓄
電
池
 

・
23
0V

系
蓄
電
池
(Ｒ

Ｃ
Ｉ
Ｃ
) 

・
Ｂ
－
11
5V

系
充
電
器
盤
 

・
Ｂ
１
－
11
5V

系
充
電
器
盤
(Ｓ

Ａ
) 

・
Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器
盤
 

・
23
0V

系
充
電
器
盤
(Ｒ

Ｃ
Ｉ
Ｃ
) 

－
 

Ｂ
－
11
5V

系
蓄
電
池
，
Ｂ
１
－

11
5V

系
蓄
電

池
(Ｓ

Ａ
)及

び
Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
蓄
電
池
に

よ
る
給
電
 

－
 

(操
作
不
要
) 

現
場
運
転
員
２
名

 

Ｂ
－
11
5V

系
蓄
電
池
か
ら
Ｂ
１
－

11
5V

系

蓄
電
池
(Ｓ

Ａ
)受

電
切
替
え
完
了
及
び
不
要

負
荷
切
離
し
操
作
完
了
ま
で

 

30
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

Ａ
－
11
5V

系
充
電
器
盤
，
中
央
制
御
室

 

監
視
計
器
Ｃ
系
受
電
完
了
ま
で

 
20

分
以
内
 

Ｂ
－
11
5V

系
充
電
器
盤
，
Ｂ
１
－

11
5V

系
 

充
電
器
盤
(Ｓ

Ａ
)，

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器

盤
，
23
0V

系
充
電
器
盤

(Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
)及

び
中

央
制
御
室
監
視
計
器
Ｄ
系
受
電
完
了
ま
で

 

20
分
以
内
 

「
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
」

 
・
高
圧
発
電
機
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:７

台
(容

量
:約

50
0k
VA
/台

,電
圧
:6
.6
kV
) 

・
Ｂ
１
－
11
5V

系
充
電
器
盤
(Ｓ

Ａ
) 

・
Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器
盤
 

・
23
0V

系
充
電
器
盤
(常

用
) 

－
 

原
子
炉
建
物
西
側
の
高
圧
発
電
機
車
接
続

 

プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
の
場
合

 

現
場
操
作
 

５
時
間

10
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

現
場
運
転
員
２
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
３
名

 

原
子
炉
建
物
南
側
の
高
圧
発
電
機
車
接
続

 

プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
の
場
合

 

現
場
操
作
 

５
時
間

10
分
以
内
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物

 

(緊
急
用
メ
タ
ク
ラ

)の
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
 

接
続
プ
ラ
グ
盤
に
接
続
す
る
場
合

 

現
場
操
作
 

５
時
間

50
分
以
内
 

「
直
流
給
電
車
に
よ
る
直
流
盤
へ
の
給
電
」

 
・
高
圧
発
電
機
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:７

台
(容

量
:約

50
0k
VA
/台

,電
圧
:6
.6
kV
) 

・
直
流
給
電
車

11
5V
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m)
 

配
備
数
:１

台
 

・
直
流
給
電
車

23
0V
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m)
 

配
備
数
:１

台
 

－
 

廃
棄
物
処
理
建
物
南
側
の
直
流
給
電
車
接
続

 

プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
の
場
合

 

(Ｂ
－
11
5V

系
直
流
盤
及
び

23
0V

系
直
流
盤

(Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
))
 

現
場
操
作
 

４
時
間

15
分
以
内
 

現
場
運
転
員
２
名

 

緊
急
時
対
策
要
員
３
名

 

原
子
炉
建
物
南
側
の
直
流
給
電
車
接
続
プ
ラ

グ
収
納
箱
に
接
続
の
場
合

(Ｂ
－
11
5V

系
直

流
盤
(Ｓ

Ａ
)及

び
23
0V

系
直
流
盤
(常

用
))
 

現
場
操
作
 

４
時
間

15
分
以
内
 

「
号

炉
間

連
絡

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

た
Ａ

－
11
5V

系
直

流
盤
又
は
Ｂ
－
11
5V

系
直
流
盤
受
電
」
 

・
号
炉
間
連
絡
ケ
ー
ブ
ル
 

－
 

－
 

現
場
操
作
 

55
分
以
内
 

現
場
運
転
員
２
名
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第
１
表

 
個
別
戦
略
フ
ロ
ー
に
お
け
る
対
応
手
順
書
等
及
び
設
備
一
覧
（

1
4
／

1
4
）

 

注
）
本
資
料
は
，
訓
練
等
の
実
績
に
よ
り
見
直
す
可
能
性
が
あ
り
，
使
用
設
備
，
所
要
時
間
，
必
要
人
員
等
は
最
終
的
に
各
手
順
書
に
反
映
す
る
。

 

個
別
 

戦
略
 

手
順
書
等
 

技
術
的
能
力
 

に
係
る
審
査
基

準
の
該
当
項
目
 

主
な
使
用
設
備
(保

管
場
所
,仕

様
等
) 

水
源
 

備
考
 

所
要
時
間
（
目
安
) 

必
要
人
員

(目
安
) 

水 源 確 保 

○
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 
 

 
 

 
 

 

「
大
量
送
水
車
に
よ
る
補
給
」
 

(1
.1
3)
 

・
大
量
送
水
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
4
4m
,Ｅ

Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

16
8m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)
 

輪
谷
貯
水
槽
(西

１
），

輪
谷
貯
水
槽
(西

２
）
 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
又
は
復
水
貯
蔵
タ

ン
ク
へ
の
補
給
 

現
場
操
作
 

２
時
間

10
分
以
内
 

 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

純
水
タ
ン
ク
 

１
号
ろ
過
水
タ
ン
ク
 

２
号
ろ
過
水
タ
ン
ク
 

非
常
用
ろ
過
水
タ
ン
ク
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
補
給

 
現
場
操
作
 

１
時
間

50
分
以
内
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
の
補
給

 
現
場
操
作
 

１
時
間

30
分
以
内
 

輪
谷
貯
水
槽
(東

１
），

輪
谷
貯
水
槽
(東

２
）
 
輪
谷
貯
水
槽
(
西
１
)又

は
輪
谷
貯
水
槽
(西

２
)へ

の
補
給
 

現
場
操
作
 

１
時
間

20
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員
６
名

 

「
大
量
送
水
車
又
は
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
補
給
」
 

・
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
)
 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

1,
80
0m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

1.
4M
Pa
) 

・
大
量
送
水
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
4
4m
,Ｅ

Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

16
8m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
 

荷
揚
場
,２

号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,

３
号
炉
取
水
管
点
検
立
坑
) 

大
量
送
水
車
に
よ
る
輪
谷
貯
水
槽
(西

１
)又

は
輪
谷
貯
水
槽

(西
２
)へ

の
補
給
 

現
場
操
作
 

２
時
間

30
分
以
内
 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
輪
谷
貯
水
槽

(西
１
)又

は
輪
谷
貯
水
槽

(西
２
)へ

の
補
給
 

現
場
操
作
 

３
時
間

40
分
以
内
 

大
量
送
水
車
に
よ
る
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
の

 

補
給
 

現
場
操
作
 

２
時
間

10
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
復
水
貯
蔵
タ
ン

ク
へ
の
補
給
 

現
場
操
作
 

３
時
間

50
分
以
内
 

「
大

量
送

水
車

及
び

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

又
は

大
量

送

水
車

(２
台
)に

よ
る
補
給
」
 

 

・
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
50
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
)
 

配
備
数
:３

台
(容

量
:約

1,
80
0m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

1.
4M
Pa
) 

・
大
量
送
水
車
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
5
0m
,Ｅ

Ｌ
44
m,
Ｅ
Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
)
 

配
備
数
:５

台
(容

量
:約

16
8m

3
/h
/台

,吐
出
圧
力
:約

0.
85
MP
a)
 

海
水
取
水
箇
所
(２

号
炉
取
水
槽
，
 

荷
揚
場
,２

号
炉
放
水
槽
,１

号
炉
取
水
槽
,

３
号
炉
取
水
管
点
検
立
坑
) 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
補
給

 
現
場
操
作
 

２
時
間

10
分
以
内
 

中
央
制
御
室
運
転
員
１
名

 

緊
急
時
対
策
要
員

12
名
 

燃 料 補 給 

○
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

 
 

 
 

 
 

 

「
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

用
軽

油
タ

ン
ク

又
は

非
常

用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

燃
料

貯
蔵

タ
ン

ク
等

か
ら

タ
ン

ク
ロ
ー
リ
へ
の
補
給
」

 

(1
.1
4)
 

・
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
(保

管
場
所
:Ｅ

Ｌ
13
～
33
m,
Ｅ
Ｌ
8.
5m
) 

配
備
数
:２

台
(容
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技術的能力まとめ資料 

大規模な自然災害又は故意による大型航空機の衝突その他テロリズムへの対応より抜粋 

 

添付資料 2.1.19 

 

大規模損壊の発生に備えて配備する資機材について 

 

大規模損壊発生時に想定される以下のａ.～ｄ.の環境下等において，緊急時対策要員が事故対

応を行うために必要な資機材を第１表に示すとおり配備している。 

ｅ.の資機材については，緊急時対策所，１，２号炉中央制御室，３号炉中央制御室において，

必要数を配備することとしており，詳細を第２表に示す。 

ｆ.の資機材については，詳細を第３表に，ｇの資機材については，詳細を第４表，第１図及

び第２図に示す。 

 

ａ．全交流動力電源喪失が発生する環境で対応するために必要な照明機能を有する資機材を配

備する。 

 

ｂ．地震及び津波のような大規模な自然災害による油タンク火災，又は故意による大型航空機

の衝突に伴う大規模な航空機燃料火災の発生に備え，必要な消火活動を実施するために着

用する防護具，消火薬剤等の資機材及び大型送水ポンプ車，放水砲等の消火設備を配備す

る。 

 

ｃ．炉心損傷及び原子炉格納容器の破損による高線量の環境下において，事故対応のために着

用する全面マスク，高線量対応防護服，個人線量計等の必要な資機材を配備する。 

 

ｄ．化学薬品等が流出した場合に事故対応するために着用するマスク，長靴等の資機材を配備

する。 

 

ｅ．大規模な自然災害により外部支援が受けられない場合も事故対応を行うための防護具，線

量計，食料等の資機材を確保する。 

 

ｆ．大規模損壊発生時において，指揮者と現場間，発電所外等との連絡に必要な通信連絡設備

を確保するため，多様な複数の通信連絡設備を整備する。 

また，通常の通信連絡設備が使用不能な場合を想定した通信連絡設備として，衛星電話設

備，無線通信設備，有線式通信設備及び統合原子力防災ネットワークに接続する通信連絡

設備を配備する。 

 

ｇ．大規模損壊に特化した手順に使用する資機材を配備する。 
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第１表 重大事故等及び大規模損壊の発生に備えた資機材リスト 

品目 保管場所 規定類 

ａ.全交流動力電源喪失発生時の環境で対応するために必要な照明機能を有する資機材 

ヘッドライト 
１，２号炉中央制御室，免震重要棟，第１

チェックポイント，３号炉中央制御室 

緊急時の措置要領 

懐中電灯 

１，２号炉中央制御室，第２チェックポイ

ント，緊急時対策所，免震重要棟，第１チ

ェックポイント，３号炉中央制御室 

ＬＥＤライト 

（ランタンタイプ） 
緊急時対策所，１，２号炉中央制御室 

ＬＥＤライト 

（三脚タイプ） 
１，２号炉中央制御室前通路 

ＬＥＤライト 

（フロアタイプ） 
第２チェックポイント 

ｂ.大規模火災時に消火活動を実施するために着用する防護具，消火剤等の資機材 

耐熱服 

化学消防自動車積載 

２号炉廃棄物処理建物通路 

（チェックポイント付近） 

火災防護計画 

防火服 

消防用資機材置場 

管理事務所 

２号炉廃棄物処理建物通路 

（チェックポイント付近及び補助盤室付

近） 

セルフエアーセット 

化学消防自動車積載 

消防用資機材置場 

管理事務所 

２号炉廃棄物処理建物通路 

（チェックポイント付近及び補助盤室付

近） 

泡消火薬剤 第１保管エリア，第４保管エリア 

ｃ.高線量の環境下において事故対応するために着用するマスク，線量計等の資機材 

第２表に記載。 緊急時の措置要領 

ｄ.化学薬品等が流出した場合に事故対応するために着用するマスク，長靴等の資機材 

第２表に記載。 緊急時の措置要領 

56



第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を 

行うための防護具，線量計及び食料等の資機材（１／11） 

(1) 緊急時対策所に保管する放射線管理用資機材及びチェンジングエリア用資機材等

ａ.防護具及び除染資材（被ばく管理・除染管理） 

品名 配備数※ 考え方 

汚染防護服 1,155着 

110名（１号及び２号炉対応の緊急時対策要

員77名＋自衛消防隊15名＋運転員９名＋余

裕，以下同様）×７日×1.5倍 

靴下 1,155足 110名×７日×1.5倍 

帽子 1,155着 110名×７日×1.5倍 

綿手袋 1,155双 110名×７日×1.5倍 

ゴム手袋 2,310双 110名×７日×1.5倍×２重（内側，外側） 

ろ過式呼吸用保護具 

（以下内訳） 
495個 

110名×３日（除染による再使用を考慮）

×1.5倍 

電動ファン付き全面マスク 30個 
30名（１号及び２号炉対応の現場復旧班要

員24名＋放射線管理班要員４名＋余裕） 

全面マスク 465個 495個－30個 

チャコールフィルタ 

（以下内訳） 
1,155組 110名×７日×1.5倍 

電動ファン付き 

全面マスク用 
210組 30名×７日 

全面マスク用 945組 1,155組－210組 

被水防護服 578着 
110名×７日×1.5倍×50％（年間降水日数

を考慮） 

作業用長靴 30足 
30名（１号及び２号炉対応の現場復旧班要

員24名＋放射線管理班要員４名＋余裕） 

高線量対応防護服 

（タングステンベスト） 
12着 

12名（プルーム通過直後に対応する現場復

旧班要員12名） 

※予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う）
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を 

行うための防護具，線量計及び食料等の資機材（２／11） 

 

ｂ.計測器（被ばく管理・汚染管理） 

品名 配備数※ 考え方 

個人線量計 

（電子式線量計） 
110台 

110名（１号及び２号炉対応の緊急時対策要員

77名＋自衛消防隊15名＋運転員９名＋余裕） 

個人線量計 

（ガラスバッジ） 
110個 

110名（１号及び２号炉対応の緊急時対策要員

77名＋自衛消防隊15名＋運転員９名＋余裕） 

ＧＭ汚染サーベイ・メータ ４台 
緊急時対策所内モニタリング用１台＋チェン

ジングエリア用２台＋予備１台 

電離箱サーベイ・メータ ５台 
緊急時対策所内モニタリング用１台＋屋外モ

ニタリング用３台＋予備１台 

可搬式エリア放射線モニタ ２台 

緊急時対策所の居住性（線量率）を確認する

ための重大事故等対処設備として１台＋予備

１台（緊急時対策本部に１台設置する。設置

のタイミングは，チェンジングエリア設営判

断と同時（「原子力災害対策特別措置法」第十

条第一項に該当する事象又は「原子力災害対

策特別措置法」第十五条第一項に該当する事

象）） 

ダストサンプラ ２台 室内のモニタリング用１台＋予備１台 

※予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う） 

 

ｃ.薬品防護具類（緊急時対策所） 

品名 配備数※ 考え方 

化学防護服 

40セット 

装備品一式を１セットとして配備する。 

40名（１号及び２号炉対応の現場復旧班要員

24名＋放射線管理班要員４名＋余裕） 

化学防護手袋 

化学防護長靴 

全面マスク 

チャコールフィルタ 

※今後，訓練等で見直しを行う 
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を 

行うための防護具，線量計及び食料等の資機材（３／11） 

 

ｄ.チェンジングエリア用資機材 

品名 配備数※１ 根拠 

養生シート ５巻※２ 

チェンジングエリア 

の設営及び運用に必要な

数量 

バリア ５個※３ 

粘着マット ４枚※４ 

装備回収箱 ８個※５ 

ヘルメット掛け １式 

ポリ袋 300枚※６ 

テープ 24巻※７ 

ウエス １箱※８ 

ウェットティッシュ ５個※９ 

はさみ １個 

マジック ２本 

簡易テント １台※10 

簡易シャワー １台 

簡易タンク １台 

トレイ １個 

バケツ ２個 

ベルトパーテーション ３本※11 

可搬式空気浄化装置 １台 

※１ 今後，訓練等で見直しを行う 

※２ 約 130m2（床，壁の養生面積（エリア全面張替え１回分））×２（補修張替え等） 

÷90m2/巻×1.5倍≒５巻（養生シート損傷，汚染時等） 

※３ ５個（各エリア間設置箇所数） 

※４ ２枚(設置箇所数)×２（汚染時の交換用）＝４枚 

※５ ８個（設置箇所数） 

※６ ８枚（設置箇所）×３枚/日（１日交換回数）×７日×1.5倍＝252枚→300枚 

※７ 約 230m（養生エリアの外周距離（エリア全面張替え１回分））×２（補修張替え等） 

÷30m/巻×1.5倍＝23巻→24巻（養生シート損傷，汚染時等） 

※８ 1,200枚/箱（除染等） 

※９ 120枚/個（除染等） 

※10 960mm×960mm×1,600mm（除染エリア設置） 

※11 ３本（設置箇所数） 
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を 

行うための防護具，線量計及び食料等の資機材（４／11） 
 

ｅ.飲食料等 

品名 配備数※ 考え方 

食料 2,310食 

110 名（１号及び２号炉対応の緊急時対策要員 77 名＋

自衛消防隊 15名＋運転員９名＋余裕，以下同様）×７

日×３食 

飲料水 

（1.5リットル） 
1,540本 110名×７日×２本（1.5リットル/本） 

簡易トイレ １式 
プルーム通過中に緊急時対策所から退出する必要がな

いよう，簡易トイレを配備する。 

安定よう素剤 880錠 110名×８錠（初日２錠＋２日目以降１錠/日×６日） 

※予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う） 

 

ｆ.その他資機材 

品名 配備数 考え方 

酸素濃度計 ２台 予備を含む 

二酸化炭素濃度計 ２台 予備を含む 

一般テレビ 

（回線，機器） 
１式 報道や気象情報等を入手するため 

社内パソコン 

（回線，機器） 
１式 

社内情報共有に必要な資料，書類等を作成 

するため 
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を 

行うための防護具，線量計及び食料等の資機材（５／11） 

 

(2) 緊急時対策所に配備する原子力災害対策活動で使用する資料 

資料名 

１．島根原子力発電所サイト周辺地図 

① 島根原子力発電所周辺地図（１／25,000） 

② 島根原子力発電所周辺地図（１／50,000） 

２．島根原子力発電所サイト周辺航空写真パネル 

３．島根原子力発電所周辺環境モニタリング関係データ 

① 空間線量モニタリング配置図 

② 環境試料サンプリング位置図 

③ 環境モニタリング測定データ 

４．島根原子力発電所周辺人口関連データ 

① 方位別人口分布図 

② 集落の人口分布図 

③ 市町村人口表 

５．島根原子力発電所原子炉設置（変更）許可申請書 

６．島根原子力発電所系統図及び配置図（各ユニット） 

① 系統図 

② プラント配置図 

７．島根原子力発電所防災関係規程類 

① 原子炉施設保安規定 

② 原子力事業者防災業務計画 

③ 異常事象発生時の対応要領 

８．島根原子力発電所気象観測データ 

① 統計処理データ 

② 毎時観測データ 

９．島根原子力発電所主要系統模式図（各ユニット） 

10．島根原子力発電所プラント主要設備概要（各ユニット） 

11．プラント関係プロセス及びエリア放射線計測配置図（各ユニット） 

12．原子炉安全保護系ロジック一覧表（各ユニット） 

13．事故時操作要領書 
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を 

行うための防護具，線量計及び食料等の資機材（６／11） 

(3) １，２号炉中央制御室に保管する放射線管理用資機材及びチェンジングエリア用資機材等

ａ.防護具及び除染用資機材（被ばく管理・除染管理） 

品名 配備数※ 考え方 

汚染防護服 210着 
10名（運転員９名＋余裕，以下同様）×２交

替×７日×1.5倍 

靴下 210足 10名×２交替×７日×1.5倍 

帽子 210着 10名×２交替×７日×1.5倍 

綿手袋 210双 10名×２交替×７日×1.5倍 

ゴム手袋 420双 
10名×２交替×７日×1.5倍×２重（内側，外

側） 

ろ過式呼吸用保護具 

（以下内訳） 
90個 

10名×２交替×３日（除染による再使用を考

慮）×1.5倍 

電動ファン付き 

全面マスク 
10個 10名 

全面マスク 80個 90個－10個 

チャコールフィルタ 

（以下内訳） 
210組 10名×２交替×７日×1.5倍 

電動ファン付き 

全面マスク用 
70組 10名×７日 

全面マスク用 140組 210組－70組 

被水防護服 105着 
10名×２交替×７日×1.5倍×50％（年間降水

日数を考慮） 

作業用長靴 10足 10名 

セルフエアーセット ４台 初期対応用３台＋予備１台 

酸素呼吸器 ３台 
インターフェイスシステムLOCA等対応用２台

＋予備１台 

※予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う）
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を 

行うための防護具，線量計及び食料等の資機材（７／11） 

 

ｂ.計測器（被ばく管理・汚染管理） 

品名 配備数※ 考え方 

個人線量計 

（電子式線量計） 
10台 10名（運転員９名＋余裕） 

個人線量計 

（ガラスバッジ） 
10個 10名（運転員９名＋余裕） 

ＧＭ汚染サーベイ・メータ ３台 
中央制御室内外モニタリング用１台＋チェ

ンジングエリア用１台＋予備１台 

電離箱サーベイ・メータ ２台 
中央制御室内外モニタリング用１台＋予備

１台 

可搬式エリア放射線モニタ ３台 

中央制御室内用１台＋チェンジングエリア

用１台＋予備１台（設置のタイミングは，

チェンジングエリア設営判断と同時（「原子

力災害特別措置法」第十条第一項に該当す

る事象又は「原子力災害対策特別措置法」

第十五条第一項に該当する事象）） 

ダストサンプラ ２台 室内のモニタリング用１台＋予備１台 

※予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う） 

 

 

ｃ.薬品防護具類（１，２号炉中央制御室） 

品名 配備数※ 考え方 

化学防護服 

10セット 
装備品一式を１セットとして配備する。 

10名（運転員９名＋余裕） 

化学防護手袋 

化学防護長靴 

全面マスク 

チャコールフィルタ 

※今後，訓練等で見直しを行う 
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を 

行うための防護具，線量計及び食料等の資機材（８／11） 

ｄ.チェンジングエリア用資機材 

品名 配備数※１ 根拠 

チェンジングエリア区画資材 １式 

チェンジングエリア設

営及び運用に必要な数

量 

養生シート ２巻※２ 

バリア ４個※３ 

粘着マット ４枚※４ 

装備回収箱 ６個※５ 

ヘルメット掛け １式 

ポリ袋 200枚※６ 

テープ 12巻※７ 

ウエス １箱※８ 

ウェットティッシュ ５個※９ 

はさみ １個 

マジック ２本 

簡易テント １台※10 

簡易シャワー １台 

簡易タンク １台 

トレイ １個 

バケツ ２個 

可搬式空気浄化装置 １台 

チェンジングエリア用照明 ２個 

※１ 今後，訓練等で見直しを行う。

※２ 約35m2（床，壁の養生面積）×３（エリア全面張替え１回分＋補修張替え等）

÷90m2/巻×1.5倍≒２巻（養生シート損傷，汚染時等） 

※３ ４個（各エリア間設置箇所数）

※４ ２枚(設置箇所数)×２（汚染時の交換用）＝４枚

※５ ６個（設置箇所数）

※６ ６枚（設置箇所）×３枚/日（１日交換回数）×７日×1.5倍＝189枚→200枚

※７ 約80m（養生エリアの外周距離）×３（エリア全面張替え１回分＋補修張替え等）

÷30m/巻×1.5倍＝12巻（養生シート損傷，汚染時等） 

※８ 1,200枚/箱（除染等）

※９ 120枚/個（除染等）

※10 960mm×960mm×1,600mm（除染エリア設置）
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を 

行うための防護具，線量計及び食料等の資機材（９／11） 

 

ｅ.飲食料等 

品名 配備数※ 考え方 

食料 210食 
10名（運転員９名＋余裕，以下同様）×７日

×３食 

飲料水（1.5リットル） 140本 10名×７日×２本 

簡易トイレ １式 － 

安定よう素剤 160錠 
10 名×８錠（初日２錠＋２日目以降１錠/日

×６日）×２交替 

※予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う） 

 

ｆ.その他資機材 

品名 配備数※ 考え方 

酸素濃度計 ３台 
中央制御室１台＋中央制御室待避室１台＋予

備１台 

二酸化炭素濃度計 ３台 
中央制御室１台＋中央制御室待避室１台＋予

備１台 

ＬＥＤライト 

（三脚タイプ） 
３個 中央制御室主盤エリア２個＋予備１個 

ＬＥＤライト 

（ランタンタイプ） 
12個 

中央制御室執務室机６個＋中央制御室待避室

２個＋予備４個 

ヘッドライト 11個 運転員分９個＋予備２個 

※予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う） 
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を 

行うための防護具，線量計及び食料等の資機材（10／11） 

 

(4) ３号炉中央制御室に保管する放射線管理用資機材等 

 

ａ.防護具及び除染用資機材（被ばく管理・除染管理） 

品名 配備数※ 考え方 

汚染防護服 ３着 ３名（運転補助要員２名＋余裕，以下同様） 

靴下 ３足 ３名 

帽子 ３着 ３名 

綿手袋 ３双 ３名 

ゴム手袋 ６双 ３名×２重（内側，外側） 

全面マスク ３個 ３名 

チャコールフィルタ ３組 ３名 

被水防護服 ３着 ３名 

作業用長靴 ３足 ３名 

セルフエアーセット ３台 初期対応用２台＋予備１台 

酸素呼吸器 ３台 ２台＋予備１台 

※予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う） 
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第２表 外部支援が受けられないことを想定した事故対応を 

行うための防護具，線量計及び食料等の資機材（11／11） 

 

ｂ.計測器（被ばく管理） 

品名 配備数※ 考え方 

個人線量計 

（電子式線量計） 
３台 ３名（運転補助要員２名＋余裕） 

個人線量計 

（ガラスバッジ） 
３個 ３名（運転補助要員２名＋余裕） 

※予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う） 

 

ｃ.薬品防護具類（３号炉中央制御室） 

品名 配備数※ 考え方 

化学防護服 

３セット 
装備品一式を１セットとして配備する。 

３名（運転補助要員２名＋余裕） 

化学防護手袋 

化学防護長靴 

全面マスク 

チャコールフィルタ 

※今後，訓練等で見直しを行う 

 

ｄ.その他資機材 

品名 配備数※ 考え方 

ヘッドライト ３個 ３名（運転補助要員２名＋余裕） 

※予備を含む（今後，訓練等で見直しを行う） 
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第
３
表
 通

信
連
絡
設
備
の
確
保
（
１
／
３
）
 

通
信
種
別
 

主
要
施
設
 

通
信
連
絡
の
場
所

※
１
 

台
数
・
保
管
場
所
 

発
電
所
内
 

有
線
式
通
信
設
備
 

有
線
式
通
信
機

※
２
 

・
中
央
制
御
室
－
現
場
（
屋
内
）
 

10
台
 

・
廃
棄
物
処
理
建
物
（
中
央
制
御
室
付
近
）：

10
台
 

有
線
式
通
信
設
備
用
中
継
コ
ー
ド

※

２
 

６
台
 

・
廃
棄
物
処
理
建
物
（
中
央
制
御
室
付
近
）：

６
台
 

所
内
通
信
連
絡
設
備
 

（
警
報
装
置
を
含
む
。）

 

ハ
ン
ド
セ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

・
緊
急
時
対
策
所
―
中
央
制
御
室
 

・
緊
急
時
対
策
所
－
現
場
（
屋
外
）
 

・
中
央
制
御
室
－
現
場
（
屋
内
）
 

・
緊
急
時
対
策
所
－
３
号
炉
中
央
制
御
室
 

約
19
0
台
 

・
緊
急
時
対
策
所
  
  
  
  
：
２
台
 

・
１
，
２
号
炉
中
央
制
御
室
：
14

台
 

・
３
号
炉
中
央
制
御
室
  
  
：
10

台
 

・
原
子
炉
建
物
他
  
  
  
  
：
約

16
0
台
 

・
屋
外
  
  
  
  
  
  
  
  
：
８
台
 

ス
ピ
ー
カ
 

約
31
0
台
 

・
緊
急
時
対
策
所
  
  
  
  
：
２
台
 

・
１
，
２
号
炉
中
央
制
御
室
：
４
台
 

・
３
号
炉
中
央
制
御
室
  
  
：
４
台
 

・
原
子
炉
建
物
他
  
  
  
  
：
約

29
0
台
 

・
屋
外
  
  
  
  
  
  
  
  
：
８
台
 

無
線
通
信
設
備
 

無
線
通
信
設
備
（
固
定
型
）

※
２
 

・
緊
急
時
対
策
所
－
中
央
制
御
室
 

・
緊
急
時
対
策
所
－
現
場
（
屋
外
）
 

・
緊
急
時
対
策
所
－
現
場
（
屋
内
）
 

・
現
場
（
屋
外
）
－
現
場
（
屋
外
）
 

７
台
 

・
緊
急
時
対
策
所
  
  
  
  
：
５
台
 

・
１
，
２
号
炉
中
央
制
御
室
：
２
台
 

（
中
央
制
御
室
待
避
室
用
を
含
む
。）

 

無
線
通
信
設
備
（
携
帯
型
）

※
２
 

63
台
 

・
緊
急
時
対
策
所
 

：
62

台
 

・
３
号
炉
中
央
制
御
室
 

：
１
台
 

※
１
 
現
場
（
屋
内
）：

制
御
室
建
物
，
原
子
炉
建
物
，
タ
ー
ビ
ン
建
物
，
廃
棄
物
処
理
建
物
 

※
２
 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

68



第
３
表
 通

信
連
絡
設
備
の
確
保
（
２
／
３
）
 

通
信
種
別
 

主
要
施
設
 

通
信
連
絡
の
場
所

※
１
 

台
数
・
保
管
場
所
 

発
電
所
内
 

電
力
保
安
通
信
用
 

電
話
設
備
 

固
定
電
話
機
 

・
緊
急
時
対
策
所
－
中
央
制
御
室

・
中
央
制
御
室
－
現
場
（
屋
内
）

約
22
0
台
 

・
緊
急
時
対
策
所

  
：
10

台
 

・
１
，
２
号
炉
中
央
制
御
室
  
  
：
７
台
 

・
管
理
事
務
所
・
原
子
炉
建
物
他
：
約

20
0
台

Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
 

・
緊
急
時
対
策
所
－
中
央
制
御
室

・
緊
急
時
対
策
所
－
現
場
（
屋
外
）

・
中
央
制
御
室
－
現
場
（
屋
内
）

・
現
場
（
屋
外
）
－
現
場
（
屋
外
）

約
54
0
台
 

・
緊
急
時
対
策
所

：
32

台
 

・
１
，
２
号
炉
中
央
制
御
室
：
10

台

・
発
電
所
員
他
配
備
分
  
  
：
約

50
0
台
 

（
運
転
補
助
要
員
分
を
含
む
。）

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
 

・
緊
急
時
対
策
所
－
中
央
制
御
室

２
台
 

・
緊
急
時
対
策
所

：
１
台
 

・
１
，
２
号
炉
中
央
制
御
室
：
１
台

衛
星
電
話
設
備
 

衛
星
電
話
設
備
（
固
定
型
）

※
２
 

・
緊
急
時
対
策
所
－
中
央
制
御
室

・
緊
急
時
対
策
所
－
現
場
（
屋
外
）

・
緊
急
時
対
策
所
－
現
場
（
屋
内
）

・
現
場
（
屋
外
）
－
現
場
（
屋
外
）

７
台
 

・
緊
急
時
対
策
所

：
５
台
 

・
１
，
２
号
炉
中
央
制
御
室
：
２
台

（
中
央
制
御
室
待
避
室
用
を
含
む
。）

衛
星
電
話
設
備
（
携
帯
型
）

※
２
 

27
台
 

・
緊
急
時
対
策
所
  
  
：
10

台
 

・
３
号
炉
中
央
制
御
室
：
１
台

・
構
外
参
集
拠
点
  
  
：
15

台

（
緑
ヶ
丘
施
設
，
宮
内
社
宅
・
寮
，
佐
太
前
寮
）

・
支
援
拠
点

：
１
台
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
 

シ
ス
テ
ム
 

（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
 

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
デ
ー
タ
収
集
サ
ー
バ

※
２
 

・
計
算
機
室

１
式
 

・
計
算
機
室

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
伝
送
サ
ー
バ

※
２
 

・
緊
急
時
対
策
所

１
式
 

・
緊
急
時
対
策
所

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
デ
ー
タ
表
示
装
置

※
２
 

・
緊
急
時
対
策
所

１
式
 

・
緊
急
時
対
策
所

※
１
 
現
場
（
屋
内
）：

制
御
室
建
物
，
原
子
炉
建
物
，
タ
ー
ビ
ン
建
物
，
廃
棄
物
処
理
建
物

※
２
 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
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第
３
表
 通

信
連
絡
設
備
の
確
保
（
３
／
３
）
 

通
信
種
別
 

主
要
施
設
 

通
信
連
絡
の
場
所

※
１
 

台
数
・
保
管
場
所
 

発
電
所
外
 

 統
合
原
子
力
防
災
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
 

接
続
す
る
通
信
連
絡
設
備
 

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

 

（
有
線
系
，
衛
星
系
）

※
２
 

・
緊
急
時
対
策
所
－
発
電
所
外
 

１
式
 

・
緊
急
時
対
策
所
 

Ｉ
Ｐ
－
電
話
機
 

（
有
線
系
，
衛
星
系
）

※
２
 

６
台
 

・
緊
急
時
対
策
所
：
 

４
台
（
有
線
系
），

２
台
（
衛
星
系
）
 

Ｉ
Ｐ
－
Ｆ
Ａ
Ｘ
 

（
有
線
系
，
衛
星
系
）

※
２
 

３
台
 

・
緊
急
時
対
策
所
：
 

２
台
（
有
線
系
），

１
台
（
衛
星
系
）
 

専
用
電
話
設
備
 

専
用
電
話
設
備
 

（
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）
 

６
台
 

・
１
，
２
号
炉
中
央
制
御
室
：
２
台
 

・
緊
急
時
対
策
所
  
  
  
  
：
４
台
 

局
線
加
入
電
話
設
備
 

固
定
電
話
機
 

１
台
 

・
緊
急
時
対
策
所
：
１
台
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
 

１
台
 

・
緊
急
時
対
策
所
：
１
台
 

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム

（
社
内
向
）
 

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
 

（
社
内
向
）
 

１
式
 

・
緊
急
時
対
策
所
 

衛
星
電
話
設
備
 

（
社
内
向
）
 

衛
星
社
内
電
話
機
 

１
台
 

・
緊
急
時
対
策
所
：
１
台
 

衛
星
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
 

（
社
内
向
）
 

１
式
 

・
緊
急
時
対
策
所
 

デ
ー
タ
伝
送
設
備
 

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
伝
送
サ
ー
バ

※
２
 

１
式
 

・
緊
急
時
対
策
所
 

※
１
 
現
場
（
屋
内
）：

制
御
室
建
物
，
原
子
炉
建
物
，
タ
ー
ビ
ン
建
物
，
廃
棄
物
処
理
建
物
 

※
２
 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
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第４表 大規模損壊に特化した手順に使用する資機材 

品目 保管場所 保管数※１ 規定類※２ 

可搬型計測器 

（ハンディキャリブレ

ータ） 

３号炉中央制御室 ６ 

緊急時の措置要領 

緊急時対策所 30※３ 

計装ケーブル 原子炉建物 ３※４ 

衛星電話用端末 原子炉建物 ３ 

衛星電話設備用 

中継コード 
原子炉建物 ３※６ 

有線式通信機※５ 免震重要棟 ６ 

有線式通信設備用 

中継コード※５ 
免震重要棟 15※７ 

※１ 今後，訓練等で見直しを行う。 

※２ 記載する社内規定類については今後の運用を踏まえた検討により変更となる可能性がある。 

※３ 重大事故等対策用に配備する可搬型計測器（予備）と兼用。 

※４ 200ｍ巻（１台当たり）：２台，予備１台（実際の敷設長さ約170m×２（計器２つ分敷設））。 

※５ 中央制御室の機能喪失時は，緊急時対策所近傍の免震重要棟に保管している有線式通信機（５台，予備１台）及び有線式通信設備用中

継コード（200ｍ巻（１台当たり），14台，予備１台）を使用し，緊急時対策所から現場（屋内）まで有線式通信設備用中継コードを敷

設して通信連絡を行う。 

※６ 200m巻（１台当たり）：２台，予備１台（実際の敷設長さ約 320m）。 

※７ 200m巻（１台当たり）：14台，予備１台（実際の敷設長さ 屋外 1140m（６台），屋内最長 390m（８台：２台×班数が最大となる原子

炉補機代替冷却系による除熱手順の４班）。 
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（注）屋外は緊急時対策所から原子炉建物西側の入口までの敷設長が 1,140ｍであり，これを満足する有線式通信設備用中継コード６台（200

ｍ/台）を緊急時対策所近傍の免震重要棟に保管する。 

第１図 有線式通信設備用中継コード屋外敷設ルート図 

 

 

【凡例】 

  ：有線式通信設備用中継 

コード敷設ルート 

  ：最長となる場所 

 
M2FL EL5.3m 

原子炉建物 廃棄物処理建物 制御室建物 タービン建物 

 
B1FL EL8.8m 

 
1FL EL15.3m 

 
2FL EL23.8m 

 
M2FL EL30.5m 

 
3FL EL34.8m 

 
4FL EL42.8m 

 
B2FL EL3.0m 

 
B1FL EL8.8m 

 
MB1FL EL12.3m 

 
1FL EL16.9m 

 
2FL EL22.1m 

 
3FL EL26.7m 

 
4FL EL32.0m 

 
5FL EL37.5m 

 
B1FL EL2.0m 

 
1FL EL5.5m 

 
2FL EL16.9m 

 
3FL EL20.6m 

 
4FL EL32.0m 

 
1FL EL1.6m 

 
2FL EL8.8m 

 
3FL EL12.8m 

 
4FL EL16.9m 

 
B2FL EL1.3m 

場所：１号非常用 M/C（390m） 

原子炉建物西側 

 

 

（注１）屋内は，原子炉建物西側の入口から最長となる制御室建物１階までの 390ｍを，班数が最大となる原子炉補機代替冷却系による除熱

手順の４班がそれぞれ敷設するとした場合，これを満足する有線式通信設備用中継コード８台（２台×４班，200ｍ/台）を緊急時

対策所近傍の免震重要棟に保管する。 

敷設長さは，大規模損壊時を想定し，技術的能力における操作うち，最長距離である制御室建物１階１号炉非常用電気室で行う「号

炉間電力融通電気設備による給電」（自主対策設備）に基づき算出した。 

（注２）有線式通信設備用中継コード以外の資機材としては，有線式通信機を保管する。作業班用に４台（各班１台），緊急時対策所に１台

の合計５台を緊急時対策所近傍の免震重要棟に保管する。 

（注３）重大事故等時において，重大事故等対処設備による対応を行う場合は，専用接続端子を使用することにより，水密扉を開放状態に

することなく対応することが可能である。一方，大規模損壊時においては，専用接続端子が機能喪失している可能性があること，

及び，自主対策設備による対応を行う場合があることから，有線式通信設備用中継コードの敷設ルート上の水密扉は，漏えい検知

器や周囲の溢水の状況等により水密扉の開放可否を判断し，開放が可能と判断した場合には，水密扉を開放して有線式通信設備用

中継コードを敷設する。なお，水密扉の開放が困難であると判断した場合には，他ルートの使用又は他の個別戦略による対応を検

討する。 

 

第２図 有線式通信設備用中継コード屋内敷設ルート図 

（「号炉間電力融通電気設備による給電」（自主対策設備）による例） 
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内部溢水，重大事故等および大規模損壊が発生した後の 

措置について 
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内部溢水，重大事故等および大規模損壊が発生した後の措置について 

 

実用炉規則および保安規定審査基準の改正により，内部溢水，重大事故等および大規模損壊発

生時における原子炉施設の保全のための活動を行う体制の整備について新たに要求され，この要

求は，実用炉規則第９２条第１項第１５号「非常の場合に講ずべき処置」とは別に，第１６号「設

計想定事象等に係る発電用原子炉施設の保全に関する措置」として追加された。 

この要求を踏まえた保安規定の変更については，第９章（緊急時の措置）ではなく，第４章（運

転管理）第１７条に体制の整備に係る計画を策定し，実施し，評価し，継続的に改善していく管

理の枠組みとして規定することとした。即ち，本条文は原災法第１０条または第１５条に相当す

る事象が発生した後の措置を規定したものではなく，内部溢水，重大事故等および大規模損壊発

生時における原子炉施設の保全のための活動を行うために必要な体制の整備（備え）を規定した

ものである。 

なお，内部溢水，重大事故等および大規模損壊の発生（原子力災害に至るおそれが発生した場

合（＝特定事象の発生））以降については，原子力災害の未然防止を目的とする原子炉等規制法体

系の保安規定の範囲を超えているため，防災に係る法令，特に原災法のもと公衆の安全を守るた

めに講ずべき措置について原子力事業者防災業務計画に定め，それに従い実施することとなって

いる。これは，保安規定審査基準の第１５号「非常の場合に講ずべき処置」の要求とも整合して

いる。 

よって，内部溢水，重大事故等および大規模損壊が発生した後の措置に関する事項については，

保安規定審査基準の第１５号「非常の場合に講ずべき処置」の要求として，第９章（緊急時の措

置）に整理する。 

 

以 上 

 

保安規定審査基準 抜粋 

実用炉規則第９２条第１項第１５号 非常の場合に講ずべき処置 

１． 緊急時に備え、平常時から緊急時に実施すべき事項が定められていること。 

２． 緊急時における運転に関する組織内規程類を作成することが定められていること。 

３． 緊急事態発生時は定められた通報経路に従い、関係機関に通報することが定められていること。 

４． 緊急事態の発生をもってその後の措置は、原子力災害対策特別措置法（平成１１年法律第１５

６号）第７条第１項の原子力事業者防災業務計画によることが定められていること。 

５． 緊急事態が発生した場合は、緊急時体制を発令し、応急措置及び緊急時における活動を実施す

ることが定められていること。 

８． 事象が収束した場合は、緊急時体制を解除することが定められていること。 

９． 防災訓練の実施頻度について定められていること。 
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重大事故等および大規模損壊対応に係る実施基準（添付３） 

における資機材配備の記載の考え方について 
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重大事故等および大規模損壊対応に係る実施基準（添付３）における資機材配備の記載の考え方

について 

重大事故等および大規模損壊対応における資機材配備の記載については，以下の考え方で記載

を行う。 

ａ．重大事故等対策 

重大事故等発生時の対応に必要な資機材について，重大事故の発生および拡大の防止に必要

な措置（表１～表 19），アクセスルートの確保，復旧作業および支援等に記載する資機材を配

備することを記載する。 

ｂ．大規模損壊時の対応 

大規模損壊発生時の対応に必要な資機材について，重大事故等対策で配備する資機材の基本

的な考え方を基に，高線量の環境，大規模な火災の発生および外部支援が受けられない状況を

想定し配備することを記載する。 

また，そのような状況においても使用を期待できるよう，原子炉建物，制御室建物および廃

棄物処理建物から 100m以上離隔をとった場所に分散して配備することを記載する。 

○配備する資機材の概要

（１）全交流動力電源喪失が発生する環境で対応するために必要な照明機能を有する資機材 

（２）地震および津波のような大規模な自然災害による油タンク火災または故意による大型航

空機の衝突に伴う大規模な航空機燃料火災の発生に備え，必要な消火活動を実施するた

めに着用する防護具，消火薬剤等の資機材および大型送水ポンプ車や放水砲等の消火設

備 

（３）炉心損傷および原子炉格納容器の破損による高線量の環境下において，事故対応のため

に着用する全面マスク，高線量対応防護服，個人線量計等の必要な資機材 

（４）化学薬品等が流出した場合に備えて，マスク，長靴等の資機材を配備する。 

（５）大規模な自然災害により外部支援が受けられない場合も事故対応を行うための防護具，

線量計，食料等の資機材 

（６）大規模損壊発生時において，指揮者と現場間，発電所外等との連絡に必要な通信連絡設

備を確保するための，多様な複数の通信連絡設備 

また，通常の通信連絡設備が使用不能な場合を想定した通信連絡設備として，衛星電

話設備，無線通信設備，有線式通信設備および統合原子力防災ネットワークに接続する

通信連絡設備 

（７）大規模損壊に特化した手順に使用する資機材を配備する。 

添付資料：重大事故等および大規模損壊の対処に必要な設備・資機材一覧表（案）参照 

以 上 
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添付資料 1.0.2 

島根原子力発電所２号炉 

可搬型重大事故等対処設備保管場所 

及びアクセスルートについて 
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はじめに 

実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止

に必要な措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基準（平成 25年 6

月 19日 原規技発第 1306197号 原子力規制委員会制定）では，可搬型重大事故等

対処設備を使用する際のアクセスルートの確保に関し，以下のとおり要求してい

る。 

Ⅱ 要求事項 

1. 重大事故等対策における要求事項

1.0 共通事項 

(1) 重大事故等対処設備に係る要求事項

② アクセスルートの確保

発電用原子炉設置者において、想定される重大事故等が発生した場合に

おいて、可搬型重大事故等対処設備を運搬し、又は他の設備の被害状況を

把握するため、工場又は事業所（ 以下「工場等」という。）内の道路及び

通路が確保できるよう、実効性のある運用管理を行う方針であること。 

本要求に対し島根原子力発電所２号炉では，アクセスルートの確保に関し，以

下のとおり対応することとしている。 

1.0.2 共通事項 

(1) 重大事故等対処設備に係る事項

ｂ．アクセスルートの確保 

想定される重大事故等が発生した場合において，可搬型重大事故等対処

設備を運搬し，又は他の設備の被害状況を把握するため，発電所内の道路

及び通路が確保できるよう，以下の実効性のある運用管理を実施する。 

(a) 屋外アクセスルート

重大事故等が発生した場合，事故収束に迅速に対応するため，屋外の

可搬型重大事故等対処設備（大量送水車，高圧発電機車，可搬式モニタ

リング・ポスト等）の保管場所から使用場所まで運搬するアクセスルー

トの状況確認，取水箇所の状況確認及びホース敷設ルートの状況確認を

行い，合わせて，軽油タンク，常設代替交流電源設備及びその他屋外設

備の被害状況の把握を行う。 

(b) 屋内アクセスルート

重大事故等が発生した場合において，屋内の現場操作場所までのアク

セスルートの状況確認を行い，合わせて，その他屋内設備の被害状況の

把握を行う。 
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本資料では，重大事故等時の対応に必要となる可搬型重大事故等対処設備の保

管場所，同設備の運搬のための屋外アクセスルート及び屋内現場操作場所までの

緊急時対策要員の移動のための屋内アクセスルートについて，基準への適合状況

を確認することを目的とする。 
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1. 新規制基準への適合状況

可搬型重大事故等対処設備（以下「可搬型設備」という。）の保管場所から設

置場所及び接続場所まで運搬するための経路，他の設備の被害状況を把握する

ための経路（以下「アクセスルート」という。）に関する要求事項と，その適合

状況は，以下のとおりである。 

(1) 「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関す

る規則」 

第四十三条（重大事故等対処設備） 

新規制基準の項目 適合状況概要 

第
３
項

五 地震、津波その他の自然現象又は故

意による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズムによる影響、設計基準事故対

処設備及び重大事故等対処設備の配置

その他の条件を考慮した上で常設重大

事故等対処設備と異なる保管場所に保

管すること。 

六 想定される重大事故等が発生した場

合において可搬型重大事故等対処設備

を運搬し、又は他の設備の被害状況を

把握するため、工場等内の道路及び通

路が確保できるよう、適切な措置を講

じたものであること。 

七 重大事故防止設備のうち可搬型のも

のは、共通要因によって、設計基準事

故対処設備の安全機能、使用済燃料貯

蔵槽の冷却機能若しくは注水機能又は

常設重大事故防止設備の重大事故に至

るおそれがある事故に対処するために

必要な機能と同時にその機能が損なわ

れるおそれがないよう、適切な措置を

講じたものであること。 

可搬型設備は，地震，津波その他の自

然現象，設計基準事故対処設備及び常設

重大事故等対処設備の配置その他の条件

を考慮した上で，設計基準事故対処設備

及び常設重大事故等対処設備に対して，

同時に必要な機能が失われないよう，

100m以上の離隔を確保するとともに，防

波壁及び防火帯の内側に保管し，かつ２

セットのうち少なくとも１セットは高台

に保管する。また，分散配置が可能な可

搬型設備については，分散配置して保管

する。 

地震，津波その他の自然現象を想定し，

迂回路も考慮して複数のアクセスルート

を確保する。また，がれき等によってア

クセスルートの確保が困難となった場合

に備え，ホイールローダを配備し，がれ

き等の撤去を行えるようにしている。 

可搬型設備は，設計基準事故対処設備

及び常設重大事故等対処設備と同時に必

要な機能が失われないよう，100m以上の

離隔をとるとともに，分散配置が可能な

可搬型設備については，分散配置して保

管する。また，基準地震動Ｓｓで必要な

機能が失われず，防波壁及び防火帯の内

側かつ２セットのうち少なくとも１セッ

トは高台に保管することにより，共通要

因によって必要な機能が失われないこと

を確認している。 
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(2) 「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則」 

第五十四条（重大事故等対処設備） 

新規制基準の項目 適合状況概要 

第
３
項 

五 地震、津波その他の自然現象又は故

意による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズムによる影響、設計基準事故対

処設備及び重大事故等対処設備の配置

その他の条件を考慮した上で常設重大

事故等対処設備と異なる保管場所に保

管すること。 

 

【解釈】  

可搬型重大事故等対処設備の保管場所

は、故意による大型航空機の衝突も考慮

すること。例えば原子炉建屋から 100m 以

上離隔をとり、原子炉建屋と同時に影響

を受けないこと。又は、故意による大型

航空機の衝突に対して頑健性を有するこ

と。 

  

六 想定される重大事故等が発生した場

合において可搬型重大事故等対処設備

を運搬し、又は他の設備の被害状況を

把握するため、工場等内の道路及び通

路が確保できるよう、適切な措置を講

ずること。 

 

七 重大事故防止設備のうち可搬型のも

のには、共通要因によって、設計基準

事故対処設備の安全機能、使用済燃料

貯蔵槽の冷却機能若しくは注水機能又

は常設重大事故防止設備の重大事故に

至るおそれがある事故に対処するため

に必要な機能と同時にその機能が損な

われるおそれがないよう、適切な措置

を講ずること。 

可搬型設備は，地震，津波その他の自

然現象，設計基準事故対処設備及び常設

重大事故等対処設備の配置を考慮した上

で，設計基準事故対処設備及び常設重大

事故等対処設備に対して，同時に必要な

機能が失われないよう，100m 以上の離隔

を確保するとともに，防波壁及び防火帯

の内側の場所に保管し，かつ２セットの

うち少なくとも１セットは高台に保管す

る。また，分散配置が可能な可搬型設備

については，分散配置して保管する。 

 

 

 

 

 

 

地震，津波その他の自然現象を想定し，

迂回路も考慮して複数のアクセスルート

を確保する。また，がれき等によってア

クセスルートの確保が困難となった場合

に備え，ホイールローダを配備し，がれ

き等の撤去を行えるようにしている。 

 

可搬型設備は，設計基準事故対処設備

及び常設重大事故等対処設備と同時に必

要な機能が失われないよう，100m 以上の

離隔をとるとともに，分散配置が可能な

可搬型設備については，分散配置して保

管する。また，基準地震動Ｓｓで必要な

機能が失われず，防波壁及び防火帯の内

側かつ２セットのうち少なくとも１セッ

トは高台に保管することにより，共通要

因によって必要な機能が失われないこと

を確認している。 
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2. 概要

可搬型設備の保管場所及び屋外アクセスルートについて第 2－1図に，保管場

所の標高，離隔距離等について第 2－1 表に示す。 

保管場所は発電所構内の第１～第４保管エリアの合計４箇所設定している。 

重大事故等時には緊急時対策所及び保管場所から複数設定した屋外アクセス

ルートにて可搬型設備の運搬，緊急時対策要員の移動及び重大事故等時に必要

な設備の状況把握が可能である。 

なお，地震及び津波時に期待しないルートとしてサブルートを設定する。 
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※：サブルートは，地震及び津波時には期待しない。 
※：各設備の保管場所・数量については，今後の検討結果等により変更となる可能性がある。 
※：各保管エリアには，可搬型重大事故等対処設備を記載。 

第 2－1 図 保管場所及び屋外アクセスルート図 

第４保管エリア【ＥＬ8.5m】 第１保管エリア【ＥＬ50m】 

・高圧発電機車：３台
・大量送水車：２台
・移動式代替熱交換設備：１台
・大型送水ポンプ車：２台
・可搬式窒素供給装置：１台
・第１ベントフィルタ出口水素濃度：１台
・シルトフェンス（２号炉放水接合槽用）：約 20m
・シルトフェンス（輪谷湾用）：約 320m
・小型船舶：１隻
・放射性物質吸着材：３組
・放水砲：１台
・泡消火薬剤容器：５個
・タンクローリ：１台
・可搬式モニタリング・ポスト：６台
・可搬式気象観測装置：１台
・緊急時対策所用発電機：２台
・緊急時対策所正圧化装置（空気ボンベ）：30本
・緊急時対策所空気浄化送風機：１台
・緊急時対策所空気浄化フィルタユニット：１台
・ホイールローダ：１台

・高圧発電機車：３台
・大量送水車：１台
・移動式代替熱交換設備：１台
・大型送水ポンプ車：１台
・可搬式窒素供給装置：１台
・第１ベントフィルタ出口水素濃度：１台
・シルトフェンス（２号炉放水接合槽用）：約 20m
・シルトフェンス（輪谷湾用）：約 360m
・小型船舶：１隻
・放射性物質吸着材：１組
・放水砲：１台
・泡消火薬剤容器：１個
・タンクローリ：１台
・可搬式モニタリング・ポスト：６台
・可搬式気象観測装置：１台
・緊急時対策所用発電機：２台
・緊急時対策所正圧化装置（空気ボンベ）：510本
・緊急時対策所空気浄化送風機：２台
・緊急時対策所空気浄化フィルタユニット：２台
・ホイールローダ：１台

第３保管エリア【ＥＬ13～33m】 第２保管エリア【ＥＬ44m】 

・高圧発電機車：１台
・大量送水車：１台
・移動式代替熱交換設備：１台
・大型送水ポンプ車：１台
・タンクローリ：１台
・ホイールローダ：１台

・大量送水車：１台

３号炉

第４保管エリア（ＥＬ8.5m） 

第３保管エリア（ＥＬ13～33m） 

第１保管エリア（ＥＬ50m） 
ｚ 

２号炉
１号炉

【凡例】 

：アクセスルート（車両・要員） 
：アクセスルート（要員） 
：サブルート（車両・要員） 

：サブルート（要員） 
：可搬型設備の保管場所 
：防火帯 

：防波壁

第２保管エリア（ＥＬ44m） 緊急時対策所

常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 
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第 2－1 表 保管場所の標高，離隔距離，地盤の種類 

保管場所 標高 
原子炉建等からの 

離隔距離※1,2 

常設代替交流電源設備 

からの離隔距離※3 
地盤の種類 

第１保管エリア ＥＬ50m 約 270m 約 480m 
切土地盤 

（一部，埋戻部） 

第２保管エリア ＥＬ44m 約 260m ―※4 

盛土地盤 

（輪谷貯水槽 

（西１／西２）） 

第３保管エリア ＥＬ13～33m 約 200m 約 530m 切土地盤 

第４保管エリア ＥＬ8.5m 約 320m 約 630m 
切土地盤 

（一部，埋戻部） 

 ※ ：各設備の保管場所については，今後の検討結果等により変更となる可能性がある。 

 ※1：原子炉建物，タービン建物，廃棄物処理建物のうち，各保管場所からの距離が最も短い建物からの離隔距離を示

す。また，可搬型設備（大量送水車，大型送水ポンプ車，移動式代替熱交換設備，高圧発電機車，タンクローリ，

第１ベントフィルタ出口水素濃度，緊急時対策所用発電機）がその機能を代替する原子炉建物，タービン建物，

廃棄物処理建物内の設計基準事故対処設備及び常設重大事故等対処設備を以下に示す。 

原子炉建物 ：残留熱除去系，低圧炉心スプレイ系，低圧原子炉代替注水系，原子炉補機冷却系，格納容    

器フィルタベント系，燃料プール冷却系，非常用交流電源設備，非常用直流電源設備（Ｈ

ＰＣＳ系），常設代替交流電源設備，格納容器水素濃度（Ｂ系），格納容器水素濃度（Ｓ

Ａ） 

タービン建物 ：原子炉補機海水系 

廃棄物処理建物 ：非常用直流電源設備（Ａ系） 

 ※2：低圧原子炉代替注水系が位置する低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽及び格納容器フィルタベント系が位置する第

１ベントフィルタ格納槽と保管場所の離隔距離は，原子炉建物近傍に位置していることから原子炉建物からの離

隔距離を代表とした。 

 ※3：常設代替交流電源設備と高圧発電機車及びタンクローリを配置している保管場所との離隔距離を示す。 

 ※4：第２保管エリアに高圧発電機車及びタンクローリを配置しないため「－」としている。 

 

(1) 基本方針 

可搬型設備の保管場所設定，屋外及び屋内アクセスルート設定の基本方針

を以下に示す。 

ａ．保管場所 

地震，津波その他の自然現象又は故意による大型航空機の衝突その他の

テロリズムによる影響を考慮した上で，常設重大事故等対処設備及び設計

基準事故対処設備から十分な離隔を確保した保管場所を分散して設定する。 

 

ｂ．屋外アクセスルート 

地震，津波その他の自然現象又は故意による大型航空機の衝突その他の

テロリズムによる影響を考慮し，緊急時対策所及び可搬型設備の保管場所

から設置場所及び接続場所までの屋外アクセスルートを複数設定する。ま

た，屋外アクセスルートは緊急時対策所から原子炉建物内へ入域するため

の経路を考慮し設定する。 

 

ｃ．屋内アクセスルート（可搬型設備の保管場所を含む。） 

地震，津波その他の自然現象による影響及び人為事象による影響を考慮

し，外部からの衝撃による損傷の防止が図られた建物に，各設備の操作場
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所までの屋内アクセスルートを複数設定する。 

 

(2) 島根原子力発電所の特徴 

島根原子力発電所を設置する敷地は，島根半島の中央部，日本海に面した

松江市鹿島町に位置している。敷地の形状は，輪谷湾を中心とした半円状で

あり，東西及び南側を山に囲まれている。２号炉は，敷地中央部の輪谷湾に

面している。敷地高さは主にＥＬ8.5m，ＥＬ15m，ＥＬ44m，ＥＬ50m等の高さ

に分かれている。 

基本方針に従い，保管場所及び屋外アクセスルートを設定するに当たって

は，島根原子力発電所構内の地形や敷地の使用状況などの特徴を踏まえる必

要がある。以下に島根原子力発電所の特徴を示す。 

・標高差があること 

・敷地が狭隘であること 

・周辺斜面が近接していること 

 

保管場所及び屋外アクセスルートは，基本方針及び上記に示した特徴を踏

まえた上で，必要な対応を実施し設定する。（別紙（39）参照） 

 

(3) 保管場所の設定 

基本方針に従い，地震，津波その他の自然現象又は故意による大型航空機

の衝突その他のテロリズムによる影響を考慮した上で，原子炉建物等から十

分な離隔を確保した保管場所を分散して設定する。 

ａ．保管場所設定の考え方 

基本方針を受けた保管場所設定の考え方を以下に示す。 

・大型航空機の衝突を考慮して，原子炉建物，タービン建物，廃棄物処

理建物から 100m以上の離隔距離を確保するとともに，保管場所に保管

する可搬型重大事故等対処設備がその機能を代替する屋外の設計基準

事故対処設備及び常設重大事故等対処設備から 100m以上の離隔を確保

する。 

・地震，津波その他の自然現象又は故意による大型航空機の衝突その他

のテロリズムによる影響を考慮し，分散配置が可能な２セットある可

搬型設備については，100m以上の離隔を確保した保管場所に分散配置

する。 

・基準津波の影響を受けない，防波壁の内側の場所とする。 

・基準地震動Ｓｓによる被害（周辺構造物の損壊（建物，鉄塔等），周

辺タンク等の損壊，周辺斜面の崩壊，敷地下斜面のすべり，液状化及

び揺すり込みによる不等沈下・傾斜，液状化に伴う浮き上がり，地盤

支持力の不足，地中埋設構造物の損壊）の影響を受けない場所とする。 

・２セットある可搬型設備のうち少なくとも１セットは高台とする。 
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・防火帯の内側の場所とする。 

 

ｂ．保管場所設定 

保管場所設定の考え方及び島根原子力発電所の特徴を踏まえて保管場所

を以下のとおり設定した。 

また，保管場所の配置を第 2－2 図に示す。 

・防波壁の内側かつ防火帯の内側（別紙（25）参照）に保管場所を４箇

所設定する。 

・淡水取水場所（ＥＬ44m）及び海水取水場所（ＥＬ8.5m）と接続口（Ｅ

Ｌ15m）で標高差があることを踏まえ，可搬型設備を速やかに配置する

ために，淡水取水場所（ＥＬ44m）周辺で使用する可搬型設備は，淡水

取水場所直上に位置する第２保管エリア（ＥＬ44m）又は淡水取水場所

へのアクセス性と第２保管エリア（ＥＬ44m）との位置的分散を考慮し

た第３保管エリア（ＥＬ13～33m）に配置する。 

また，接続口（ＥＬ15m）及び海水取水場所（ＥＬ8.5m）周辺で使用す

る可搬型設備は，緊急時対策所からのアクセス性を考慮し第１保管エ

リア（ＥＬ50m）又は海水取水場所へのアクセス性と第１保管エリア（Ｅ

Ｌ50m）との位置的分散を考慮した第４保管エリア（ＥＬ8.5m）に配置

する。 

・第３保管エリア（ＥＬ13～33m）と第４保管エリア（ＥＬ8.5m）は 100m

以上の離隔距離が確保できないことから，２セットある可搬型設備は

互いに配置しない。  
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第 2－2図 保管場所の配置（１／２） 

２号炉

１号炉

  

常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 

保管場所と原子炉建物及び常設代替交流電源設備との離隔距離 

保管場所とタービン建物との離隔距離 

第２保管エリア（EL44m）

常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 

緊急時対策所

第２保管エリア（EL44m）
緊急時対策所

第１保管エリア（EL50m）

第３保管エリア（EL13～33m） 

T/B

【凡例】 

：アクセスルート（車両・要員） 

：アクセスルート（要員） 

：サブルート（車両・要員） 

：サブルート（要員） 

：可搬型設備の保管場所 

：防火帯 

：防波壁

３号炉

２号炉
１号炉

第４保管エリア（EL8.5m）

第３保管エリア（EL13～33m）

第１保管エリア（EL50m）

約 480m 

約 320m 

約 630m 

約 530m 

約 260m 

約 230m 

約 350m 

R/B 

第４保管エリア（EL8.5m）

３号炉

【凡例】 

：アクセスルート（車両・要員） 

：アクセスルート（要員） 

：サブルート（車両・要員） 

：サブルート（要員） 

：可搬型設備の保管場所 

：防火帯 

：防波壁

約 320m 

約 200m 

約 280m 

約 320m 
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第 2－2図 保管場所の配置（２／２） 

２号炉

１号炉

【凡例】 

：アクセスルート（車両・要員） 

：アクセスルート（要員） 

：サブルート（車両・要員） 

：サブルート（要員） 

：可搬型設備の保管場所 

：防火帯 

：防波壁

３号炉

２号炉 １号炉

第３保管エリア（EL13～33m）

常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 

保管場所と廃棄物処理建物との離隔距離 

保管場所間の離隔距離 

第２保管エリア（EL44m）

常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 

第１保管エリア（EL50m）

緊急時対策所

第２保管エリア（EL44m）
緊急時対策所

第３保管エリア（EL13～33m） 

【凡例】 

：アクセスルート（車両・要員） 

：アクセスルート（要員） 

：サブルート（車両・要員） 

：サブルート（要員） 

：可搬型設備の保管場所 

：防火帯 

：防波壁

３号炉

第４保管エリア（EL8.5m）

第１保管エリア（EL50m）

約 270m 

約 300m 

約 300m 

約 430m 

Rw/B 

第４保管エリア（EL8.5m）

約 540m 

約 620m 

約 730m 

約 30m 

約 570m 

約 480m 

1.0.2-11

92



(4) 屋外アクセスルートの設定 

地震，津波その他の自然現象又は故意による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズムによる影響を考慮し，緊急時対策所及び可搬型設備の保管場所から

設置場所及び接続場所までの屋外アクセスルートを複数設定する。また，屋

外アクセスルートは，緊急時対策所から原子炉建物内へ入域するための経路

を考慮し設定する。 

屋外アクセスルートは，アクセスルートとサブルートとして複数設定する。

アクセスルートは，地震及び津波を考慮しても使用が可能なルートとして設

定する。サブルートは，地震及び津波時に期待しないルートとして設定する。

屋外アクセスルートの用語の定義を第 2－2表に示す。 

 

ａ．屋外アクセスルート設定の考え方 

(a) 地震及び津波の影響の考慮 

地震及び津波の影響を考慮し，屋外アクセスルートを複数設定する。 

・アクセスルートは，地震及び津波の影響を考慮し，以下の①，②の

条件を満足するものとする。 

①基準津波の影響を受けない，防波壁内側のルート 

②基準地震動Ｓｓによる被害（周辺構造物の損壊（建物，鉄塔等），

周辺タンク等の損壊，周辺斜面の崩壊，道路面のすべり，液状化

及び揺すり込みによる不等沈下，液状化に伴う浮き上がり，地中

埋設構造物の損壊）の影響を考慮した以下のいずれかのルート 

②－１：基準地震動Ｓｓによる被害の影響を受けないルート 

②－２：重機による復旧が可能なルート 

②－３：人力によるホース若しくはケーブルの敷設が可能なルー

ト 

ただし，アクセスルートは，①及び②－１を満足するルートを少な

くとも１ルート設定する。 

・サブルートは，地震及び津波時に期待しないルートと位置付けるた

め，地震及び津波の影響評価の対象外とする。 

 

(b) 地震及び津波以外の自然現象又は故意による大型航空機の衝突その他

のテロリズムの影響の考慮 

地震及び津波以外の自然現象又は故意による大型航空機の衝突その他

のテロリズムの影響を考慮し，同時に影響を受けない又は重機による復

旧が可能なルートを設定する。また，アクセスルート及びサブルートは，

防火帯内側（一部，防火帯外側のトンネル区間を含む。）に設定する。 

 

ｂ．屋外アクセスルート設定 

屋外アクセスルート設定の考え方及び島根原子力発電所の特徴を踏まえ
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て，屋外アクセスルートを以下のとおり設定した。 

第 2－3,4 図に屋外アクセスルートを示す。 

・緊急時対策所及び保管場所から目的地（保管場所，作業場所（２号炉

周辺，淡水，海水取水場所等），原子炉建物入口）への屋外アクセス

ルートを複数設定する。 

・防波壁の内側かつ防火帯の内側（一部，防火帯外側のトンネル区間を

含む。別紙(25)参照）に，基準地震動Ｓｓによる被害の影響を考慮し

たアクセスルートを複数設定し，基準津波及び基準地震動Ｓｓによる

被害の影響を受けないアクセスルートを１ルート以上設定する。具体

的には，「①１，２号炉原子炉建物南側を経由したルート」と「②第

二輪谷トンネルを経由したルート」の２ルートを設定する。また，保

管場所を起点若しくは経由したルートを以下のとおりそれぞれ設定す

る。 

ルートＡ：緊急時対策所（第１保管エリア）を起点としたＥＬ8.5m 及

びＥＬ15mエリア作業用アクセスルート 

ルートＢ：緊急時対策所を起点とし，第４保管エリアを経由したＥＬ

8.5m及びＥＬ15m エリア作業用アクセスルート 

ルートＣ：緊急時対策所を起点とし，第２保管エリアを経由したＥＬ

44mエリア作業用アクセスルート 

ルートＤ：緊急時対策所を起点とし，第３保管エリアを経由したＥＬ

13～33m及びＥＬ44m エリア作業用アクセスルート 

・淡水取水場所（ＥＬ44m）と接続口（ＥＬ15m）で標高差があることを

踏まえ，ホースを速やかに配置するために，２号炉原子炉建物西側及

び南側法面上にアクセスルート（要員）を設定する。 

・通行に支障のある段差（15cm 以上）の発生が想定される箇所について

は，あらかじめ鉄筋コンクリート床版等による段差緩和対策を行い，

仮復旧作業を不要とする。 

・緊急時対策所から原子炉建物内へ直接入域するアクセスルートは，基

準地震動Ｓｓの影響を受けないアクセスルートを少なくとも１ルート

設定する。 

・緊急時対策所までのアクセスルートは，基準地震動Ｓｓの影響を受け

ないルートを少なくとも１ルート設定する。 

・地震及び津波時に期待しないルートとしてサブルートを設定する。 

 

ｃ．屋外アクセスルート選定 

設定した屋外アクセスルートについて，地震，津波の影響を考慮し，以

下の優先順位とする。 

・重大事故等時は，基準津波及び基準地震動Ｓｓによる被害の影響を受

けないアクセスルートを優先して使用する。  
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・アクセスルートが阻害された場合は，重機等によりアクセスルートを

復旧，又はサブルートを使用する。

第 2－2表 屋外アクセスルートの用語の定義 

場所 大分類 小分類 概要説明 

屋外 屋外アクセス 

ルート

アクセスルート ・地震及び地震に随伴する津波を考慮しても

使用が可能である。 

・有効性評価及び技術的能力手順において時

間評価に用いた経路とする。 

サブルート ・地震及び津波時に期待しないルート。

・地震，津波その他の自然現象の影響評価対

象外とする。

第 2－3図 屋外アクセスルート図 

第４保管エリア（ＥＬ8.5m） 

３号炉

２号炉
１号炉

【凡例】 
：アクセスルート（車両・要員） 

：アクセスルート（要員） 
：サブルート（車両・要員） 
：サブルート（要員） 

：可搬型設備の保管場所 
：防火帯 
：防波壁

第３保管エリア（ＥＬ13～33m） 

第１保管エリア（ＥＬ50m） 

第２保管エリア（ＥＬ44m） 緊急時対策所

常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 
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第 2－4図 保管場所からのアクセスルート概要(１／４)

３号炉

２号炉
１号炉

【凡例】 

：アクセスルート（車両・要員） 

：アクセスルート（要員） 

：ルートＡ② 

第２保管エリア（ＥＬ44m）

第３保管エリア（ＥＬ13～33m） 

緊急時対策所 

第１保管エリア（ＥＬ50m） 

３号炉

２号炉
１号炉

【凡例】 

：アクセスルート（車両・要員） 

：アクセスルート（要員） 

：ルートＡ① 

第２保管エリア（ＥＬ44m） 

第３保管エリア（ＥＬ13～33m） 

緊急時対策所 

ルートＡ①：緊急時対策所（第１保管エリア）を起点とし，１，２号炉原子炉建物

南側を経由したＥＬ8.5m及びＥＬ15mエリア作業用アクセスルート 

ルートＡ②：緊急時対策所（第１保管エリア）を起点とし，第二輪谷トンネルを経

由したＥＬ8.5m及びＥＬ15mエリア作業用アクセスルート

第１保管エリア（ＥＬ50m） 

常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 

常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 

第４保管エリア（ＥＬ8.5m） 

第４保管エリア（ＥＬ8.5m） 
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第 2－4図 保管場所からのアクセスルート概要(２／４) 

３号炉

２号炉
１号炉

【凡例】 

：アクセスルート（車両・要員） 

：アクセスルート（要員） 

：ルートＢ② 

：ルートＢ②（第４保管エリア経由後） 

第２保管エリア（ＥＬ44m）

第３保管エリア（ＥＬ13～33m） 

緊急時対策所 

第１保管エリア（ＥＬ50m） 

３号炉

２号炉
１号炉

第４保管エリア（ＥＬ8.5m） 

【凡例】 

：アクセスルート（車両・要員） 

：アクセスルート（要員） 

：ルートＢ① 

：ルートＢ①（第４保管エリア経由後） 

第４保管エリア（ＥＬ8.5m） 

第２保管エリア（ＥＬ44m） 

第３保管エリア（ＥＬ13～33m） 

緊急時対策所 

ルートＢ①：緊急時対策所を起点とし，１，２号炉原子炉建物南側及び第４保管エ
リアを経由したＥＬ8.5m及びＥＬ15mエリア作業用アクセスルート

第１保管エリア（ＥＬ50m） 

常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 

常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 

ルートＢ②：緊急時対策所を起点とし，第二輪谷トンネル及び第４保管エリアを
経由したＥＬ8.5m及びＥＬ15mエリア作業用アクセスルート 
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第 2－4 図 保管場所からのアクセスルート概要(３／４) 

２号炉
１号炉

第３保管エリア（ＥＬ13～33m） 

第１保管エリア（ＥＬ50m） 

３号炉

２号炉
１号炉

【凡例】 

：アクセスルート（車両・要員） 

：アクセスルート（要員） 

：ルートＣ② 

：ルートＣ②（第２保管エリア経由後） 

第２保管エリア（ＥＬ44m）

第３保管エリア（ＥＬ13～33m）

第４保管エリア（ＥＬ8.5m） 

緊急時対策所 

常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 

３号炉

【凡例】 

：アクセスルート（車両・要員） 

：アクセスルート（要員） 

：ルートＣ① 

：ルートＣ①（第２保管エリア経由後） 

第２保管エリア（ＥＬ44m） 

第４保管エリア（ＥＬ8.5m） 

緊急時対策所 

ルートＣ①：緊急時対策所を起点とし，１，２号炉原子炉建物南側及び第２

保管エリアを経由したＥＬ44mエリア作業用アクセスルート 

第１保管エリア（ＥＬ50m） 

常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 

ルートＣ②：緊急時対策所を起点とし，第二輪谷トンネル及び第２保管

エリアを経由したＥＬ44mエリア作業用アクセスルート
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第 2－4図 保管場所からのアクセスルート概要(４／４) 

第４保管エリア（ＥＬ8.5m） 

３号炉

２号炉
１号炉

【凡例】 

：アクセスルート（車両・要員） 

：アクセスルート（要員） 

：ルートＤ② 

：ルートＤ②（第３保管エリア経由後） 

第２保管エリア（ＥＬ44m）

第３保管エリア（ＥＬ13～33m）

緊急時対策所 

３号炉

２号炉
１号炉

【凡例】 

：アクセスルート（車両・要員） 

：アクセスルート（要員） 

：ルートＤ① 

：ルートＤ①（第３保管エリア経由後） 

第２保管エリア（ＥＬ44m） 

第３保管エリア（ＥＬ13～33m） 

第４保管エリア（ＥＬ8.5m） 

緊急時対策所 

第１保管エリア（ＥＬ50m） 

第１保管エリア（ＥＬ50m） 

常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 

ルートＤ①：緊急時対策所を起点とし，１，２号炉原子炉建物南側及び第３保管エリア

を経由したＥＬ13～33m及びＥＬ44mエリア作業用アクセスルート 

ルートＤ②：緊急時対策所を起点とし，第二輪谷トンネル及び第３保管エリア

を経由したＥＬ13～33m及びＥＬ44mエリア作業用アクセスルート 

常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 

1.0.2-18

99



  

 

(5) 屋内アクセスルートの設定 

基本方針に従い，地震，津波その他の自然現象による影響及び人為事象に

よる影響を考慮し，外部からの衝撃による損傷の防止が図られた建物に，各

設備の操作場所までの屋内アクセスルートは，アクセスルート及び迂回路を

設定する。 

ａ．屋内アクセスルート設定の考え方 

(a) 地震の影響の考慮 

・屋外から直接原子炉建物内に入域するための原子炉建物の入口は，

以下の条件を考慮し設定する。 

①原子炉建物の入口を複数設定する。 

②上記①のうち，基準地震動Ｓｓの影響を受けない位置的分散を考

慮した入口を少なくとも２箇所設定する。 

・アクセスルート及び迂回路は，基準地震動Ｓｓの影響を受けない建

物に設定する。 

・アクセスルート及び迂回路の設定に当たっては，以下を考慮する。 

①各階には各区画に沿った通路，複数の階段及び出入口扉があり，

それぞれの通路等を組み合わせることで，複数のルートを選定す

る。 

②アクセスルート及び迂回路近傍の油内包機器及び水素ガス内包機

器については，地震時に火災源とならない。 

③アクセスルート及び迂回路は，地震に伴う溢水が発生した場合に

おいても歩行可能な水深とする。 

④アクセスルート及び迂回路近傍の常置品及び仮置資機材について

は，地震による転倒等により通行を阻害しないように固縛等の転

倒防止対策を実施する。 

なお，迂回路は，転倒した常置品及び仮置資機材の人力による排

除や乗り越え等により通行も考慮する。 

 

(b) 地震以外の自然現象の考慮 

地震以外の自然現象に対し，外部からの衝撃による損傷の防止が図ら

れたアクセスルート及び迂回路を設定する。 

 

(c) その他の考慮事項 

アクセスルート及び迂回路の設定に当たっては，高線量区域を通行し

ないよう考慮する。 

 

ｂ．屋内アクセスルート設定 

屋内アクセスルート設定の考え方を踏まえて，アクセスルート及び迂回

路を以下のとおり設定する。 
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(a) 原子炉建物入口 

重大事故等時に屋外から直接，原子炉建物内に入域するため基準地震

動Ｓｓの影響を受けない入口を原子炉建物の西側に２箇所，南側に１箇

所設定する。 

 

(b) 屋内アクセスルート 

基準地震動Ｓｓの影響を受けない原子炉建物，タービン建物，廃棄物

処理建物及び制御室建物に，以下に示す各設備の操作場所へのアクセス

ルート及び迂回路を設定する。 

・中央制御室から原子炉建物及び廃棄物処理建物までのルート。 

・原子炉建物及び廃棄物処理建物の各階層間を移動するためのルート。 

 

ｃ．屋内アクセスルート選定 

アクセスルート及び迂回路は，以下のとおり選定する。 

・アクセスルートは，有効性評価及び技術的能力手順において時間評価

に用いた経路 

・迂回路は，上記アクセスルートが使用できない場合に使用可能な経路 

 

(6) 島根原子力発電所１号炉の廃止措置の影響 

廃止措置中である島根原子力発電所１号炉の廃止措置関連工事の実施に当

たっては，島根原子力発電所２号炉の重大事故等対応に必要となる可搬型設

備の保管場所及び屋外のアクセスルートに影響を及ぼさないよう工事を実施

し，運用管理を原子炉施設保安規定に規定し，ＱＭＳ規程に基づき実施する。 

なお，屋外アクセスルートのうちサブルートは，地震及び津波時に期待し

ないルートと位置付けるため，地震，津波その他の自然現象の影響評価対象

外とする。 

 

(7) 保管場所，屋外及び屋内のアクセスルートの自然現象等に対する影響評価 

可搬型設備の保管場所，屋外及び屋内のアクセスルートに影響を及ぼす自

然現象等について，抽出の考え方及び概略影響評価結果を以下に示す。詳細

評価については(8)，3.～5.に示す。 

なお，屋外アクセスルートのうちサブルートは，地震及び津波時に期待し

ないルートと位置付けるため，地震，津波その他の自然現象の影響評価対象

外とする。 
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ａ．自然現象 

(a) 自然現象抽出の考え方

自然現象抽出の考え方は次のとおりである。

・島根原子力発電所の安全を確保する上で設計上考慮すべき自然現象

としては，国内で発生し得る事象に加え，欧米の基準等で示されて

いる事象を用い網羅的に収集した 55事象を母集団とする。

（別紙(34)参照）

・収集した 55事象について，第 2－3表に示す「影響を与えるほど接

近した場所に発生しない事象」等の除外基準を用いて，島根原子力

発電所において設計上想定すべき事象を抽出する。

（別紙(34)参照）

第 2－3 表 保管場所，屋外及び屋内のアクセスルートに影響はな

いと評価して除外した事象（自然現象） 

評価の観点 
保管場所，屋外及び屋内のアクセスルートに影響はないと評価して 

除外した事象【41事象】 

影響を与えるほど接近した場所

に発生しない事象【10事象】 

干ばつ／砂嵐／雪崩／カルスト／地下水による浸食／湖又は河川の水位

低下／氷結（水面の凍結）／氷壁／河川の迂回／土壌の収縮又は膨張 

ハザード進展・襲来が遅く，事

前にそのリスクを予知・検知す

ることでハザードを排除できる

事象【２事象】

塩害，塩雲／海岸浸食（水面下の浸食） 

考慮された事象と比較して，設

備等への影響度が同等若しくは

それ以下であり，安全性が損な

われることがない事象【７事象】 

高温／もや／霜／高水温（海水温高）／低水温（海水温低）／太陽フレア，

磁気嵐／濃霧 

影響が他の事象に包含される事

象【21事象】 

地震活動：地面の隆起／陥没／泥湧出（液状化） 

津波：海水面低／海水面高／海底地滑り／満潮／静振／高潮／波浪 

洪水：湖又は河川の水位上昇 

風（台風）：ハリケーン 

竜巻：極限的な気圧／ひょう 

積雪（豪雪）：氷晶 

地滑り，土石流※：土砂崩れ（山崩れ，崖崩れ） 

火山（火山活動・降灰）：水蒸気，熱湯噴出／毒性ガス 

生物学的事象：動物／水中の有機物質 

森林火災：草原火災 

発生頻度が他の事象と比較して

非常に低い事象【１事象】 

隕石 

※：降水に起因して発生する地滑り及び土石流を考慮

(b) 自然現象の影響評価（概略）

「(a) 自然現象抽出の考え方」を踏まえ抽出した事象から森林火災を

除いた事象（12事象）について，設計上想定する規模で発生した場合の

影響について確認し，その結果を第 2－4表に示す。 
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第 2－4 表 自然現象により想定される影響概略評価結果(１／４) 

自然現象 
概略評価結果 

保管場所 屋外のアクセスルート 屋内のアクセスルート 

地震 

・地盤や周辺斜面の崩壊によ

る影響，周辺構造物の倒

壊・損壊・火災・溢水によ

る影響が考えられ，個別の

評価が必要。 

・地盤や周辺斜面の崩壊によ

る影響，周辺構造物の倒

壊・損壊・火災・溢水によ

る影響が考えられ，アクセ

スルートは個別の評価が必

要。 

・資機材等の倒壊・損壊，ア

クセスルート周辺機器等の

火災・溢水による影響が考

えられ，アクセスルートは

個別の評価が必要。 

津波 

・基準津波に対し防波壁等を

設置することから，原子炉

建物等や保管場所へ遡上す

る浸水はない。したがって，

設計基準事故対処設備と重

大事故等対処設備が同時に

機能喪失しない。 

・基準津波に対し防波壁等を

設置することから，アクセ

スルートへ遡上する浸水は

ない。 

・基準津波に対し防波壁等を

設置することから，アクセ

スルートへ遡上する浸水は

ない。 

 

洪水 

・敷地周辺に河川等がないこ

とから，洪水による影響を

受けない。 

・敷地周辺に河川等がないこ

とから，アクセスルートは

洪水による影響を受けな

い。 

・敷地周辺に河川等がないこ

とから，アクセスルートは

洪水による影響を受けな

い。 

風（台風） 

・設計基準事故対処設備は建

物内に設置されているた

め，風（台風）による影響

はない。また，可搬型設備

は荷重が大きく，設計基準

の風（台風）により飛散す

ることはないことから，同

時に機能喪失しない。 

・風（台風）によりアクセス

ルートにがれきが発生した

場合にも，ホイールローダ

により撤去することが可能

である。 

 

・建物内でありアクセスルー

トは風（台風）による影響

を受けない。 

 

1.0.2-22

103



  

 

第 2－4 表 自然現象により想定される影響概略評価結果(２／４) 

自然現象 
概略評価結果 

保管場所 屋外のアクセスルート 屋内のアクセスルート 

竜巻 

・可搬型設備は屋外の保管場

所に設置しているが，設計

基準事故対処設備は竜巻に

対して頑健な建物内に設置

していること又は防護対策

を実施していることから，

同時に機能喪失しない。 

・可搬型設備は，複数箇所に

それぞれ離隔して分散配置

していることから，同時に

機能喪失しない。 

・屋外に配置している竜巻防

護施設近傍の可搬型設備は

固縛等により飛来物となら

ないための対策を実施す

る。 

・竜巻によりアクセスルート

にがれきが発生した場合に

も，ホイールローダにより

撤去することが可能であ

る。 

・通信用無線鉄塔及び送電鉄

塔が倒壊した場合であって

も影響を受けないアクセス

ルートを選択することで目

的地へのアクセスが可能で

ある。 

・竜巻防護施設周辺に関して

は，竜巻発生予測を踏まえ

た車両の待避運用等の飛来

物発生防止対策を実施する

ことから，アクセスルート

は竜巻による影響を受けな

い。 

 また，その他の場所に関し

ては，複数のアクセスルー

トが確保されていることか

ら，飛来物によりアクセス

に問題を生じる可能性は小

さい。 

・原子炉建物等は竜巻に対し

頑健性を有することからア

クセスルートは竜巻による

影響を受けない。 

凍結 

・可搬型設備は屋外の保管場

所に設置しているが，設計

基準事故対処設備は建物内

に設置されているため影響

を受けず，同時に機能喪失

しない。 

・気象予報により事前の予測

が十分可能であり，始動に

影響が出ないよう，各設備

の温度に関する仕様を下回

るおそれがある場合には，

必要に応じて，あらかじめ

可搬型設備の暖気運転を行

うこととしているため，影

響を受けない。なお，暖気

運転は事前に実施すること

からアクセス時間への影響

はない。 

・気象予報により事前の予測

が十分可能であり，アクセ

スルートへの融雪剤散布を

行うことで，アクセスに問

題が生じる可能性が小さ

い。 

・路面が凍結した場合にも，

走行可能なタイヤを装着し

ていることから，アクセス

に問題を生じる可能性は小

さい。 

・建物内でありアクセスルー

トは凍結による影響を受け

ない。 

降水 

・構内排水設備は十分な排水

能力があることから，保管

場所に滞留水は発生しな

い。（別紙(26)参照） 

・構内排水設備は十分な排水

能力があることから，アク

セスルートに滞留水は発生

しない。（別紙(26)参照） 

・浸水防止対策を施された建

物内であり，アクセスルー

トは降水による影響を受け

ない。 
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第 2－4 表 自然現象により想定される影響概略評価結果(３／４) 

自然現象 
概略評価結果 

保管場所 屋外のアクセスルート 屋内のアクセスルート 

積雪 

・気象予報により事前の予測

が十分可能であり，保管場

所及び可搬型設備の除雪は

積雪状況等を見計らいなが

ら行うことで対処が可能で

あることから，設計基準事

故対処設備と重大事故等対

処設備は同時に機能喪失し

ない。 

・また，保管場所等の除雪は

ホイールローダによる実施

も可能である。 

 

・気象予報により事前の予測

が十分可能であり，積雪状

況等を見計らいながらアク

セスルートの除雪を行うこ

とで対処が可能である。な

お，ホイールローダにより

最大77分で除雪が可能であ

る。（別紙(23)参照） 

・積雪時においても，走行可

能なタイヤを装着している

ことから，アクセスに問題

を生じる可能性は小さい。 

 

・建物内でありアクセスルー

トは積雪による影響を受け

ない。 

落雷 

・設計基準事故対処設備は避

雷対策を施した建物内に設

置されており，かつ保管場

所とは位置的分散が図られ

ていることから，同時に機

能喪失しない。 

・１回の落雷により影響を受

ける範囲は限定され，可搬

型設備は，複数箇所にそれ

ぞれ離隔して分散配置して

いることから，同時に機能

喪失しない。 

・落雷によりアクセスルート

が影響を受けることはな

い。 

・落雷発生中は，屋内に退避

し，状況を見て屋外作業を

実施する。 

・建物には避雷設備を設置し

ておりアクセスルートは落

雷による影響を受けない。 

地滑り・ 

土石流 

・可搬型設備は屋外の保管場

所に設置しているが，設計

基準事故対処設備は地滑

り・土石流の影響範囲外に

設置していることから，同

時に機能喪失しない。 

・地滑り・土石流により影響

を受ける範囲は限定され，

屋外に配置している可搬型

設備は，複数箇所にそれぞ

れ離隔して分散配置してい

ることから，同時に機能喪

失しない。（別紙(38)参照） 

・複数のアクセスルートのう

ち，地滑り・土石流により

影響を受ける範囲外のアク

セスルートを用いることか

ら，影響はない。（別紙(38)

参照） 

 

・原子炉建物等は地滑り・土

石流により影響を受ける範

囲にないため，アクセスル

ートは影響を受けない。（別

紙(38)参照） 
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第 2－4 表 自然現象により想定される影響概略評価結果(４／４) 

自然現象 
概略評価結果 

保管場所 屋外のアクセスルート 屋内のアクセスルート 

火山の 

影響 

・噴火発生の情報を受けた際

は，要員を確保し，原子炉

建物等，保管場所及び可搬

型設備の除灰を行うことに

より対処が可能であること

から，設計基準事故対処設

備と重大事故等対処設備は

同時に機能喪失しない。 

・また，保管場所等の除灰は

ホイールローダによる実施

も可能である。 

・噴火発生の情報を受けた際

は，要員を確保し，アクセ

スルートの除灰を行うこと

により対処が可能である。

なお，ホイールローダによ

り最大 218 分で除灰が可能

である。（別紙(24)参照） 

 

・建物内でありアクセスルー

トは火山による影響を受け

ない。 

生物学的

事象 

・設計基準事故対処設備は，

浸水防止対策により水密化

された建物内に設置されて

いるため，ネズミ等の小動

物の侵入による影響を受け

ない。したがって，屋外の

保管場所にある重大事故等

対処設備と同時に機能喪失

しない。 

・保管場所は複数箇所あり，

位置的に分散されているこ

とから，複数の設備が同時

に機能喪失する可能性は小

さい。 

・可搬型設備は，ネズミ等の

小動物の侵入により設備機

能に影響がないよう，侵入

できるような開口部は侵入

防止対策を実施する。（別

紙(27)参照） 

・容易に排除可能であるため，

アクセスルートに影響はな

い。 

・アクセスルートは，浸水防

止対策により水密化された

建物内に設置されているた

め，ネズミ等の小動物の侵

入による影響を受けない。 
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(c) 自然現象の重畳事象評価 

単独事象を組み合わせて，自然現象が重畳した場合の影響について確

認した。各重畳事象の影響確認結果を別紙(1)に示す。また，重畳事象の

うち，単独事象と比較して影響が増長される事象の組合せと影響評価結

果を以下に示す。 

①屋外のアクセスルートの復旧作業が追加される組合せ 

単独事象でそれぞれアクセスルートの復旧が必要な事象については，

重畳の影響としてそれぞれの事象で発生する作業を実施する必要があ

る。具体的には，除雪と除灰の組合せ等が該当する。 

アクセスルートの復旧においては，気象予報等を踏まえてアクセス

性に支障が生じる前にあらかじめ除雪や除灰等の活動を開始する運用

であることから，例えばアクセスルートの復旧に時間を要する除灰の

場合でも，約 220 分程度でアクセスルートの機能を維持することが可

能である。（別紙(24)参照） 

②可搬型設備の機能に影響がある組合せ 

単独事象と比較して荷重が増長し，可搬型設備に影響を及ぼすおそ

れがある組合せは，積雪と風（台風），火山の影響と風（台風），降

水と火山の影響，積雪と火山の影響，積雪と地震の５事象である。た

だし，可搬型設備に堆積した雪及び降下火砕物を除雪，除灰すること

で，重畳による影響は緩和可能である。 

 

(d) まとめ 

上記より，保管場所，屋外及び屋内のアクセスルートへ影響を及ぼす

可能性のある自然現象は地震及び津波であることを確認した。それ以外

の自然現象については，単独事象，重畳事象が発生した場合でも，取り

得る手段が残っており，事故対応を行うことができることを確認した。

地震及び津波の詳細評価については(8)，3.～5.に示す。 

なお，設計上の想定を超える自然現象が発生した場合でも，可搬型設

備の分散配置，アクセスルートの複数確保，各種運用（除雪等）により

対応は可能である。 
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ｂ．人為事象 

(a) 人為事象抽出の考え方

人為事象抽出の考え方は次のとおりである。

・島根原子力発電所の安全を確保する上で設計上考慮すべき人為事象

としては，国内で発生し得る事象に加え，欧米の基準等で示されて

いる事象を用い網羅的に収集した事象から，故意によるものを除い

た 23 事象を母集団とする。（別紙(34)参照）

・収集した 23事象について，第 2－5表に示す「影響を与えるほど接

近した場所に発生しない事象」等の除外基準を用いて，島根原子力

発電所において設計上想定すべき事象を抽出する。（別紙(34)参照）

(b) 人為事象の影響評価（概略）

「(a) 人為事象抽出の考え方」を踏まえ抽出した事象から森林火災を

加えた事象（８事象）について，設計上想定する規模で発生した場合の

影響について確認し，その結果を第 2－6表に示す。 

第 2－5 表 保管場所，屋外及び屋内のアクセスルートに影響はな

いと評価して除外した事象（人為事象） 

評価の観点 
保管場所，屋外及び屋内のアクセスルートに影響はないと評価して 

除外した事象【16事象】 

影響を与えるほど接近した場

所に発生しない事象【３事象】 

パイプライン事故（爆発，化学物質流出）／軍事施設からのミサイル／他ユ

ニットからのタービン・ミサイル

ハザード進展・襲来が遅く，

事前にそのリスクを予知・検

知することでハザードを排除

できる事象【該当なし】

― 

考慮された事象と比較して，

設備等への影響度が同等若し

くはそれ以下であり，安全性

が損なわれることがない事象

【３事象】 

発電所内貯蔵の化学物質流出／掘削工事／内部溢水 

影響が他の事象に包含される

事象【８事象】 

爆発（発電所外）：交通機関（航空機を除く。）の事故による爆発 

有毒ガス：水中への化学物質の流出／交通機関（航空機を除く。）の事故に

よる化学物質流出／化学物質流出（発電所外） 

爆発（発電所外），有毒ガス：工業施設又は軍事施設事故（爆発，化学物質

放出） 

船舶の衝突（船舶事故）：船舶から放出される固体液体不純物 

外部火災（近隣工場等の火災）：他ユニットからの火災 

内部溢水：他ユニットからの内部溢水 

発生頻度が他の事象と比較し

て非常に低い事象【２事象】 

人工衛星の落下／タービン・ミサイル 
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第 2－6 表 人為事象により想定される影響概略評価結果(１／２) 

人為事象 
概略評価結果 

保管場所 屋外のアクセスルート 屋内のアクセスルート 

森林火災 

・原子炉建物等及び保管場所

は，防火帯の内側にあるた

め，延焼の影響を受けない。

また，原子炉建物等及び保

管場所は熱影響に対して離

隔距離を確保しているた

め，設計基準事故対処設備

と重大事故等対処設備は同

時に機能喪失しない。 

・万一，防火帯の内側に小規

模な火災が延焼したとして

も，自衛消防隊が保管場所

周辺の消火活動を行うこと

により対処が可能である。 

・防火帯内部へ延焼が進んだ

場合は，状況を見て引き続

き消火活動を行うが，可搬

型設備については，影響の

ない場所へ移動させ，損傷

防止に努める。 

・アクセスルートは，防火帯

の内側（一部，防火帯外側

のトンネル区間を含む。）

であり，延焼の影響を受け

ない。また，熱影響を受け

ないアクセスルートにより

通行が可能であるため，ア

クセス性に支障はない。（別

紙(25)参照） 

・万一，防火帯の内側に小規

模な火災が延焼したとして

も，自衛消防隊がアクセス

ルート周辺の消火活動を行

うことにより対処が可能で

ある。 

 

・建物は防火帯の内側であり，

アクセスルートは延焼の影

響を受けない。 

・万一，ばい煙の影響を受け

る場合は，セルフエアセッ

ト等の装備にて対応する。 

飛来物 

（航空機

落下） 

・屋外に保管する可搬型設備

は，原子炉建物から 100m以

上の離隔距離を確保すると

ともに，当該可搬型重大事

故等対処設備がその機能を

代替する屋外の設計基準対

象施設及び常設重大事故等

対処設備から 100m以上の離

隔距離を確保した上で，複

数箇所に分散して保管する

ことから影響はない。 

・複数のアクセスルートを確

保していることから影響は

ない。 

・複数のアクセスルートの確

保，消火活動及びがれき撤

去の考え方については，「技

術的能力説明資料 2. 大規

模な自然災害又は故意によ

る大型航空機衝突その他の

テロリズムへの対応」に示

す。 

・原子炉建物等への航空機落

下確率は 10－７／炉・年未満

であることから影響はな

い。 

ダムの 

崩壊 

・発電所周辺地域のダムとし

ては，敷地から南方向約３

kmの地点に柿原溜池が存在

するが，敷地との距離が離

れており，さらに敷地の周

りは標高150m程度の山に囲

まれていることから，本溜

池の越水による影響はな

い。 

・発電所周辺地域のダムとし

ては，敷地から南方向約３

km の地点に柿原溜池が存在

するが，敷地との距離が離

れており，さらに敷地の周

りは標高 150m程度の山に囲

まれていることから，本溜

池の越水によるアクセスル

ートへの影響はない。 

・発電所周辺地域のダムとし

ては，敷地から南方向約３

km の地点に柿原溜池が存在

するが，敷地との距離が離

れており，さらに敷地の周

りは標高 150m程度の山に囲

まれていることから，本溜

池の越水によるアクセスル

ートへの影響はない。 

爆発 

・石油コンビナート及び危険

物貯蔵施設の爆発による爆

風圧及び飛来物に対して，

離隔距離が確保されてい

る。 

・燃料輸送車両及び漂流船舶

の爆発による飛来物が敷地

内に到達した場合でも，可

搬型設備は分散配置するこ

とから，同時に機能喪失す

ることはない。 

・アクセスルートは石油コン

ビナート及び危険物貯蔵施

設の爆発による爆風圧及び

飛来物に対して，離隔距離

が確保されている。 

・燃料輸送車両及び漂流船舶

の爆発による飛来物が敷地

内に到達した場合でも，複

数のアクセスルートを確保

していることから影響はな

い。 

・建物は石油コンビナート，

危険物貯蔵施設，燃料輸送

車両，漂流船舶の爆発によ

る爆風圧及び飛来物に対し

て，離隔距離が確保されて

おり，アクセスルートは影

響を受けない。 
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第 2－6 表 人為事象により想定される影響概略評価結果(２／２) 

人為事象 
概略評価結果 

保管場所 屋外のアクセスルート 屋内のアクセスルート 

近隣工場

等の火災 

・石油コンビナート，危険物

貯蔵施設，燃料輸送車両，

漂流船舶の火災及び敷地内

の可燃物施設の火災に対し

て，離隔距離が確保されて

いる。

・航空機落下による火災に対

して，可搬型設備は分散配

置することから，同時に機

能喪失することはない。

・アクセスルートは石油コン

ビナート，危険物貯蔵施設，

燃料輸送車両及び敷地内の

可燃物施設の火災に対し

て，離隔距離が確保されて

いる。

・航空機落下による火災及び

漂流船舶の火災に対して，

複数のアクセスルートを確

保していることから影響は

ない。

・建物は石油コンビナート，

危険物貯蔵施設，燃料輸送

車両，漂流船舶，敷地内の

可燃物施設及び航空機落下

による火災に対して，離隔

距離が確保されており，ア

クセスルートは影響を受け

ない。

有毒ガス 

・石油コンビナート，危険物

を搭載した車両及び船舶を

含む事故等による有毒ガス

に対して，離隔距離が確保

されている。

・発電所敷地内に貯蔵してい

る化学物質の漏えいに対し

て，可搬型設備は，複数箇

所にそれぞれ離隔して分散

配置し，防護具等を装備す

ることから影響はない。

・アクセスルートは石油コン

ビナート，危険物を搭載し

た車両及び船舶を含む事故

等による有毒ガスに対し

て，離隔距離が確保されて

いる。

・発電所敷地内に貯蔵してい

る化学物質の漏えいに対し

て，複数のアクセスルート

を確保し，防護具等を装備

することから影響はない。

・建物は石油コンビナート，

危険物を搭載した車両及び

船舶を含む事故等による有

毒ガスに対して，離隔距離

が確保されており，アクセ

スルートは影響を受けな

い。

・発電所敷地内に貯蔵してい

る化学物質の漏えいに対し

て，アクセスルートが設定

される原子炉建物等の空調

を停止し，防護具等を装備

することから影響はない。

船舶の 

衝突 

・船舶の衝突による影響を受

けない敷地高さに設置する

ことから影響はない。

・アクセスルートは船舶の衝

突による影響を受けない敷

地高さに設置することから

影響はない。

・建物は船舶の衝突による影

響を受けない敷地高さに設

置されていることからアク

セスルートへの影響はな

い。

電磁的 

障害 

・設計基準事故対処設備及び

重大事故等対処設備は電磁

波による影響を考慮した設

計とする。

・道路面が直接影響を受ける

ことはないことから，アク

セスルートへの影響はな

い。

・通路面が直接影響を受ける

ことはないことから，アク

セスルートへの影響はな

い。

(8) 屋内外作業に係る成立性評価の概要

ａ．概要 

(a) 評価の概要

保管場所，屋外及び屋内のアクセスルートに影響を及ぼす可能性があ

る自然現象及び人為事象は，地震及び津波と考えられるため，地震，津

波時における以下の評価を実施し，有効性評価に対する作業の成立性に

ついて検討を実施した。 

①保管場所については，外部起因事象として地震及び津波被害を想定し，

それらの影響を評価する。

②屋外のアクセスルートについては，地震及び津波被害を想定し，それ

らの影響を評価する。

③屋内のアクセスルートについては，地震及び地震によって発生する火

災及び溢水を想定しそれらの影響を評価する。
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(b) 検討フロー 

保管場所，屋外及び屋内のアクセスルートの有効性・成立性について，第

2－5図の検討フローにて評価する。 

なお，屋外アクセスルートのうちサブルートについては，地震及び津波時

に期待しないルートとして位置付けるため，影響評価の対象外とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2－5 図 保管場所，屋外及び屋内のアクセスルートの 

有効性・成立性検討フロー 

 

(c) 地震による被害想定 

地震による保管場所及び屋外のアクセスルートへの被害要因・被害事象を

第 2－7表のとおり想定し，それぞれ影響を評価する。 

なお，サブルートについては，地震時に期待しないルートと位置付けるた

め，地震による影響評価の対象外とする。 

 

 

 

 

 

 

地震発生時の作業成立性の評価 

アクセスルートの仮復旧時間評価 

仮復旧が可能な 

アクセスルートの抽出 

ｱｸｾｽﾙ ﾄー近傍の機器を抽出 

（BCｸﾗｽ，油内包機器） 

地震時の溢水源を抽出 

（内部溢水評価結果を利用） 

周辺機器が地震により転倒 

落下しないことを確認 

 

火災源としての耐震評価 

（Ssで評価し裕度を確認） 

フロアごとの溢水水位を 

開口部入口高さで評価 

ｱｸｾｽﾙｰﾄ上に通行を阻害する 

機器等はないことを確認 
火災源となる機器がｱｸｾｽ 

ﾙｰﾄ近傍にないことを確認 

ｱｸｾｽﾙｰﾄ上の各ﾌﾛｱが歩行 

可能であることを確認 

保管場所及び屋外のアクセスルートの評価 

保管場所の適合性確認 

地震による被害を想定 地震随伴火災を想定 

 

地震随伴溢水を想定 

ｱｸｾｽﾙｰﾄ周辺機器の調査 

（ﾌﾟﾗﾝﾄｳｫｰｸﾀﾞｳﾝの実施） 

屋内のアクセスルートの評価 

地震・津波の被害想定 

（津波によるｱｸｾｽﾙｰﾄへの影響） 

保管場所の影響評価 

可搬型設備の損壊・通行障害防止 

屋外作業の所要時間評価 

地震発生時の 

アクセスルートの所要時間の評価 

アクセスルートの影響評価 

地震発生時の 

アクセスルートの所要時間の評価 
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第 2－7 表 保管場所及び屋外のアクセスルートにおいて地震により 

懸念される被害事象 

自然現象 

保管場所・アクセスルート

に影響を与えるおそれの 

ある被害要因 

保管場所で 

懸念される被害事象 

アクセスルートで 

懸念される被害事象 

地震 

① 周辺構造物の損壊 

（建物，鉄塔等） 

損壊物による可搬型設備の

損壊，通行不能 

損壊物によるアクセスル

ートの閉塞 

② 周辺タンク等の損壊 
火災，溢水による可搬型設

備の損壊，通行不能 

タンク等の損壊に伴う火

災，溢水による通行不能 

③ 周辺斜面の崩壊 
土砂流入による可搬型設備

の損壊，通行不能 

土砂流入，道路損壊による

通行不能 
④ 敷地下斜面・道路面の

すべり 

敷地下斜面のすべりによる

可搬型設備の損壊，通行不

能 

⑤ 液状化及び揺すり込み

による不等沈下等，液

状化に伴う浮き上がり 

不等沈下，浮き上がり等に

よる可搬型設備の損壊，通

行不能 

アクセスルートの不等沈

下，地中埋設構造物の浮き

上がりによる通行不能 

⑥ 地盤支持力の不足 
可搬型設備の転倒，通行不

能 
― 

⑦ 地中埋設構造物の損壊 
陥没による可搬型設備の損

壊，通行不能 
陥没による通行不能 

 

(d) 津波による被害想定 

ＥＬ15m の防波壁等を設置することにより，津波による遡上波を地上部及

び取水路，放水路等の経路から敷地に到達又は流入させないため，保管場所

は津波による被害は想定されない。（「設計基準対象施設について」第五条：

津波による損傷の防止） 

また，アクセスルートは，保管場所と同様，敷地に津波を到達又は流入さ

せないため，津波による被害は想定されない。津波遡上解析の結果を第 2－6

図に示す。 

なお，サブルートは，津波時に期待しない。 
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第 2－6 図 最大水位上昇量分布（基準津波１，防波堤無し） 

２号炉
１号炉

第３保管エリア（ＥＬ13～33m） 

第２保管エリア（ＥＬ44m） 

３号炉

【凡例】 
：アクセスルート（車両・要員） 
：アクセスルート（要員） 

：サブルート（車両・要員） 
：サブルート（要員） 
：可搬型設備の保管場所 

：防波壁 
：ＥＬ8.5mエリア 
：ＥＬ15m エリア 

：ＥＬ44m エリア 
：ＥＬ50m エリア 

第１保管エリア（ＥＬ50m） 

第４保管エリア（ＥＬ8.5m） 

【凡例】 

：防波壁 

常設代替交流電源設備 

(ガスタービン発電機) 

緊急時対策所 
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3. 保管場所の評価 

(1) 保管場所における主要可搬型設備等 

主な可搬型重大事故等対処設備の分類を第 3－1図に，保管場所における主

な可搬型重大事故等対処設備の配置を第 3－1表に，主要設備の配備数を第 3

－2表に示す。可搬型設備の配備数については「２ｎ＋α」，「ｎ＋α」，

「ｎ」の設備に分類し，重大事故等時に屋外で使用する設備であれば第１～

第４保管エリアのいずれか２箇所以上に，屋内で使用する設備であれば建物

内の複数箇所に，分散配置することにより多重化，多様化を図っている。 

また，屋外の可搬型設備のうち，予備（「２ｎ＋α」の可搬型設備の α及

び「ｎ」の可搬型設備の予備）は，保管場所（第１～第４保管エリア）に保

管する。ｎとα及びｎと予備は，それぞれ分散配置するため，同時に機能喪

失することはない。 

なお，保管場所に配備する可搬型設備は，地震による転倒防止及び竜巻に

よる飛散防止を考慮した固縛※を実施していることから，隣接する可搬型設

備及びアクセスルートに影響をあたえることはない。 

さらに，保管場所に配備する可搬型設備のうち，燃料を保有する設備は，

燃料タンクに燃料を規定油量以上の状態で保管する。ただし，タンクローリ

の背後搭載タンクは，空状態で保管する。 

※：飛来物発生防止対策エリア内のみが対象。 

 

ａ．「２ｎ＋α」の可搬型設備 

原子炉建物外から水・電力を供給する可搬型代替交流電源設備（高圧発

電機車），大量送水車，移動式代替熱交換設備，大型送水ポンプ車について

は，必要となる容量を有する設備を１基あたり２セット及び予備を保有し，

第１～第４保管エリアのいずれか２箇所以上にそれぞれ分散配置する。 

なお，第１～第４保管エリアの必要となる容量を有する設備の点検を行

う場合は，点検する設備の保管場所に予備を配備後に点検を行うことによ

り，第１～第４保管エリアに必要となる容量を有する設備は２セット確保

される。 

また，燃料プールへのスプレイのために原子炉建物内で使用する設備は，

必要となる容量を有する設備を２セット及び予備を配備し，原子炉建物内

に分散配置する。 

 

ｂ．「ｎ＋α」の可搬型設備 

負荷に直接接続する，逃がし安全弁用窒素ガスボンベ，主蒸気逃がし安

全弁用蓄電池（補助盤室）については，必要となる容量を有する設備を１

基あたり１セット及び予備を保有し，逃がし安全弁用窒素ガスボンベは原

子炉建物内にそれぞれ分散配置する。また，主蒸気逃がし安全弁用蓄電池

（補助盤室）は廃棄物処理建物内にそれぞれ分散配置する。 
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ｃ．「ｎ」の可搬型設備（その他） 

上記以外の可搬型重大事故等対処設備は，必要となる容量を有する設備

を１基あたり１セットに加え，プラントの安全性向上の観点から，設備の

信頼度等を考慮し，予備を確保する。 

また，「ｎ」の屋外保管設備についても，共通要因による機能喪失を考

慮し，第１～第４保管エリアのいずれか２箇所以上に分散配置する。 

 

可搬型設備の建物接続箇所及び仕様については別紙(2)に，淡水及び海水取

水場所については別紙(3)に，海水取水場所での取水ができない場合の代替手

段については補足(7)に示す。 

また，「２ｎ＋α」と「ｎ＋α」の可搬型設備α及び「ｎ」の可搬型設備

の予備については，故障時のバックアップ及び保守点検による待機除外時の

バックアップとして，発電所全体で確保する。なお，配備用途が異なる場合

において，要求されるいずれの機能も満足する設備については，予備を兼用

する。 

 

２ 

ｎ 

＋ 

α 

 

 

 

 

 

 

ｎ 

＋ 

α 

 

 

ｎ 

  
 
 
 
 
 

第 3－1 図 主な可搬型重大事故等対処設備の分類 

 

  

大量送水車 可搬型代替交流電源設備 
（高圧発電機車） 

移動式代替熱交換設備 

主蒸気逃がし安全弁用蓄電池 
（補助盤室） 

逃がし安全弁用窒素ガスボンベ 

  

 
 

大型送水ポンプ車 

可搬型スプレイ 
ノズル 

  

可搬式窒素供給装置 第１ベントフィルタ 

出口水素濃度 
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第
3
－

1
表
 

保
管
場

所
に
お
け

る
主

な
可
搬

型
重
大
事

故
等
対

処
設

備
の

配
置

 

分
類
 

主
要
設
備
名
 

使
用
場
所
 

第
１
保
管
 

エ
リ
ア
 

第
２
保
管
 

エ
リ
ア
 

第
３
保
管
 

エ
リ
ア
 

第
４
保
管
 

エ
リ
ア
 

２
ｎ
＋
α
 

・
大
量
送
水
車
 

Ｅ
Ｌ

44
m※

１
及
び

15
m
周
辺

※
２

 

（
送
水
用
）
 

－
 

ｎ
 

ｎ
 

－
 

α
 

※
５

 

（
兼

用
）
 

Ｅ
Ｌ

8.
5m

周
辺

※
３
 

（
海
水
取
水
用
）
 

ｎ
 

－
 

－
 

ｎ
 

α
 

※
５

 

（
兼

用
）
 

・
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
 

Ｅ
Ｌ

8.
5m

周
辺

※
３
 

（
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
用
）
 

ｎ
 

－
 

α
※

６
 

（
兼

用
）
 

ｎ
 

・
高
圧
発
電
機
車
 

Ｅ
Ｌ

15
m
周
辺

※
４
 

・
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
 

・
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
 

屋
内
で
使
用
 

原
子
炉
建
物
 

ｎ
＋
α
 

・
逃
が
し
安
全
弁
用
窒
素
ガ
ス

ボ
ン
ベ
 

屋
内
で
使
用
 

原
子
炉
建
物
，
廃
棄
物
処
理
建
物
 

・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄

電
池
（
補
助
盤
室
）
 

ｎ
※

７
 

・
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
 

Ｅ
Ｌ

15
m
周
辺

※
４

 
予
備
 

－
 

－
 

ｎ
 

・
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口

水
素
濃
度
 

※
１
：

輪
谷
貯
水

槽
（

西
１

）
及

び
（

西
２

）
を

水
源
と

し
た
送

水
時
は

淡
水
取

水
場
所

（
Ｅ
Ｌ

4
4m

）
周
辺

で
使
用

。
 

※
２
：
海

を
水

源
と

し
た

送
水

時
は

接
続

口
（

Ｅ
Ｌ
1
5
m）

周
辺

で
使
用

。
 

※
３

：
海

水
取
水

場
所

（
Ｅ

Ｌ
8
.
5
m）

周
辺

で
使

用
。

 

※
４

：
接

続
口
（

Ｅ
Ｌ

15
m）

周
辺

で
使

用
。

 

※
５

：
大

量
送
水

車
（

送
水

用
及

び
海

水
取

水
用

）
の
α

は
兼
用

と
し
，

第
４
保

管
エ
リ

ア
に
保

管
。

 

※
６

：
大

型
送

水
ポ

ン
プ

車
（

原
子

炉
補

機
代

替
冷
却
系

用
）
の

α
と
大

型
送
水

ポ
ン
プ

車
（
原

子
炉
建

物
放
水

設
備

用
）

の
予

備
は

兼
用

と
し

，
第

３
保

管
エ

リ
ア

に
保

管
。

 

※
７
：
緊
急
時

対
策

所
関

連
設

備
（

緊
急

時
対

策
所
用

発
電
機
，
緊
急

時
対
策

所
正
圧

化
装
置
（

空
気

ボ
ン
ベ

）
，
緊

急
時

対
策

所
空

気
浄

化
送

風
機

，
緊

急
時

対
策

所
空

気
浄

化
フ

ィ

ル
タ
ユ
ニ

ッ
ト

）
及

び
可

搬
式

気
象

観
測

装
置
は

，
ｎ
設

備
を
第

１
保
管

エ
リ
ア

に
，
予

備
を
第

４
保
管

エ
リ

ア
に

保
管

。
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(1
)

「
２
ｎ
＋
α
」
の
可
搬
型
設
備

設
備
名
 

配
備
数
 

必
要
数
 

予
備
 

保
管
場
所
 

備
考
 

第
１
保
管

 

エ
リ
ア

第
２
保
管
 

エ
リ
ア

第
３
保
管
 

エ
リ
ア

第
４
保
管
 

エ
リ
ア

可
搬
型
代
替
交
流

電
源
設
備

 

（
高
圧
発
電
機

車
）

 
７
台
 

３
台
 

（
２
ｎ
＝

６
）

１
台
 

３
台

 
０
台
 

予
備
 

１
台
 

３
台
 

・
必
要
数
（
３
台
／
セ
ッ
ト
）
の

２
セ

ッ
ト
，
合
計
６
台
。

大
量
送
水
車

 

３
台
 

送 水 用

１
台
 

（
２
ｎ
＝

２
）

１
台

（
兼
用
）
 

０
台

 
１
台
 

１
台
 

０
台

 

予
備
 

１
台
 

（
兼

用
）

・
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
（
西
２

）

を
水
源
と
し
た
送
水
時
は
，

必
要
数

（
大
量
送
水
車
（
送
水
用
）
１

台
，

可
搬
型
ス
ト
レ
ー
ナ
２
台
，
ホ
ー
ス

約
3
,4
40
m／

組
）
の
２
セ
ッ
ト
，
合

計
大
量
送
水
車
２
台
，
可
搬
型
ス
ト

レ
ー
ナ
４
台
及
び
ホ
ー
ス
約

6
,
88
0m
。

・
海
を
水
源
と
し
た
送
水
時
は
，
必
要

数
（
大
量
送
水
車
（
送
水
用
）
１
台

，

大
量
送
水
車
（
海
水
取
水
用
）
１
台

，

可
搬
型
ス
ト
レ
ー
ナ
２
台
，
ホ
ー
ス

約
3
,4
40
m／

組
）
の
２
セ
ッ
ト
，
合

計
大
量
送
水
車
４
台
，
可
搬
型
ス
ト

レ
ー
ナ
４
台
及
び
ホ
ー
ス
約

6
,
88
0m
。

・
第
４
保
管
エ
リ
ア
に
保
管
す
る

大
量

送
水
車
の
予
備
１
台
は
，
送
水
用
と

海
水
取
水
用
を
兼
用
。

３
台
 

海 水 取 水 用

１
台
 

（
２
ｎ
＝

２
）

１
台

（
兼
用
）
 

１
台

 
０
台
 

０
台
 

１
台

 

予
備
 

１
台
 

（
兼

用
）

可
搬
型
ス

ト
レ
ー
ナ
 

５
台
 

２
台
 

（
２
ｎ
＝

４
）

１
台
 

０
台

 
２
台
 

２
台
 

予
備
 

１
台
 

ホ
ー
ス

1
5
0A
（
１
組
：
約

3
,1
00
m）

 

1
0
0A
（
１
組
：
約

3
40
m）

 

２
組
＋
 

予
備
 

１
組
 

（
２
ｎ
＝

２
）

ホ
ー

ス
長

毎
に

１
本

以
上

1
5
0A
: 

約
2
,1

80
m 

1
0
0A
: 

約
1
20
m 

1
5
0A
: 

約
9
20
m 

1
0
0A
: 

約
2
20
m 

1
5
0A
: 

約
9
20
m 

1
0
0A
: 

約
2
20
m 

＋
 

予
備
 

1
5
0A
: 

約
2
,1
80
m 

1
0
0A
: 

約
1
20
m 

＋
 

予
備
 

※
：
各
設

備
の
保

管
場

所
・

数
量

に
つ

い
て

は
，

今
後
の

検
討
結

果
等
に

よ
り
変

更
と
な

る
可
能

性
が
あ

る
。
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(1
)
 

「
２
ｎ
＋
α
」
の
可
搬
型
設
備
 

設
備
名
 

配
備
数
 

必
要
数
 

予
備
 

保
管
場
所
 

備
考
 

第
１

保
管
 

エ
リ
ア

 

第
２
保
管
 

エ
リ
ア
 

第
３
保
管
 

エ
リ
ア
 

第
４
保
管
 

エ
リ
ア
 

可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル

 
３
台
 

１
台
 

（
２
ｎ
＝

２
）
 

１
台
 

原
子
炉
建
物
 

・
必
要
数
（
１
組
／
セ
ッ
ト
）
の
２
セ

ッ
ト
，
合
計
２
組
。

  

２
台
＋
 

予
備
１
台
 

ホ
ー
ス
 

7
5
A（

１
組
：
約

22
0m
）
 

２
組
＋
 

予
備
 

１
組
 

（
２
ｎ
＝

２
）
 

ホ
ー

ス
長

毎
に

１
本

以
上
 

原
子
炉
建
物
 

２
組
＋
 

予
備
 

移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備

 
３
台
 

１
台
 

（
２
ｎ
＝

２
）
 

１
台
 

１
台
 

０
台
 

予
備
 

１
台

 
１
台
 

・
必
要
数
（
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備

１
台
，
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
１
台
，

ホ
ー
ス
約

1
,0
80
m／

組
）
の
２
セ
ッ

ト
，
合
計
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備

２
台
，
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
２
台
，

ホ
ー
ス
約

2
,1
60
m。

 

・
第
３
保
管
エ
リ
ア
に
保
管
す
る

大
型

送
水
ポ
ン
プ
車
の
予
備
１
台
は
，

原

子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
用
と

原
子
炉

建
物
放
水
設
備
用
を
兼
用
。

 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

 
３
台
 

原 子 炉 補 機 代 替

冷 却 系 用 

１
台
 

（
２
ｎ
＝

２
）
 

１
台
 

（
兼
用

）
 

１
台

 
０
台
 

予
備
１
台
 

（
兼

用
）
 

１
台
 

ホ
ー
ス
 

淡
水
側

2
50
A（

１
組
：
約

50
m
） 

海
水
側

2
50
A（

１
組
：
約

70
m
） 

海
水
側

3
00
A（
１
組
：
約

96
0m

） 

２
組
＋
 

予
備
 

１
組
 

（
２
ｎ
＝

２
）
 

ホ
ー

ス
長

毎
に

１
本

以
上
 

１
組
 

０
組
 

０
組
 

１
組
＋
 

予
備
 

※
：
各
設

備
の
保

管
場

所
・

数
量

に
つ

い
て

は
，

今
後
の

検
討
結

果
等
に

よ
り
変

更
と
な

る
可
能

性
が
あ

る
。
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(2
) 

「
ｎ
＋
α
」
の
可
搬
型
設
備
 

設
備
名
 

配
備
数
 

必
要
数
 

予
備
 

保
管
場
所
 

備
考
 

逃
が
し
安
全
弁

用
窒
素

 

ガ
ス
ボ
ン
ベ
 

3
0
本
 

1
5
本
 

1
5
本
 

（
５

本
以

上
）
 

原
子
炉
建
物
 

・
30

本
の
う
ち
予
備
は
５
本
以
上
余
裕

を
見
て

1
5
本
配
備
。
 

1
5
本
＋
 

予
備

1
5
本

 

主
蒸
気
逃
が
し
 

安
全
弁
用
蓄
電
池
 

（
補
助
盤
室
）
 

４
個
 

２
個
 

２
個
 

廃
棄
物
処
理
建
物
 

－
 

２
個
＋
 

予
備
２
個
 

※
：
各
設

備
の
保

管
場

所
・

数
量

に
つ

い
て

は
，

今
後
の

検
討
結

果
等
に

よ
り
変

更
と
な

る
可
能

性
が
あ

る
。

 

 (3
) 

「
ｎ
」
の
可
搬
型
設
備
 

設
備
名
 

配
備
数
 

必
要
数
 

予
備
 

保
管
場
所
 

備
考
 

（
必
要
数
ｎ
の
補
足
）

 
第
１
保
管

 

エ
リ
ア

 

第
２
保
管
 

エ
リ
ア
 

第
３
保
管
 

エ
リ
ア
 

第
４
保
管
 

エ
リ
ア
 

可
搬
式
窒
素
供

給
装
置

 
２
台
 

１
台
 

１
台
 

予
備

１
台

 
０
台
 

０
台
 

１
台
 

・
１
台
で
窒
素
供
給
が
可
能
。

 

ホ
ー
ス
 

（
１
組
：
約

2
30

m）
 

１
組
＋
 

予
備
 

１
組
 

ホ
ー

ス
長

毎
に

１
本

以
上
 

タ
ー
ビ
ン
建

物
 

－
 

１
組
＋
 

予
備
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
 

出
口
水
素
濃
度
 

２
台
 

１
台
 

１
台
 

予
備

１
台
 

０
台
 

０
台
 

１
台
 

・
１
台
で
水
素
濃
度
測
定
が
可
能
。

 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
 

約
4
0m
 

約
2
0m
 

約
2
0m
 

約
1
0m
＋
 

予
備
約

1
0m
 

０
m 

０
m 

約
1
0m
＋
 

予
備
約

1
0m
 

・
２
号
炉
放
水
接
合
槽
用
 

※
：
各
設

備
の
保

管
場

所
・

数
量

に
つ

い
て

は
，

今
後
の

検
討
結

果
等
に

よ
り
変

更
と
な

る
可
能

性
が
あ

る
。
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(3
)
 

「
ｎ
」
の
可
搬
型
設
備
 

設
備
名
 

配
備
数
 

必
要
数
 

予
備
 

保
管
場
所
 

備
考
 

（
必
要
数
ｎ
の
補
足
）

 
第
１
保
管

 

エ
リ
ア

 

第
２
保
管
 

エ
リ
ア
 

第
３
保
管
 

エ
リ
ア
 

第
４
保
管
 

エ
リ
ア
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
 

約
6
80
m 

約
6
40

m 
約

4
0m
 

約
3
20

m＋
 

予
備
約

4
0m
 

０
m 

０
m 

約
3
20
m 

・
輪
谷
湾
用
 

小
型
船
舶
 

２
隻
 

１
隻
 

（
兼
用
）
 

１
隻
 

（
兼
用

）
 

予
備

１
隻
 

（
兼
用
）

 
０
隻
 

０
隻
 

１
隻
 

（
兼

用
）
 

・
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
を
１
隻
で
設
置
可

能
。
 

・
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
と
兼
用
。

 

放
射
性
物
質
吸
着
材

 
４
組
 

３
組
 

１
組
 

予
備

 

１
組
 

０
組
 

０
組
 

３
組
 

・
設
置
箇
所
３
箇
所
に
そ
れ
ぞ
れ
１

組

を
設
置
。
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

 
２
台
 

原 子 炉 建 物 

放 水 設 備 用 

１
台
 

１
台

（
兼
用

）
 

０
台

 
０
台
 

予
備
１
台
 

（
兼

用
）
 

１
台
 

・
第
３
保
管
エ
リ
ア
に
保
管
す
る

大
型

送
水
ポ
ン
プ
車
の
予
備
１
台
は
，

原

子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
用
と

原
子
炉

建
物
放
水
設
備
用
を
兼
用
。

 

放
水
砲
 

２
台
 

１
台
 

１
台
 

予
備

１
台
 

０
台
 

０
台
 

１
台
 

泡
消
火
薬
剤
容
器
 

６
個
 

５
個
 

１
個
 

予
備

１
個
 

０
個
 

０
個
 

５
個
 

ホ
ー
ス
 

3
0
0A
（
１
組
：
約

7
60
m）

 

2
5
0A
（
１
組
：
約

1
40

m）
 

１
組
＋
 

予
備
 

１
組
 

ホ
ー

ス
長

毎
に

１
本

以
上
 

予
備

 
０
組
 

０
組
 

１
組
 

※
：
各
設

備
の
保

管
場

所
・

数
量

に
つ

い
て

は
，

今
後
の

検
討
結

果
等
に

よ
り
変

更
と
な

る
可
能

性
が
あ

る
。
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(3
)

「
ｎ
」
の
可
搬
型
設
備

設
備
名
 

配
備
数
 

必
要
数
 

予
備
 

保
管
場
所

 
備
考
 

（
必
要
数
ｎ
の
補
足
）

 
第
１
保
管

 

エ
リ
ア

第
２
保
管
 

エ
リ
ア

第
３
保
管
 

エ
リ
ア

第
４
保
管
 

エ
リ
ア

タ
ン
ク
ロ
ー
リ

３
台
 

【
①
用
】
 

１
台
 

【
②
用
】
 

１
台
 

１
台
 

１
台

 
０
台
 

１
台
 

予
備
１
台
 

・
①
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
へ
の
補

給
専
用
。

・
②
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
以
外
へ

の
補
給
用
。

・
２
台
で
島
根
２
号
炉
運
転
中

及
び
停

止
中
の
給
油
作
業
を
実
施
可
能
。

小
型
船
舶
 

２
隻
 

１
隻
 

（
兼
用
）

１
隻
 

（
兼
用

）
 

予
備

１
隻
 

（
兼
用
）

０
隻
 

０
隻
 

１
隻
 

（
兼

用
）

・
１
隻
で
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施

可
能
。

・
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
設
置
用
と
兼
用
。

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

 

ポ
ス
ト
 

1
2
台
 

1
0
台
 

２
台
 

５
台
＋

 

予
備
１
台

 
０
台
 

０
台
 

５
台
＋
 

予
備
１
台
 

・
合
計

1
0
台
で
測
定
可
能
。

中
央
制
御
室
待
避

室
正
圧
化

 

装
置
（
空
気
ボ

ン
ベ
）

 
5
0
本
 

1
5
本
 

3
5
本
 

廃
棄
物
処
理
建
物

 
・
合
計

15
本
で
中
央
制
御
室
待
避
室
を

窒
息
防
止
し
つ
つ
，

10
時
間
正
圧
化

す
る
こ
と
が
可
能
。
 

1
5
本
＋
 

予
備

3
5
本
 

可
搬
式
気
象
観

測
装
置

 
２
台
 

１
台
 

１
台
 

１
台

 
０
台
 

０
台
 

予
備
１
台
 

・
気
象
観
測
は
１
台
で
測
定
可
能
。

※
：
各
設

備
の
保

管
場

所
・

数
量

に
つ

い
て

は
，

今
後
の

検
討
結

果
等
に

よ
り
変

更
と
な

る
可
能

性
が
あ

る
。
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(3
)
 

「
ｎ
」
の
可
搬
型
設
備
 

設
備
名
 

配
備
数
 

必
要
数
 

予
備
 

保
管
場
所

 
備
考
 

（
必
要
数
ｎ
の
補
足
）

 
第
１

保
管
 

エ
リ
ア

 

第
２
保
管
 

エ
リ
ア
 

第
３
保
管
 

エ
リ
ア
 

第
４
保
管
 

エ
リ
ア
 

緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機

 
４
台
 

２
台
 

２
台
 

２
台

 
０
台
 

０
台
 

予
備
２
台
 

・
１

台
で
緊

急
時

対
策
所

に
給
電
す

る

た
め

に
必
要

な
容
量

を
有
す

る
も
の

を
，

燃
料
給

油
時
の

切
替
え

を
考
慮

し
て

２
台
を

保
管
し

，
予
備

機
を
２

台
保
管
す
る
。
 

緊
急
時
対
策
所
正

圧
化
装
置

 

（
空
気
ボ
ン
ベ
）
 

5
40

本
 

4
54

本
 

8
6
本
 

4
54

本
＋
 

予
備

5
6
本
 

０
本
 

０
本
 

予
備

3
0
本
 

・
4
54

本
で

緊
急

時
対

策
所
を

窒
息

防

止
し
つ
つ
，
11

時
間
正
圧
化
す
る
こ

と
が
可
能
。
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化

 

送
風
機
 

３
台
 

１
台
 

２
台
 

１
台

＋
 

予
備
１
台

 
０
台
 

０
台
 

予
備
１
台
 

・
１

台
で
緊

急
時

対
策
所

を
正

圧
化

す

る
こ
と
が
可
能
。
 

緊
急
時
対
策

所
空
気
浄
化
 

フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト

 
３
台
 

１
台
 

２
台
 

１
台
＋

 

予
備
１
台

 
０
台
 

０
台
 

予
備
１
台
 

・
緊

急
時
対

策
所

空
気
浄

化
送
風
機

と

併
せ

て
使
用

す
る
こ

と
で
，

１
台
で

対
策

要
員
の

放
射
線

被
ば
く

を
低
減

又
は
防
止
可
能
。
 

・
２
台
の
う
ち
予
備
１
台
。
 

※
：
各
設

備
の
保

管
場

所
・

数
量

に
つ

い
て

は
，

今
後
の

検
討
結

果
等
に

よ
り
変

更
と
な

る
可
能

性
が
あ

る
。
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第
3－

2
表
 

保
管
場

所
等
に
お

け
る
主

要
設

備
 

(1
)

重
機

※
：
各
設

備
の
保

管
場

所
・

数
量

に
つ

い
て

は
，

今
後
の

検
討
結

果
等
に

よ
り
変

更
と
な

る
可
能

性
が
あ

る
。

 

(2
)

そ
の
他
設
備
（
自
主
的
に
所
有
し
て
い
る
設
備
）

設
備
名
 

配
備
数
 

保
管
場
所
 

備
考
 

第
１
保
管
 

エ
リ
ア

第
２
保
管
 

エ
リ
ア

第
３
保
管
 

エ
リ
ア

第
４

保
管
 

エ
リ
ア

化
学
消
防
自
動
車
 

２
台
 

１
台
 

０
台
 

０
台
 

１
台
 

－
 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
 

２
台
 

１
台
 

０
台
 

０
台
 

１
台
 

－
 

小
型
放
水
砲
 

２
台
 

１
台
 

０
台
 

０
台
 

１
台
 

－
 

放
射
能
観
測
車
 

１
台
 

構
内
保
管
場
所
 

－
 

１
台
 

原
子
炉
補
機
海
水
ポ
ン
プ
電
動
機
 

１
台
 

１
台
 

０
台
 

０
台
 

０
台
 

・
予
備
品

ラ
フ
タ
ー
ク
レ
ー
ン

１
台
 

１
台
 

０
台
 

０
台
 

０
台
 

・
予
備
品
取
扱
設
備

中
型
ホ
ー
ス
展
張
車
（

15
0A
）
 

２
台
 

０
台
 

１
台
 

１
台
 

０
台
 

・
資
機
材

大
型
ホ
ー
ス
展
張
車
（

15
0A
）
 

２
台
 

１
台
 

０
台
 

０
台
 

１
台
 

・
資
機
材

※
：
各
設

備
の
保

管
場

所
・

数
量

に
つ

い
て

は
，

今
後
の

検
討
結

果
等
に

よ
り
変

更
と
な

る
可
能

性
が
あ

る
。

 

設
備
名
 

配
備
数
 

保
管
場
所
 

備
考
 

第
１
保
管
 

エ
リ
ア

第
２
保
管
 

エ
リ
ア

第
３
保
管
 

エ
リ
ア

第
４
保
管
 

エ
リ
ア

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ

３
台
 

１
台
 

０
台
 

１
台
 

予
備
 

１
台

－
 

1.0.2-42
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(2
)

そ
の
他
設
備
（
自
主
的
に
所
有
し
て
い
る
設
備
）

設
備
名
 

配
備
数
 

保
管
場
所
 

備
考
 

第
１
保
管
 

エ
リ
ア

第
２
保
管
 

エ
リ
ア

第
３
保
管
 

エ
リ
ア

第
４

保
管
 

エ
リ
ア

大
型
ホ
ー
ス
展
張
車
（

30
0A
）
 

２
台
 

１
台
 

０
台
 

０
台
 

１
台
 

・
資
機
材

ホ
ー
ス
運
搬
車

２
台
 

１
台
 

０
台
 

０
台
 

１
台
 

・
資
機
材

直
流
給
電
車

1
15
V 

１
台
 

１
台
 

０
台
 

０
台
 

０
台
 

－
 

直
流
給
電
車

2
30
V 

１
台
 

１
台
 

０
台
 

０
台
 

０
台
 

－
 

小
型
船
舶
運
搬
車
 

１
台
 

０
台
 

０
台
 

０
台
 

１
台
 

・
資
機
材

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
運
搬
車

２
台
 

０
台
 

０
台
 

０
台
 

２
台
 

・
資
機
材

放
射
性
物
質
吸
着
材
運
搬
車
 

１
台
 

０
台
 

０
台
 

０
台
 

１
台
 

・
資
機
材

泡
消
火
薬
剤
運
搬
車

 
３
台
 

１
台
 

０
台
 

０
台
 

２
台
 

・
資
機
材

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
運
搬
車

１
台
 

０
台
 

０
台
 

０
台
 

１
台
 

・
資
機
材

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
流
量
 

２
台
 

原
子
炉
建
物
 

－
 

２
台
 

※
：
各
設

備
の
保

管
場

所
・

数
量

に
つ

い
て

は
，

今
後
の

検
討
結

果
等
に

よ
り
変

更
と
な

る
可
能

性
が
あ

る
。
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第
1
図

 
①

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
屋

内
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
(
１

／
１

１
)
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第
1
図

 
②

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
屋

内
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
(
２

／
１

１
)
 

階
段

Ａ

1.0.2-273
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第
1
図

 
③

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
屋

内
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
(
３

／
１

１
)
 

1.0.2-274
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第
1
図

 
④

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
屋

内
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
(
４

／
１

１
)
 

階
段

Ａ

階
段

Ａ

階
段

Ａ

階
段

Ａ

1.0.2-275
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第
1
図

 
⑤

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
屋

内
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
(
５

／
１

１
)
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第
1
図

 
⑥

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
屋

内
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
(
６

／
１

１
)
 

1.0.2-277
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第
1
図

 
⑦

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
屋

内
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
(
７

／
１

１
)
 

1.0.2-278
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第
1
図

 
⑧

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
屋

内
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
(
８

／
１

１
)
 

1.0.2-279
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第
1
図

 
⑨

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
屋

内
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
(
９

／
１

１
)
 

凡
例
 
 ：

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
 

：
迂

回
路

 

：
経

由
扉

 

：
操

作
対

象
箇

所
 

：
電

源
内

蔵
型

照
明

 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物

1F
L 

E
L4
7
,5
0
0 

階
段
Ｐ

 

屋
外
Ｄ

 
 階
段

Ａ

1.0.2-280

133



第
1
図

 
⑩

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
屋

内
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
(
１

０
／

１
１

)
 

凡
例
 
 ：

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
 

：
迂

回
路

 

：
経

由
扉

 

：
操

作
対

象
箇

所
 

：
電

源
内

蔵
型

照
明

 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物

2F
L 

E
L5
0
,7
0
0 

階
段

Ｐ
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第
1
図

 
⑪

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
屋

内
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
(
１

１
／

１
１

)

凡
例
 
 ：

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
 

：
迂

回
路

 

：
経

由
扉

 

：
操

作
対

象
箇

所
 

：
電

源
内

蔵
型

照
明

 

1

階
段

Ｐ
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物

3F
L 

E
L5
4
,5
0
0 
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第
1
図

 
①

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

 
現

場
確

認
結

果
(１

／
８

)
 

屋内のアクセスルート確認状況（地震時の影響） 別紙（14） 

1.0.2-285
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第
1
図

 
②

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

 
現

場
確

認
結

果
(２

／
８

)
 

階
段

Ａ

1.0.2-286
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第
1
図

 
③

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

 
現

場
確

認
結

果
(３

／
８

)
 

1.0.2-287
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第
1
図

 
④

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

 
現

場
確

認
結

果
(４

／
８

)
 

階
段

Ａ

階
段

Ａ

階
段

Ａ

階
段

Ａ
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第
1
図

 
⑤

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

 
現

場
確

認
結

果
(５

／
８

)
 

1.0.2-289
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第
1
図

 
⑥

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

 
現

場
確

認
結

果
(６

／
８

)
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第
1
図

 
⑦

島
根

原
子

力
発
電
所

２
号
炉

 
重

大
事
故
等

時
 
ア

ク
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
2
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
排
水
処
理
」
 

自
主
対
策
設
備
 

仮
設
発
電
機
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
現
場
起
動
時
）
の
監
視
計
器
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

自
主
対
策
設
備
 

可
搬
型
回
転
計
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
中
央
制
御
室
か
ら
の
操
作
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
中
央
制
御
室
か
ら
の
操
作
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
※
１
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
中
央
制
御
室
か
ら
の
操
作
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
※
１
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
現
場
起
動
時
）
の
監
視
計
器
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

原
子
炉
圧
力
（
可
搬
型
計
測
器
）
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
現
場
起
動
時
）
の
監
視
計
器
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
現
場
起
動
時
）
の
監
視
計
器
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

原
子
炉
水
位
（
可
搬
型
計
測
器
）
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
現
場
起
動
時
）
の
監
視
計
器
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
中
央
制
御
室
か
ら
の
操
作
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
に
よ
る
進
展
抑
制
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｒ
Ｄ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
進
展
抑
制
（
ほ
う
酸
水
注
入
）
 

事
故
時
運
転
操
作
手
順
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）
「
水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｓ
Ｌ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
進
展
抑
制
（
注
水
）
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
排
水
処
理
」
 

自
主
対
策
設
備
 

水
中
ポ
ン
プ
 

直
流
給
電
車
に
よ
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

自
主
対
策
設
備
 

直
流
給
電
車
及
び
可
搬
型
代
替
交
流
電

源
設
備
※
１
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
排
水
処
理
」
 

自
主
対
策
設
備
 

燃
料
補
給
設
備
※
１
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
排
水
処
理
」
 

自
主
対
策
設
備
 

ホ
ー
ス
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
3
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

手
動
操
作
に
よ
る
減
圧
（
逃
が
し
安
全
弁
）
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

減
圧
冷
却
」
等
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－

1」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供
給
系
に
よ
る
窒
素
ガ
ス
確
保
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

急
速
減
圧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｓ
Ｒ
Ｖ
駆
動
源
確
保
（
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
）
」 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
復
旧
 

－
※
１
 

高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
の
防
止
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－

1」
 

手
動
操
作
に
よ
る
減
圧
（
逃
が
し
安
全
弁
）
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

減
圧
冷
却
」
等
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－

1」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
※
１
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
逃
が
し
安
全
弁
機
能
回
復
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

急
速
減
圧
」「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｓ
Ｒ
Ｖ
駆
動
源
確
保
（
Ｓ
Ｒ
Ｖ
電
源
切
替
）
」 

逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供
給
系
に
よ
る
窒
素
ガ
ス
確
保
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

急
速
減
圧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｓ
Ｒ
Ｖ
駆
動
源
確
保
（
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
）
」 

代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
復
旧
 

－
※
１
 

高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
の
防
止
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－

1」
 

手
動
操
作
に
よ
る
減
圧
（
逃
が
し
安
全
弁
）
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

減
圧
冷
却
」
等
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－

1」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供
給
系
に
よ
る
窒
素
ガ
ス
確
保
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

急
速
減
圧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｓ
Ｒ
Ｖ
駆
動
源
確
保
（
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
）
」 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
復
旧
 

－
※
１
 

高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
の
防
止
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－

1」
 

手
動
操
作
に
よ
る
減
圧
（
逃
が
し
安
全
弁
）
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

減
圧
冷
却
」
等
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－

1」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
※
１
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
逃
が
し
安
全
弁
機
能
回
復
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

急
速
減
圧
」「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｓ
Ｒ
Ｖ
駆
動
源
確
保
（
Ｓ
Ｒ
Ｖ
電
源
切
替
）
」 

逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供
給
系
に
よ
る
窒
素
ガ
ス
確
保
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

急
速
減
圧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｓ
Ｒ
Ｖ
駆
動
源
確
保
（
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
）
」 

高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
の
防
止
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－

1」
 

代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
復
旧
 

－
※
１
 

自
主
対
策
設
備
 

直
流
給
電
車
※
１
 

逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供
給
系
に
よ
る
窒
素
ガ
ス
確
保
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

急
速
減
圧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｓ
Ｒ
Ｖ
駆
動
源
確
保
（
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
）
」 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

逃
が
し
安
全
弁
用
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
 

逃
が
し
安
全
弁
の
背
圧
対
策
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－

1」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｓ
Ｒ
Ｖ
背
圧
対
策
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
安

全
弁
背
圧
対
策
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
4】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
１
／
４
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
２
：
手
順
は
「

1
.5

 最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

自
主
対
策
設
備
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

消
火
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に

よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
４
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

消
火
系
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
４
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に

よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
の
復
旧

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
※
２
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
復
旧
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｌ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
4】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
２
／
４
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

消
火
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に

よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
の
復
旧

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
復
旧
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｌ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
４
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

消
火
系
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
４
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に

よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
４
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

【
原
子
炉
停
止
中
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
時
対
応
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
【
原
子
炉
停
止
中
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
時
対
応
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

消
火
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
【
原
子
炉
停
止
中
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
時
対
応
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に

よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

【
原
子
炉
停
止
中
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
時
対
応
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
）
の
復

旧
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
時
対
応
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
原
子
炉
除
熱
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
4】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
３
／
４
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

代
替
所
内
電
気
設
備
※
１
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

消
火
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に

よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
の
復
旧

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
復
旧
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｌ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
４
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

消
火
系
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
４
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に

よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
４
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

【
原
子
炉
停
止
中
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
時
対
応
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
【
原
子
炉
停
止
中
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
時
対
応
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

消
火
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
【
原
子
炉
停
止
中
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
時
対
応
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に

よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

【
原
子
炉
停
止
中
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
時
対
応
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
）
の
復
旧

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
時
対
応
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
原
子
炉
除
熱
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
4】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
４
／
４
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

大
量
送
水
車
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
４
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

【
原
子
炉
停
止
中
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
時
対
応
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

燃
料
補
給
設
備
※
１
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
４
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

【
原
子
炉
停
止
中
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
時
対
応
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

水
位
確
保
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
・
接
続
口
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
４
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

【
原
子
炉
停
止
中
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
時
対
応
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
5】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
１
／
５
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」「

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
停
止
後
の
Ｎ
２
パ
ー
ジ
」

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
フ

ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換
」
 

自
主
対
策
設
備
 

Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン

止
め
弁
用
空
気
ボ
ン
ベ
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
【
全
交
流
動

力
電
源
喪
失
時
，
現
場
操
作
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」「

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
停
止
後
の
Ｎ
２
パ
ー
ジ
」

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
フ

ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換
」
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
に
よ
る
冷
却
水
確
保
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
移
動
式
熱
交
換
設
備
お
よ
び
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

を
使
用
し
た
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
確
保

(
Ｕ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
編
)」
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ

車
を
使
用
し
た
海
水
供
給
（
ハ
イ
ド
ロ
サ
ブ
編
）
」「

移
動
式
熱
交
換
設
備
お
よ

び
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
使
用
し
た
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
確
保
（
電
源
編
）
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
に
よ
る
冷
却
水
確
保
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
移
動
式
熱
交
換
設
備
お
よ
び
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

を
使
用
し
た
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
確
保

(
Ｕ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
編
)」
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ

車
を
使
用
し
た
海
水
供
給
（
ハ
イ
ド
ロ
サ
ブ
編
）
」「

移
動
式
熱
交
換
設
備
お
よ

び
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
使
用
し
た
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
確
保
（
電
源
編
）
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
冷
却
水
確
保
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
使
用
し
た
海
水
供
給
（
ハ

イ
ド
ロ
サ
ブ
編
）
」
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」「

耐

圧
強
化
ベ
ン
ト
停
止
後
の
Ｎ
２
パ
ー
ジ
」

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
フ

ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換
」
 

自
主
対
策
設
備
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
【
全
交
流
動

力
電
源
喪
失
時
，
現
場
操
作
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」「

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
停
止
後
の
Ｎ
２
パ
ー
ジ
」

 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
フ

ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換
」
 

 
 

150



重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
5】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
２
／
５
）

 
対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ

Ｓ
停
止
後
の
Ｎ
２
パ
ー
ジ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
系
統
構
成
」
 

「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒

素
ガ
ス
置
換
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
の

窒
素
ガ
ス
置
換
」
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」「

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
停
止
後
の
Ｎ
２
パ
ー
ジ
」

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
フ

ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換
」
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給
【
全
交
流
動
力

電
源
喪
失
時
，
現
場
操
作
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
の

窒
素
ガ
ス
置
換
」
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
【
全
交
流
動

力
電
源
喪
失
時
，
現
場
操
作
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」「

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
停
止
後
の
Ｎ
２
パ
ー
ジ
」

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
フ

ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
5】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
３
／
５
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」「

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
停
止
後
の
Ｎ
２
パ
ー
ジ
」

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
フ

ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換
」
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
【
全
交
流
動

力
電
源
喪
失
時
，
現
場
操
作
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」「

耐

圧
強
化
ベ
ン
ト
停
止
後
の
Ｎ
２
パ
ー
ジ
」

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
フ

ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換
」
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
に
よ
る
冷
却
水
確
保
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
移
動
式
熱
交
換
設
備
お
よ
び
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

を
使
用
し
た
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
確
保

(
Ｕ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
編
)」
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ

車
を
使
用
し
た
海
水
供
給
（
ハ
イ
ド
ロ
サ
ブ
編
）
」「

移
動
式
熱
交
換
設
備
お
よ

び
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
使
用
し
た
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
確
保
（
電
源
編
）
」
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
冷
却
水
確
保
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
使
用
し
た
海
水
供
給
（
ハ

イ
ド
ロ
サ
ブ
編
）
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
5】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
４
／
５
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

代
替
所
内
電
気
設
備
※
１
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」「

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
停
止
後
の
Ｎ
２
パ
ー
ジ
」

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
フ

ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換
」
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
【
全
交
流
動

力
電
源
喪
失
時
，
現
場
操
作
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」「

耐

圧
強
化
ベ
ン
ト
停
止
後
の
Ｎ
２
パ
ー
ジ
」

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
フ

ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換
」
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
に
よ
る
冷
却
水
確
保
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
移
動
式
熱
交
換
設
備
お
よ
び
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

を
使
用
し
た
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
確
保

(
Ｕ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
編
)」
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ

車
を
使
用
し
た
海
水
供
給
（
ハ
イ
ド
ロ
サ
ブ
編
）
」「

移
動
式
熱
交
換
設
備
お
よ

び
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
使
用
し
た
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
確
保
（
電
源
編
）
」
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
冷
却
水
確
保
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
使
用
し
た
海
水
供
給
（
ハ

イ
ド
ロ
サ
ブ
編
）
」
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
に
よ
る
冷
却
水
確
保
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
移
動
式
熱
交
換
設
備
お
よ
び
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

を
使
用
し
た
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
確
保

(
Ｕ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
編
)」
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ

車
を
使
用
し
た
海
水
供
給
（
ハ
イ
ド
ロ
サ
ブ
編
）
」「

移
動
式
熱
交
換
設
備
お
よ

び
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
使
用
し
た
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
確
保
（
電
源
編
）
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

燃
料
補
給
設
備
※
１
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
冷
却
水
確
保
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
使
用
し
た
海
水
供
給
（
ハ

イ
ド
ロ
サ
ブ
編
）
」
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
に
よ
る
冷
却
水
確
保
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
移
動
式
熱
交
換
設
備
お
よ
び
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

を
使
用
し
た
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
確
保

(
Ｕ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
編
)」
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ

車
を
使
用
し
た
海
水
供
給
（
ハ
イ
ド
ロ
サ
ブ
編
）
」「

移
動
式
熱
交
換
設
備
お
よ

び
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
使
用
し
た
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
確
保
（
電
源
編
）
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
・
接
続
口
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
冷
却
水
確
保
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
使
用
し
た
海
水
供
給
（
ハ

イ
ド
ロ
サ
ブ
編
）
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
5】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
５
／
５
）

 
対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
等
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

自
主
対
策
設
備
 

ホ
ー
ス
・
接
続
口
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」「

耐

圧
強
化
ベ
ン
ト
停
止
後
の
Ｎ
２
パ
ー
ジ
」

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
フ

ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換
」
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
【
全
交
流
動

力
電
源
喪
失
時
，
現
場
操
作
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」「

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
停
止
後
の
Ｎ
２
パ
ー
ジ
」

 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
フ

ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換
」
 

 
 

154



重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
6】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
１
／
４
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
２
：
手
順
は
「

1
.5

 最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ

イ
（
淡
水
／
海
水
）
【
炉
心
損
傷
前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
ス
ト
レ
ー
ナ
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ

イ
（
淡
水
／
海
水
）
【
炉
心
損
傷
後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ

イ
（
淡
水
／
海
水
）
【
炉
心
損
傷
前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ

イ
（
淡
水
／
海
水
）
【
炉
心
損
傷
後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
前
】 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」

「
Ｓ
／
Ｃ
水
位
制
御
」「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
水
素
濃
度
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
※
２
 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
の
除
熱
【
炉
心
損
傷

前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
後
】 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
の
除
熱
【
炉
心
損
傷

後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
6】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
２
／
４
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ

【
炉
心
損
傷
前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ

イ
（
淡
水
／
海
水
）
【
炉
心
損
傷
前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
前
】 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」

「
Ｓ
／
Ｃ
水
位
制
御
」「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
水
素
濃
度
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
の
除
熱
【
炉
心
損
傷

前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ

【
炉
心
損
傷
後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ

イ
（
淡
水
／
海
水
）
【
炉
心
損
傷
後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
系
に
よ
る
格
納
容
器
内
の
代
替
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｈ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
後
】 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
の
除
熱
【
炉
心
損
傷

後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
6】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
３
／
４
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ

【
炉
心
損
傷
前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

代
替
所
内
電
気
設
備
※
１
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ

イ
（
淡
水
／
海
水
）
【
炉
心
損
傷
前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
の
除
熱
【
炉
心
損
傷

前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
後
】 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ

【
炉
心
損
傷
後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ

イ
（
淡
水
／
海
水
）
【
炉
心
損
傷
後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
【
炉
心
損
傷
後
】 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
の
除
熱
【
炉
心
損
傷

後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ

イ
（
淡
水
／
海
水
）
【
炉
心
損
傷
前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

大
量
送
水
車
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ

イ
（
淡
水
／
海
水
）
【
炉
心
損
傷
後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ

イ
（
淡
水
／
海
水
）
【
炉
心
損
傷
前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

燃
料
補
給
設
備
※
１
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ

イ
（
淡
水
／
海
水
）
【
炉
心
損
傷
後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
6】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
４
／
４
）

 
対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ

イ
（
淡
水
／
海
水
）
【
炉
心
損
傷
前
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御
」「

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
・
接
続
口
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ

イ
（
淡
水
／
海
水
）
【
炉
心
損
傷
後
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
－
１
」
「
除
熱
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

 
 

158



重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
7】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
１
／
２
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
２
：
手
順
は
「

1
.5

 最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
放
出
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位
調
整
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
へ
の
水
補

給
」「

大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
系
統
構

成
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
放
出
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位
調
整
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
へ
の
水
補

給
」「

大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
系
統
構

成
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
 

不
活
性
ガ
ス
（
窒
素
ガ
ス
）
に
よ
る
系
統
内
の
置
換
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
放
出
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
停
止
後
の
Ｎ
２
パ
ー
ジ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
フ
ィ

ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換
」
 

原
子
炉
格
納
容
器
負
圧
破
損
の
防
止
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
放
出
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
の
窒

素
ガ
ス
置
換
」
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
‐
１
」
「
除
熱
‐
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
※
２
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ｐ
Ｈ
制
御
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
‐
１
」
「
除
熱
‐
２
」
 

自
主
対
策
設
備
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
ｐ
Ｈ
制
御

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
‐
１
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｓ
／
Ｐ
水
ｐ
Ｈ
制
御
」
 

自
主
対
策
設
備
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
ｐ

Ｈ
制
御
系
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
‐
１
」
「
除
熱
‐
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
放
出
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位
調
整
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
へ
の
水
補

給
」「

大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
系
統
構

成
」
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ｐ
Ｈ
制
御
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
‐
１
」
「
除
熱
‐
２
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
7】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
２
／
２
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
２
：
手
順
は
，
「

1
.1

3
 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
‐
１
」
「
除
熱
‐
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

代
替
所
内
電
気
設
備
※
１
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
放
出
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位
調
整
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
へ
の
水
補

給
」「

大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
系
統
構

成
」
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ｐ
Ｈ
制
御
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
‐
１
」
「
除
熱
‐
２
」
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
‐
１
」
「
除
熱
‐
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

自
主
対
策
設
備
 

大
量
送
水
車
※
２
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
放
出
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位
調
整
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
へ
の
水
補

給
」「

大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
系
統
構

成
」
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
除
熱
‐
１
」
「
除
熱
‐
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
・
接
続
口
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
放
出
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位
調
整
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
へ
の
水
補

給
」「

大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
系
統
構

成
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
・
接
続
口
 

不
活
性
ガ
ス
（
窒
素
ガ
ス
）
に
よ
る
系
統
内
の
置
換
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
放
出
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
停
止
後
の
Ｎ
２
パ
ー
ジ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
フ
ィ

ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
窒
素
ガ
ス
置
換
」
 

原
子
炉
格
納
容
器
負
圧
破
損
の
防
止
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
放
出
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
の
窒

素
ガ
ス
置
換
」
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
放
出
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位
調
整
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
へ
の
水
補

給
」「

大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
系
統
構

成
」
 

自
主
対
策
設
備
 

薬
品
注
入
タ
ン
ク
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
8】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
１
／
４
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
２
：
手
順
は
「

1
.2

 原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
ス
ト
レ
ー
ナ
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
」
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ

る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
ペ
デ

ス
タ
ル
注
水
」
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
」
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子

炉
注
水
」
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
※
２
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
※
１
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
8】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
２
／
４
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
２
：
手
順
は
「

1
.2

 原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ
に
よ
る
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
」
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ

る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
ペ
デ

ス
タ
ル
注
水
」
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
」
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
ほ
う
酸
水
注
入
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｓ
Ｌ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｒ
Ｄ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
※
２
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子

炉
注
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
※
２
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
※
１
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
8】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
３
／
４
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ
に
よ
る
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

代
替
所
内
電
気
設
備
※
１
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
」
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ

る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
ペ
デ

ス
タ
ル
注
水
」
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
」
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
ほ
う
酸
水
注
入
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｓ
Ｌ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｒ
Ｄ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
※
１
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｃ
Ｗ
Ｔ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子

炉
注
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

大
量
送
水
車
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
8】

対
応
資
機
材
一
覧
表
（
４
／
４
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

燃
料
補
給
設
備
※
１
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
・
接
続
口
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）「

注
水
－
３
ａ
」「

注
水
－
３
ｂ
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
「
注
水
－
２
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
9
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
２
：
発
電
用
原
子
炉
起
動
前
に
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
内
は
不
活
性
化
し
た
状
態
と
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電

 
－
※
１
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電

 
－
※
１
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
※
１
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
不
活
性
化
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
水
素
爆
発
防
止
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
放
出
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
使
用
し
た
格
納
容
器
の
窒

素
ガ
ス
置
換
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
ガ
ス
及
び
酸
素

ガ
ス
の
排
出
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
放
出
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
系
統
構
成
」
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
不
活
性
化
 

－
※
２
 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電

 
－
※
１
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電

 
－
※
１
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
※
１
 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電

 
－
※
１
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

代
替
所
内
電
気
設
備
※
１
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
ガ
ス
及
び
酸
素

ガ
ス
の
排
出
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
放
出
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
系
統
構
成
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
・
接
続
口
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
10
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
１
／
２
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
２
：
手
順
は
「

1
.7
 原

子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
３
：
手
順
は
「

1
.1

2
 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
水
素
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
水
素
爆
発
防
止
の
た
め
の
島
根
２
号
機
原
子
炉
建
物

燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放
手
順
」
 

「
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
閉
止
装
置
の
操
作
手
順
」
 

自
主
対
策
設
備
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
※
３
 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電

 
―
※
１
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
建
物
原
子
炉
棟
内
の
水
素
濃
度
上
昇

の
緩
和
 

―
※
２
 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電

 
―
※
１
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
※
１
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
建
物
原
子
炉
棟
内
の
水
素
濃
度
上
昇

の
緩
和
 

―
※
２
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
建
物
原
子
炉
棟
内
の
水
素
濃
度
上
昇

の
緩
和
 

―
※
２
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電

 
―
※
１
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
建
物
原
子
炉
棟
内
の
水
素
濃
度
上
昇

の
緩
和
 

―
※
２
 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電

 
―
※
１
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
※
１
 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電

 
―
※
１
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

代
替
所
内
電
気
設
備
※
１
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
建
物
原
子
炉
棟
内
の
水
素
濃
度
上
昇

の
緩
和
 

―
※
２
 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水
（
淡
水
／
海
水
）

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水

-1
」
「
注
水

-4
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
ウ
ェ
ル
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

自
主
対
策
設
備
 

大
量
送
水
車
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
建
物
原
子
炉
棟
内
の
水
素
濃
度
上
昇

の
緩
和
 

―
※
２
 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水
（
淡
水
／
海
水
）

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水

-1
」
「
注
水

-4
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
ウ
ェ
ル
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

自
主
対
策
設
備
 

燃
料
補
給
設
備
※
１
 

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
水
素
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
水
素
爆
発
防
止
の
た
め
の
島
根
２
号
機
原
子
炉
建
物

燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放
手
順
」
 

「
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
閉
止
装
置
の
操
作
手
順
」
 

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
水
素
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
水
素
爆
発
防
止
の
た
め
の
島
根
２
号
機
原
子
炉
建
物

燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放
手
順
」
 

「
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
閉
止
装
置
の
操
作
手
順
」
 

自
主
対
策
設
備
 

放
水
砲
※
３
 

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
水
素
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
水
素
爆
発
防
止
の
た
め
の
島
根
２
号
機
原
子
炉
建
物

燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放
手
順
」
 

「
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
閉
止
装
置
の
操
作
手
順
」
 

自
主
対
策
設
備
 

ホ
ー
ス
※
３
 

166



重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
10
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
２
／
２
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.7
 原

子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
建
物
原
子
炉
棟
内
の
水
素
濃
度
上
昇

の
緩
和
 

―
※
１
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
・
接
続
口
 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水
（
淡
水
／
海
水
）

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水

-1
」
「
注
水

-4
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
ウ
ェ
ル
注
水
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

自
主
対
策
設
備
 

ホ
ー
ス
・
接
続
口
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
建
物
原
子
炉
棟
内
の
水
素
濃
度
上
昇

の
緩
和
 

―
※
１
 

自
主
対
策
設
備
 

薬
品
注
入
タ
ン
ク
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
11
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
１
／
３
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

2
 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
２
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
３
：
手
順
は
「

1
.5

 最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑

制
」
※
１
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注

水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
ス
ト
レ
ー
ナ
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の

注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

原
子
炉
建
物
内

ホ
ー
ス
展
張
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
及
び
ス
プ
レ
イ
」
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス

プ
レ
イ
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の

ス
プ
レ
イ
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

原
子
炉
建
物
内

ホ
ー
ス
展
張
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
及
び
ス
プ
レ
イ
」
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の

注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

原
子
炉
建
物
内

ホ
ー
ス
展
張
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
及
び
ス
プ
レ
イ
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の

ス
プ
レ
イ
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

原
子
炉
建
物
内

ホ
ー
ス
展
張
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
及
び
ス
プ
レ
イ
」
 

消
火
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
（
消
火
栓
を
使
用
し
た
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注

水
の
場
合
）
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料

プ
ー
ル
注
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
※
２
 

消
火
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
（
復
水
輸
送
系
ラ
イ
ン
を
使
用
し
た
燃
料
プ

ー
ル
へ
の
注
水
の
場
合
）
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料

プ
ー
ル
注
水
」
 

代
替
電
源
に
よ
る
給
電
 

－
※
２
 

代
替
電
源
に
よ
る
給
電
 

－
※
２
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
※
２
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
除
熱
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
※
３
 

消
火
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
（
消
火
栓
を
使
用
し
た
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注

水
の
場
合
）
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料

プ
ー
ル
注
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
※
２
 

消
火
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
（
復
水
輸
送
系
ラ
イ
ン
を
使
用
し
た
燃
料
プ

ー
ル
へ
の
注
水
の
場
合
）
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料

プ
ー
ル
注
水
」
 

代
替
電
源
に
よ
る
給
電
 

－
※
２
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
除
熱
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
11
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
２
／
３
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

漏
え
い
緩
和
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
燃
料
プ
ー
ル
漏
え
い
緩
和
」
 

自
主
対
策
設
備
 

シ
ー
ル
材
 

漏
え
い
緩
和
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
燃
料
プ
ー
ル
漏
え
い
緩
和
」
 

自
主
対
策
設
備
 

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
 

漏
え
い
緩
和
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
燃
料
プ
ー
ル
漏
え
い
緩
和
」
 

自
主
対
策
設
備
 

接
着
剤
 

消
火
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
（
消
火
栓
を
使
用
し
た
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注

水
の
場
合
）
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料

プ
ー
ル
注
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

代
替
所
内
電
気
設
備
※
１
 

消
火
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
（
復
水
輸
送
系
ラ
イ
ン
を
使
用
し
た
燃
料
プ

ー
ル
へ
の
注
水
の
場
合
）
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
消
火
ポ
ン
プ
ま
た
は
補
助
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料

プ
ー
ル
注
水
」
 

代
替
電
源
に
よ
る
給
電
 

－
※
１
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｆ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
除
熱
」
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注

水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

大
量
送
水
車
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の

注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

原
子
炉
建
物
内

ホ
ー
ス
展
張
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
及
び
ス
プ
レ
イ
」
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス

プ
レ
イ
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の

ス
プ
レ
イ
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

原
子
炉
建
物
内

ホ
ー
ス
展
張
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
及
び
ス
プ
レ
イ
」
 

漏
え
い
緩
和
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
燃
料
プ
ー
ル
漏
え
い
緩
和
」
 

自
主
対
策
設
備
 

吊
り
降
ろ
し
ロ
ー
プ
 

 
 

169



重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
11
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
３
／
３
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
２
：
手
順
は
「

1
.1

2
 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注

水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

燃
料
補
給
設
備
※
１
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の

注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

原
子
炉
建
物
内

ホ
ー
ス
展
張
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
及
び
ス
プ
 

レ
イ
」
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス

プ
レ
イ
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の

ス
プ
レ
イ
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

原
子
炉
建
物
内

ホ
ー
ス
展
張
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
及
び
ス
プ
レ
イ
」
 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑

制
」
※
２
 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑

制
」
※
２
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

放
水
砲
 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑

制
」
※
２
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注

水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
・
接
続
口
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス

プ
レ
イ
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の

注
水
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

原
子
炉
建
物
内

ホ
ー
ス
展
張
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
及
び
ス
プ
 

レ
イ
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
・
弁
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の

ス
プ
レ
イ
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

燃
料
プ
ー
ル
制
御
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」「

原
子
炉
建
物
内

ホ
ー
ス
展
張
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
及
び
ス
プ
レ
イ
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
12
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
対
応
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
消
火
活
動
」
「
航
空
機
燃
料
火
災
時

等
に
お
け
る
初
動
対
応
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

泡
消
火
薬
剤
容
器
 

初
期
対
応
に
お
け
る
延
焼
防
止
処
置
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
消
火
活
動
」
「
航
空
機
燃
料
火
災
時

等
に
お
け
る
初
動
対
応
」
 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑

制
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
対
応
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
消
火
活
動
」
「
航
空
機
燃
料
火
災
時

等
に
お
け
る
初
動
対
応
」
 

初
期
対
応
に
お
け
る
延
焼
防
止
処
置
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
消
火
活
動
」
「
航
空
機
燃
料
火
災
時

等
に
お
け
る
初
動
対
応
」
 

大
規
模
損
壊
設
備
 

化
学
消
防
自
動
車
 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑

制
」
 

自
主
対
策
設
備
 

ガ
ン
マ
カ
メ
ラ
 

初
期
対
応
に
お
け
る
延
焼
防
止
処
置
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
消
火
活
動
」
「
航
空
機
燃
料
火
災
時

等
に
お
け
る
初
動
対
応
」
 

大
規
模
損
壊
設
備
 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
 

初
期
対
応
に
お
け
る
延
焼
防
止
処
置
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
消
火
活
動
」
「
航
空
機
燃
料
火
災
時

等
に
お
け
る
初
動
対
応
」
 

大
規
模
損
壊
設
備
 

小
型
放
水
砲
 

海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
性
物
質
吸
着
材
に
よ
る
海
洋
へ
の
放
射
性
物
質

の
拡
散
抑
制
」「
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
」 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

小
型
船
舶
 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑

制
」
 

自
主
対
策
設
備
 

サ
ー
モ
カ
メ
ラ
 

海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
性
物
質
吸
着
材
に
よ
る
海
洋
へ
の
放
射
性
物
質

の
拡
散
抑
制
」「
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
」 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑

制
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

燃
料
補
給
設
備
※
１
 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
対
応
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
消
火
活
動
」
「
航
空
機
燃
料
火
災
時

等
に
お
け
る
初
動
対
応
」
 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑

制
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

放
水
砲
 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
対
応
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
消
火
活
動
」
「
航
空
機
燃
料
火
災
時

等
に
お
け
る
初
動
対
応
」
 

海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
性
物
質
吸
着
材
に
よ
る
海
洋
へ
の
放
射
性
物
質

の
拡
散
抑
制
」「
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
」 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

放
射
性
物
質
吸
着
材
 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑

制
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
対
応
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
水
砲
に
よ
る
消
火
活
動
」
「
航
空
機
燃
料
火
災
時

等
に
お
け
る
初
動
対
応
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
13
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
１
／
４
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

海
を
水
源
と
し
た
送
水
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
 

海
を
水
源
と
し
た
補
給
【
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
又
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
の
海
水
補
給
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」
 

海
を
水
源
と
し
た
補
給
【
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
か
ら
海
へ
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

海
か
ら
淡
水
タ
ン
ク
へ
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
送
水
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
補
給
（
淡
水
／
海

水
）
【
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
東
１
）
又
は
輪
谷
貯
水
槽
（
東
２
）
か
ら
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
又
は

輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
の
補
給
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
又
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
の
海
水
補
給
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
補
給
（
淡
水
／
海

水
）
【
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
か
ら
海
へ
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

外
部
水
源
か
ら
内
部
水
源
へ
の
切
替
え
（
外
部
水
源
（
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪

谷
貯
水
槽
（
西
２
））

か
ら
内
部
水
源
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
へ
の
切
替
え
））
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水

-4
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
13
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
２
／
４
）

 
対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

ろ
過
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
送
水
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

大
量
送
水
車
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
送
水
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

純
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
送
水
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

海
を
水
源
と
し
た
送
水
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
補
給
（
淡
水
／
海

水
）
【
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

淡
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
補
給
【
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

海
を
水
源
と
し
た
補
給
【
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
東
１
）
又
は
輪
谷
貯
水
槽
（
東
２
）
か
ら
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
又
は

輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
の
補
給
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
又
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
の
海
水
補
給
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
補
給
（
淡
水
／
海

水
）
【
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

淡
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
補
給
【
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

海
を
水
源
と
し
た
補
給
【
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
か
ら
海
へ
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

海
か
ら
淡
水
タ
ン
ク
へ
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
13
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
３
／
４
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

ろ
過
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
送
水
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

燃
料
補
給
設
備
※
１
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
送
水
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

純
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
送
水
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

海
を
水
源
と
し
た
送
水
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
補
給
（
淡
水
／
海

水
）
【
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

淡
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
補
給
【
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

海
を
水
源
と
し
た
補
給
【
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
東
１
）
又
は
輪
谷
貯
水
槽
（
東
２
）
か
ら
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
又
は

輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
の
補
給
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
又
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
の
海
水
補
給
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
補
給
（
淡
水
／
海

水
）
【
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

淡
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
補
給
【
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

海
を
水
源
と
し
た
補
給
【
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
か
ら
海
へ
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

外
部
水
源
か
ら
内
部
水
源
へ
の
切
替
え
（
外
部
水
源
（
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪

谷
貯
水
槽
（
西
２
））

か
ら
内
部
水
源
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
へ
の
切
替
え
））
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水

-4
」
 

海
か
ら
淡
水
タ
ン
ク
へ
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
東
１
）
又
は
輪
谷
貯
水
槽
（
東
２
）
か
ら
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
又
は

輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
の
補
給
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
又
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
の
海
水
補
給
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
補
給
（
淡
水
／
海

水
）
【
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

淡
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
補
給
【
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

海
を
水
源
と
し
た
補
給
【
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
か
ら
海
へ
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

海
か
ら
淡
水
タ
ン
ク
へ
の
切
替
え
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」「

大
量
送
水
車
を

使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
13
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
４
／
４
）

 
対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

ろ
過
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
送
水
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
・
接
続
口
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
送
水
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

純
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
送
水
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

海
を
水
源
と
し
た
送
水
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
」
 

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
及
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
た
補
給
（
淡
水
／
海

水
）
【
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

淡
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
補
給
【
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
」
 

海
を
水
源
と
し
た
補
給
【
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
】
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
水
を
利
用
し
た
水
源
の
補
給
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
14
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
１
／
５
）

 
対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｇ
Ｔ
Ｇ
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
現
場
起
動
に
よ
る
電
源
確

保
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
【
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪
失
時
】 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｇ
Ｔ
Ｇ
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
現
場
起
動
に
よ
る
電
源
確

保
」
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｇ
Ｔ
Ｇ
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
現
場
起
動
に
よ
る
電
源
確

保
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
～
非
常
用

高
圧
母
線
Ｃ
系
及
び
Ｄ
系
電
路
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
【
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪
失
時
】 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｇ
Ｔ
Ｇ
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
現
場
起
動
に
よ
る
電
源
確

保
」
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｇ
Ｔ
Ｇ
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
現
場
起
動
に
よ
る
電
源
確

保
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
～
Ｓ
Ａ
ロ

ー
ド
セ
ン
タ
～
Ｓ
Ａ
１
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
セ
ン
タ
電
路
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
【
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪
失
時
】 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｇ
Ｔ
Ｇ
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
現
場
起
動
に
よ
る
電
源
確

保
」
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｇ
Ｔ
Ｇ
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
現
場
起
動
に
よ
る
電
源
確

保
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
～
Ｓ
Ａ
ロ

ー
ド
セ
ン
タ
～
Ｓ
Ａ
２
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
セ
ン
タ
電
路
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
【
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪
失
時
】 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｇ
Ｔ
Ｇ
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
現
場
起
動
に
よ
る
電
源
確

保
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
14
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
２
／
５
）

 
対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ

グ
盤
か
ら
の
電
源
確
保
」
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
を
使
用
し

た
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｄ
系
電
源
確
保
」「

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機

器
等
へ
の
給
油
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

高
圧
発
電
機
車
～
緊
急
用
メ
タ
ク

ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤
電
路
緊
急
用
メ

タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤
～
非
常
用

高
圧
母
線
Ｃ
系
及
び
Ｄ
系
電
路
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ

グ
盤
か
ら
の
電
源
確
保
」
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
を
使
用
し

た
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｄ
系
電
源
確
保
」「

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機

器
等
へ
の
給
油
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納

箱
（
原
子
炉
建
物
西
側
）
～
Ｓ
Ａ
１

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
及
び
Ｓ
Ａ

２
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
電
路
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ

グ
盤
か
ら
の
電
源
確
保
」
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
を
使
用
し

た
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｄ
系
電
源
確
保
」「

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機

器
等
へ
の
給
油
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納

箱
（
原
子
炉
建
物
南
側
）
～
Ｓ
Ａ
１

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
及
び
Ｓ
Ａ

２
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
電
路
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｇ
Ｔ
Ｇ
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
現
場
起
動
に
よ
る
電
源
確

保
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納

箱
（
原
子
炉
建
物
西
側
）
～
原
子
炉

補
機
代
替
冷
却
系
電
路
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
【
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪
失
時
】 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｇ
Ｔ
Ｇ
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
現
場
起
動
に
よ
る
電
源
確

保
」
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｇ
Ｔ
Ｇ
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
現
場
起
動
に
よ
る
電
源
確

保
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納

箱
（
原
子
炉
建
物
南
側
）
～
原
子
炉

補
機
代
替
冷
却
系
電
路
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
【
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪
失
時
】 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｇ
Ｔ
Ｇ
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
現
場
起
動
に
よ
る
電
源
確

保
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
14
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
３
／
５
）

 
対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
Ｓ
Ａ
－
Ｌ
／
Ｃ
，
Ｃ
／
Ｃ
受

電
」
 

「
充
電
器
復
旧
，
中
央
監
視
計
器
復
旧
」

 
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ

グ
盤
か
ら
の
電
源
確
保
」
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
を
使
用
し

た
緊
急
用
Ｍ
／
Ｃ
電
源
確
保
」
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
直
流
電
源
確
保
時
の
可

搬
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
中
央
制
御
室
排
風
機
電
源
確
保
」
「
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か

ら
各
機
器
等
へ
の
給
油
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納

箱
（
原
子
炉
建
物
西
側
）
～
直
流
母

線
電
路
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
Ｓ
Ａ
－
Ｌ
／
Ｃ
，
Ｃ
／
Ｃ
受

電
」
 

「
充
電
器
復
旧
，
中
央
監
視
計
器
復
旧
」

 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ

グ
盤
か
ら
の
電
源
確
保
」
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
を
使
用
し

た
緊
急
用
Ｍ
／
Ｃ
電
源
確
保
」
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
直
流
電
源
確
保
時
の
可

搬
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
中
央
制
御
室
排
風
機
電
源
確
保
」
「
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か

ら
各
機
器
等
へ
の
給
油
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納

箱
（
原
子
炉
建
物
南
側
）
～
直
流
母

線
電
路
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
Ｓ
Ａ
－
Ｌ
／
Ｃ
，
Ｃ
／
Ｃ
受

電
」
 

「
充
電
器
復
旧
，
中
央
監
視
計
器
復
旧
」

 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ

グ
盤
か
ら
の
電
源
確
保
」
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
を
使
用
し

た
緊
急
用
Ｍ
／
Ｃ
電
源
確
保
」
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
直
流
電
源
確
保
時
の
可

搬
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
中
央
制
御
室
排
風
機
電
源
確
保
」
「
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か

ら
各
機
器
等
へ
の
給
油
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

高
圧
発
電
機
車
～
緊
急
用
メ
タ
ク

ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤
電
路
緊
急
用
メ

タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤
～
直
流
母

線
電
路
 

号
炉
間
電
力
融
通
電
気
設
備
に
よ
る
給
電

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
号
炉
間
融
通
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
Ｍ
／
Ｃ
 

Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
電
源
確
保
」
 

自
主
対
策
設
備
 

号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
可

搬
型
）
 

号
炉
間
電
力
融
通
電
気
設
備
に
よ
る
給
電
【
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪
失

時
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
号
炉
間
融
通
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
Ｍ
／
Ｃ
 

Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
電
源
確
保
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
14
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
４
／
５
）

 
対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

号
炉
間
電
力
融
通
電
気
設
備
に
よ
る
給
電

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復
旧
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
号
炉
間
融
通
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
Ｍ
／
Ｃ
 Ｃ

系
又
は
Ｍ
／
Ｃ
 Ｄ

系
電
源
確
保
」
 

自
主
対
策
設
備
 

号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
可

搬
型
）
～
非
常
用
高
圧
母
線
Ｃ
系

及
び
Ｄ
系
電
路
 

号
炉
間
電
力
融
通
電
気
設
備
に
よ
る
給
電
【
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪

失
時
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復
旧
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
号
炉
間
融
通
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
Ｍ
／
Ｃ

 

Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
電
源
確
保
」
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復
旧
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ

グ
盤
か
ら
の
電
源
確
保
」「

高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
を
使
用
し
た

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｄ
系
電
源
確
保
」「

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等

へ
の
給
油
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
Ｓ
Ａ
－
Ｌ
／
Ｃ
，
Ｃ
／
Ｃ
受

電
」
 

「
充
電
器
復
旧
，
中
央
監
視
計
器
復
旧
」

 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ

グ
盤
か
ら
の
電
源
確
保
」「

高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
を
使
用
し
た

緊
急
用
Ｍ
／
Ｃ
電
源
確
保
」「

高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
直
流
電
源
確
保
時
の
可
搬
ケ

ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
中
央
制
御
室
排
風
機
電
源
確
保
」「

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機

器
等
へ
の
給
油
」
 

直
流
給
電
車
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
直
流
給
電
車
に
よ
る
直
流
盤
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
直
流
給
電
車
を
使
用
し
た
直
流
盤
電
源
確
保
」「

タ
ン

ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油
」
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
【
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪

失
時
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復
旧
」 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ

グ
盤
か
ら
の
電
源
確
保
」「

高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
を
使
用
し
た

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｄ
系
電
源
確
保
」「

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等

へ
の
給
油
」
 

燃
料
補
給
設
備
に
よ
る
給
油
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
軽
油
タ
ン
ク
等
を
使
用
し
た
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
へ
の
燃

料
積
載
」
「
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油
」
 

直
流
給
電
車
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
直
流
給
電
車
に
よ
る
直
流
盤
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
直
流
給
電
車
を
使
用
し
た
直
流
盤
電
源
確
保
」「

タ
ン

ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油
」
 

自
主
対
策
設
備
 

直
流
給
電
車

11
5V
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
14
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
５
／
５
）

 
対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

直
流
給
電
車
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
直
流
給
電
車
に
よ
る
直
流
盤
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
直
流
給
電
車
を
使
用
し
た
直
流
盤
電
源
確
保
」
「
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油
」

 

自
主
対
策
設
備
 

直
流
給
電
車

23
0V
 

直
流
給
電
車
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
直
流
給
電
車
に
よ
る
直
流
盤
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
直
流
給
電
車
を
使
用
し
た
直
流
盤
電
源
確
保
」
「
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油
」

 

自
主
対
策
設
備
 

直
流
給
電
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱

（
原
子
炉
建
物
南
側
）
～
直
流
母

線
電
路
 

直
流
給
電
車
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
直
流
給
電
車
に
よ
る
直
流
盤
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
直
流
給
電
車
を
使
用
し
た
直
流
盤
電
源
確
保
」
「
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油
」

 

自
主
対
策
設
備
 

直
流
給
電
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱

（
廃
棄
物
処
理
建
物
南
側
）
～
直

流
母
線
電
路
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ

グ
盤
か
ら
の
電
源
確
保
」
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
を
使
用
し

た
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｄ
系
電
源
確
保
」「

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機

器
等
へ
の
給
油
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
Ｓ
Ａ
－
Ｌ
／
Ｃ
，
Ｃ
／
Ｃ
受

電
」
「
充
電
器
復
旧
，
中
央
監
視
計
器
復
旧
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ

グ
盤
か
ら
の
電
源
確
保
」
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
を
使
用
し

た
緊
急
用
Ｍ
／
Ｃ
電
源
確
保
」
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
直
流
電
源
確
保
時
の
可

搬
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
中
央
制
御
室
排
風
機
電
源
確
保
」
 

「
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油
」
 

直
流
給
電
車
に
よ
る
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
直
流
給
電
車
に
よ
る
直
流
盤
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
直
流
給
電
車
を
使
用
し
た
直
流
盤
電
源
確
保
」
「
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油
」

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
【
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪
失

時
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

外
部
電
源
喪
失
時
対
応
手
順
」「

電
源
復

旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
Ｃ
，
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
受
電
」
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ

グ
盤
か
ら
の
電
源
確
保
」
「
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
を
使
用
し

た
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｄ
系
電
源
確
保
」「

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機

器
等
へ
の
給
油
」
 

燃
料
補
給
設
備
に
よ
る
給
油
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
軽
油
タ
ン
ク
等
を
使
用
し
た
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
へ
の
燃

料
積
載
」
「
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
15
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

 
対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測
【
監
視
機
能
喪
失
時
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
計
測
器
 

可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測
【
計
器
電
源
喪
失
時
】
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
計
測
器
 

代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

代
替
電
源
（
直
流
）
か
ら
の
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
 

代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

代
替
電
源
（
直
流
）
か
ら
の
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
と
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
兼
用
す
る
計
装
設
備
へ
の
給

電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
重
要
計
器
の
電
源
切
替
」
 

代
替
電
源
（
交
流
）
か
ら
の
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

代
替
電
源
（
直
流
）
か
ら
の
給
電
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

直
流
給
電
車
 

 
 

181



重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
16
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

4
 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

居
住
性
の
確
保
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
中
央
制
御
室
の
居
住
性
確
保
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
（
三
脚
タ
イ
プ
）
 

居
住
性
の
確
保
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
待
避
室
の
居
住
性
確
保
」
 

資
機
材
 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
（
ラ
ン
タ
ン
タ
イ

プ
）
 

居
住
性
の
確
保
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
待
避
室
の
居
住
性
確
保
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

衛
星
電
話
設
備
（
固
定
型
）
 

居
住
性
の
確
保
 

－
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
 

－
 

運
転
員
等
の
被
ば
く
低
減
 

－
 

居
住
性
の
確
保
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー
ス
）「

電
源
復
旧
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
中
央
制
御
室
の
居
住
性
確
保
」
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
待
避
室
の
居
住
性
確
保
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

酸
素
濃
度
計
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
 

居
住
性
の
確
保
 

－
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
※
１
 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
 

－
 

運
転
員
等
の
被
ば
く
低
減
 

－
 

居
住
性
の
確
保
 

－
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

代
替
所
内
電
気
設
備
※
１
 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
 

－
 

運
転
員
等
の
被
ば
く
低
減
 

－
 

居
住
性
の
確
保
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
待
避
室
の
居
住
性
確
保
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

待
避
室
差
圧
計
 

居
住
性
の
確
保
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
Ｍ
Ｃ
Ｒ
に
よ
る
居
住
性
確
保
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

中
央
制
御
室
差
圧
計
 

居
住
性
の
確
保
 

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
「
注
水
－
１
」
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
待
避
室
の
居
住
性
確
保
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
監
視
装
置

（
中
央
制
御
室
待
避
室
）
 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
中
央
制
御
室
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
営
及
び
運

用
」
 

資
機
材
 

防
護
具
（
全
面
マ
ス
ク
等
）
及
び
チ

ェ
ン
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
用
資
機
材
 

居
住
性
の
確
保
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
待
避
室
の
居
住
性
確
保
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

無
線
通
信
設
備
（
固
定
型
）
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
17
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
１
／
２
）

 
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

－
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
，
水
中
，
土
壌
中
）

の
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
能
測
定
装
置
等
に
よ
る
放
射
性

物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定
」
 

自
主
対
策
設
備
 

Ｇ
ｅ
核
種
分
析
装
置
 

放
射
能
観
測
車
（
空
気
中
の
放
射
性
物
質

の
濃
度
の
測
定
）
 

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
能
測
定
装
置
に
よ
る
空
気
中
の

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

Ｇ
Ｍ
汚
染
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ
 

－
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
，
水
中
，
土
壌
中
）

の
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
能
測
定
装
置
等
に
よ
る
放
射
性

物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定
」
 

－
 

海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
」
 

－
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
，
水
中
，
土
壌
中
）

の
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
能
測
定
装
置
等
に
よ
る
放
射
性

物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定
」
 

自
主
対
策
設
備
 

Ｇ
Ｍ
計
数
装
置
 

放
射
能
観
測
車
（
空
気
中
の
放
射
性
物
質

の
濃
度
の
測
定
）
 

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
能
測
定
装
置
に
よ
る
空
気
中
の

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

Ｎ
ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
サ

ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ
 

－
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
，
水
中
，
土
壌
中
）

の
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
能
測
定
装
置
等
に
よ
る
放
射
性

物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定
」
 

－
 

海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
」
 

－
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
，
水
中
，
土
壌
中
）

の
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
能
測
定
装
置
等
に
よ
る
放
射
性

物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定
」
 

自
主
対
策
設
備
 

Ｚ
ｎ
Ｓ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
計
数

装
置
 

－
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
，
水
中
，
土
壌
中
）

の
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
能
測
定
装
置
等
に
よ
る
放
射
性

物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

α
・
β
線
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ
 

－
 

海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
」
 

気
象
観
測
設
備
（
風
向
，
風
速
そ
の
他
の
気

象
条
件
の
測
定
）
 

気
象
観
測
項
目
の
代
替
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
気
象
観
測
装
置
に
よ
る
気
象

観
測
項
目
の
代
替
測
定
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
式
気
象
観
測
装
置
 

放
射
能
観
測
車
（
空
気
中
の
放
射
性
物
質

の
濃
度
の
測
定
）
 

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
能
測
定
装
置
に
よ
る
空
気
中
の

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
式
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ

ラ
 

－
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
，
水
中
，
土
壌
中
）

の
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
能
測
定
装
置
等
に
よ
る
放
射
性

物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定
」
 

－
 

海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
」
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
（
放
射
線
量
の
測

定
）
 

放
射
線
量
の
代
替
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
に

よ
る
放
射
線
量
の
代
替
測
定
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
 

－
 

放
射
線
量
の
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
に

よ
る
放
射
線
量
の
測
定
」「

放
射
能
測
定
装
置
等
に
よ
る
放
射
性
物

質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定
」
「
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
」
 

－
 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
低
減
対
策
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
」「

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
」「

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
時
の

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
」
 

資
機
材
 

検
出
器
保
護
カ
バ
ー
 

－
 

放
射
線
量
の
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
に

よ
る
放
射
線
量
の
測
定
」「

放
射
能
測
定
装
置
等
に
よ
る
放
射
性
物

質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定
」
「
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

小
型
船
舶
 

－
 

海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
」
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
17
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
２
／
２
）

 
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

－
 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
低
減
対
策
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
」「

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
」「

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
時
の

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
」
 

資
機
材
 

遮
蔽
材
 

－
 

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
能
観
測
車
に
よ
る
空
気
中
の
放

射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
」
 

自
主
対
策
設
備
 

ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
 

－
 

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
能
観
測
車
に
よ
る
空
気
中
の
放

射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
」
 

自
主
対
策
設
備
 

ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ
 

－
 

放
射
線
量
の
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
に

よ
る
放
射
線
量
の
測
定
」「

放
射
能
測
定
装
置
等
に
よ
る
放
射
性
物

質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定
」
「
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ
 

－
 

海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
」
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
（
放
射
線
量
の
測

定
）
 

放
射
線
量
の
代
替
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
に

よ
る
放
射
線
量
の
代
替
測
定
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

デ
ー
タ
表
示
装
置
 

気
象
観
測
設
備
（
風
向
，
風
速
そ
の
他
の
気

象
条
件
の
測
定
）
 

気
象
観
測
項
目
の
代
替
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
気
象
観
測
装
置
に
よ
る
気
象

観
測
項
目
の
代
替
測
定
」
 

－
 

放
射
線
量
の
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
に

よ
る
放
射
線
量
の
測
定
」「

放
射
能
測
定
装
置
等
に
よ
る
放
射
性
物

質
の
濃
度
及
び
放
射
線
量
の
測
定
」
「
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
」
 

－
 

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
能
観
測
車
に
よ
る
空
気
中
の
放

射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
」
 

自
主
対
策
設
備
 

放
射
能
観
測
車
 

－
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
代
替
電
源
 

－
 

自
主
対
策
設
備
 

非
常
用
発
電
機
 

－
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
代
替
電
源
 

－
 

自
主
対
策
設
備
 

無
停
電
電
源
装
置
 

－
 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
低
減
対
策
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
」「

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
」「

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
時
の

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
」
 

資
機
材
 

養
生
シ
ー
ト
 

－
 

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
放
射
能
観
測
車
に
よ
る
空
気
中
の
放

射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
」
 

自
主
対
策
設
備
 

よ
う
素
モ
ニ
タ
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
18
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
１
／
３
）

 
※
１
：「

対
策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
」，
「
放
射
線
管
理
用
資
機
材
」
及
び
「
飲
料
水
，
食
料
等
」
に
つ
い
て
は
資
機
材
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
な
い
。

 

※
２
：
手
順
は
「

1
.1

9
 
通
信
連
絡
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
３
：
手
順
は
「

1
.1
7 
監
視
測
定
等
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム

（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
 

必
要
な
数
の
要
員
の
収
容
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
準
備
」「

緊
急
時
対
策
所

用
発
電
機
起
動
」「

緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
の
切
替
」「

緊
急
時
対
策
所
用
発
電

機
へ
の
燃
料
給
油
」
「
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
（
予
備
）
の
切
替
」
 

資
機
材
 

飲
料
水
，
食
料
等
※
１
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

衛
星
電
話
設
備
（
携
帯
型
）
※
２
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

衛
星
電
話
設
備
（
固
定
型
）
※
２
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

自
主
対
策
設
備
 

衛
星
電
話
設
備
（
社
内
向
）
※
２
 

代
替
交
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
準
備
」「

緊
急
時
対
策
所

用
発
電
機
起
動
」「

緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
の
切
替
」「

緊
急
時
対
策
所
用
発
電

機
へ
の
燃
料
給
油
」
「
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
（
予
備
）
の
切
替
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
ケ
ー
ブ
ル
 

居
住
性
の
確
保
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
運
転
」
「
緊
急
時
対

策
所
内
の
酸
素
濃
度
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
」
「
緊
急
時
対
策
本
部
内
可

搬
式
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
設
置
手
順
」
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
 

圧
設
備
に
よ
る
空
気
供
給
準
備
」「

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
か
ら
緊
急
時

対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
圧
設
備
へ
の
切
替
」
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
 

圧
設
備
か
ら
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
へ
の
切
替
」
 

緊
急
時
対
策
所
運
用
手
順
書
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
式
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
 

居
住
性
の
確
保
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
運
転
」
「
緊
急
時
対

策
所
内
の
酸
素
濃
度
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
」
「
緊
急
時
対
策
本
部
内
可

搬
式
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
設
置
手
順
」
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
 

圧
設
備
に
よ
る
空
気
供
給
準
備
」「

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
か
ら
緊
急
時

対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
圧
設
備
へ
の
切
替
」
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
 

圧
設
備
か
ら
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
へ
の
切
替
」
 

緊
急
時
対
策
所
運
用
手
順
書
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

可
搬
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト

※
３
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

自
主
対
策
設
備
 

局
線
加
入
電
話
設
備
※
２
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
18
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
２
／
３
）

 
※
１
手
順
は
「

1.
19

 
通
信
連
絡
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
２
：「

対
策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
」，
「
放
射
線
管
理
用
資
機
材
」
及
び
「
飲
料
水
，
食
料
等
」
に
つ
い
て
は
資
機
材
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
な
い
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

居
住
性
の
確
保
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
運
転
」
「
緊
急
時
対

策
所
内
の
酸
素
濃
度
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
」
「
緊
急
時
対
策
本
部
内
可

搬
式
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
設
置
手
順
」
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
 

圧
設
備
に
よ
る
空
気
供
給
準
備
」「

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
か
ら
緊
急
時

対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
圧
設
備
へ
の
切
替
」
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
 

圧
設
備
か
ら
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
へ
の
切
替
」
 

緊
急
時
対
策
所
運
用
手
順
書
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
用

可
搬
型
ダ
ク
ト
 

居
住
性
の
確
保
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
運
転
」
「
緊
急
時
対

策
所
内
の
酸
素
濃
度
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
」
「
緊
急
時
対
策
本
部
内
可

搬
式
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
設
置
手
順
」
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
 

圧
設
備
に
よ
る
空
気
供
給
準
備
」「

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
か
ら
緊
急
時

対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
圧
設
備
へ
の
切
替
」
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
 

圧
設
備
か
ら
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
へ
の
切
替
」
 

緊
急
時
対
策
所
運
用
手
順
書
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

緊
急
時
対
策
所
正
圧
化
装
置
可
搬

型
配
管
・
弁
 

居
住
性
の
確
保
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
運
転
」
「
緊
急
時
対

策
所
内
の
酸
素
濃
度
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
」
「
緊
急
時
対
策
本
部
内
可

搬
式
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
設
置
手
順
」
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
 

圧
設
備
に
よ
る
空
気
供
給
準
備
」「

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
か
ら
緊
急
時

対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
圧
設
備
へ
の
切
替
」
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
 

圧
設
備
か
ら
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
へ
の
切
替
」
 

緊
急
時
対
策
所
運
用
手
順
書
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

差
圧
計
 

居
住
性
の
確
保
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
運
転
」
「
緊
急
時
対

策
所
内
の
酸
素
濃
度
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
」
「
緊
急
時
対
策
本
部
内
可

搬
式
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
設
置
手
順
」
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
 

圧
設
備
に
よ
る
空
気
供
給
準
備
」「

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
か
ら
緊
急
時

対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
圧
設
備
へ
の
切
替
」
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
 

圧
設
備
か
ら
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
へ
の
切
替
」
 

緊
急
時
対
策
所
運
用
手
順
書
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

酸
素
濃
度
計
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

自
主
対
策
設
備
 

所
内
通
信
連
絡
設
備
（
警
報
装
置

を
含
む
。
）
※
１
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

自
主
対
策
設
備
 

専
用
電
話
設
備
※
１
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

資
機
材
 

対
策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
※
２
 

代
替
交
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
準
備
」「

緊
急
時
対
策
所

用
発
電
機
起
動
」「

緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
の
切
替
」「

緊
急
時
対
策
所
用
発
電

機
へ
の
燃
料
給
油
」
「
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
（
予
備
）
の
切
替
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
18
】
対
応
資
機
材
一
覧
表
（
３
／
３
）

 
※
１
：
手
順
は
「

1
.1

9
 
通
信
連
絡
に
関
す
る
手
順
等
」
に
て
整
備
す
る
。

 

※
２
：「

対
策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
」，
「
放
射
線
管
理
用
資
機
材
」
及
び
「
飲
料
水
，
食
料
等
」
に
つ
い
て
は
資
機
材
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
な
い
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

自
主
対
策
設
備
 

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
社
内
向
）

※
１
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

自
主
対
策
設
備
 

電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
※
１
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
接
続
す
る
通
信
連
絡
 

設
備
※
１
 

居
住
性
の
確
保
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
運
転
」
「
緊
急
時
対

策
所
内
の
酸
素
濃
度
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
」
「
緊
急
時
対
策
本
部
内
可

搬
式
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
設
置
手
順
」
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
 

圧
設
備
に
よ
る
空
気
供
給
準
備
」「

緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
か
ら
緊
急
時

対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
圧
設
備
へ
の
切
替
」
「
緊
急
時
対
策
所
空
気
ボ
ン
ベ
加
 

圧
設
備
か
ら
緊
急
時
対
策
所
空
気
浄
化
装
置
へ
の
切
替
」
 

緊
急
時
対
策
所
運
用
手
順
書
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
 

必
要
な
数
の
要
員
の
収
容
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
準
備
」「

緊
急
時
対
策
所

用
発
電
機
起
動
」「

緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
の
切
替
」「

緊
急
時
対
策
所
用
発
電

機
へ
の
燃
料
給
油
」
「
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
（
予
備
）
の
切
替
」
 

資
機
材
 

放
射
線
管
理
用
資
機
材
※
２
 

代
替
交
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
準
備
」「

緊
急
時
対
策
所

用
発
電
機
起
動
」「

緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
の
切
替
」「

緊
急
時
対
策
所
用
発
電

機
へ
の
燃
料
給
油
」
「
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
（
予
備
）
の
切
替
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

ホ
ー
ス
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

無
線
通
信
設
備
（
携
帯
型
）
※
１
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

無
線
通
信
設
備
（
固
定
型
）
※
１
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

有
線
（
建
物
内
）（

安
全
パ
ラ
メ
ー

タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

係
る
も
の
）
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

有
線
（
建
物
内
）（

統
合
原
子
力
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
通

信
連
絡
設
備
に
係
る
も
の
）
※
１
 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に

よ
る
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
監
視
」
「
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
対

策
の
検
討
に
必
要
な
資
料
の
整
備
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

有
線
（
建
物
内
）（

無
線
通
信
設
備

（
固
定
型
），

衛
星
電
話
設
備
（
固

定
型
）
に
係
る
も
の
）
※
１
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

1.
19
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

 
※
１
：
代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
す
る
。

 

対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム

（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
※
１
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

衛
星
電
話
設
備
（
携
帯
型
）
 

発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

衛
星
電
話
設
備
（
固
定
型
）
※
１
 

発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

自
主
対
策
設
備
 

衛
星
電
話
設
備
（
社
内
向
）
 

発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

自
主
対
策
設
備
 

局
線
加
入
電
話
設
備
 

￥
発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

自
主
対
策
設
備
 

専
用
電
話
設
備
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

自
主
対
策
設
備
 

所
内
通
信
連
絡
設
備
 

（
警
報
装
置
を
含
む
。）

 

発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

自
主
対
策
設
備
 

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
社
内
向
） 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

自
主
対
策
設
備
 

電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
 

発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

デ
ー
タ
伝
送
設
備
※
１
 

発
電
所
外
（
社
内
外
）
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
接
続
す
る
通
信
連
絡
 

設
備
※
１
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

無
線
通
信
設
備
（
携
帯
型
）
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

無
線
通
信
設
備
（
固
定
型
）
※
１
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
手
順
」
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

有
線
式
通
信
設
備
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重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）

 

【
技
術
的
能
力

2.
1
】
対
応
資
機
材
一
覧
表

 
対
応
手
段
 

手
順
書
 

対
処
設
備
／
資
機
材
 

現
場
で
の
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
パ
ラ
メ
ー
タ
計
測
，
監
視
手
順
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
現
場
で
の
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
パ
ラ
メ
ー
タ
計
測
，
監

視
手
順
」
 

大
規
模
損
壊
設
備
 

可
搬
型
計
測
器
（
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

リ
ブ
レ
ー
タ
）
 

現
場
で
の
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
パ
ラ
メ
ー
タ
計
測
，
監
視
手
順
 

Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
「
現
場
で
の
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
パ
ラ
メ
ー
タ
計
測
，
監

視
手
順
」
 

大
規
模
損
壊
設
備
 

計
装
ケ
ー
ブ
ル
 

中
央
制
御
室
損
傷
時
の
通
信
連
絡
手
順
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
規
模
損
壊
時
に
お
け
る
緊
急
時
対
策
所
か
ら
現
場
へ
の

有
線
式
電
話
の
配
備
手
順
」
 

大
規
模
損
壊
設
備
 

衛
星
電
話
用
端
末
 

中
央
制
御
室
損
傷
時
の
通
信
連
絡
手
順
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
規
模
損
壊
時
に
お
け
る
緊
急
時
対
策
所
か
ら
現
場
へ
の

有
線
式
電
話
の
配
備
手
順
」
 

大
規
模
損
壊
設
備
 

衛
星
電
話
設
備
用
中
継
コ
ー
ド
 

中
央
制
御
室
損
傷
時
の
通
信
連
絡
手
順
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
規
模
損
壊
時
に
お
け
る
緊
急
時
対
策
所
か
ら
現
場
へ
の

有
線
式
電
話
の
配
備
手
順
」
 

大
規
模
損
壊
設
備
 

有
線
式
通
信
機
 

中
央
制
御
室
損
傷
時
の
通
信
連
絡
手
順
 

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
「
大
規
模
損
壊
時
に
お
け
る
緊
急
時
対
策
所
か
ら
現
場
へ
の

有
線
式
電
話
の
配
備
手
順
」
 

大
規
模
損
壊
設
備
 

有
線
式
通
信
設
備
用
中
継
コ
ー
ド
 

  

189




